
この取扱説明書と保証書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
そのあと保存し、必要なときにお読みください。

保証書は、「お買い上げ日・販売店名」などの記入を必ず確かめ、
販売店からお受け取りください。

オーディオミキサー
取扱説明書

品番 WR-DA7

保証書別添付

※写真は、メーターブリッジWR-MTBR(オプション)を取り付けた状態です。
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このたびは、 オーディオミキサーをお買い上げいただき、まことにありがとう
ございました。

本書について
●構成
この取扱説明書は次ページのような構成になっており、それぞれ以下の内容を説
明しています。また、詳細もくじを各章の先頭ページに、索引を245ページに記
載してあります。

・「最初にお読みください」では、安全に正しくお使いいただくための注意事項
を説明しています。使用する前にお読みください。

・「第1章、第2章」 では、本機の特長、各種スイッチ・端子の名前と働き、
大型液晶ディスプレイによるヒューマンマシンインターフェース、本機の基本
的な操作方法について説明しています。

・「第3章～第15章」では、チャンネル、イコライザーなど、機能(設定画面グ
ループ)ごとに章を分け、操作方法を説明しています。

・「付　録」では、工場出荷時の設定、機器の仕様についてまとめています。

●文章上の表現
・本文中では、本機の名称を「DA7」と表現しています。
・コントロールパネル上のスイッチ類を［ ］でくくり、あらわしています。
［ ］内の名称は、パネル上の表示と一致しています。
（例）［SOLO］キー

付属品をご確認ください
電源ケーブル　.............................................................................................................. 1
取扱説明書(本書) ...................................................................................................... 1
保証書　.......................................................................................................................... 1

登録商標について
ADATおよびALESISは、アレシス社の登録商標です。
ADAT Digital Interfaceは、アレシス社の商標です。
TEACおよびTASCAMは、ティアック株式会社の登録商標です。
Tascam Digital Audio Interface(TDIF-1)は、ティアック株式会社の商標です。
Macintoshは、米国アップルコンピュータ社の登録商標です。
Windowsは、米国Microsoft Corporationの登録商標です。
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最初にお読
みください



安全上のご注意 必ずお守りください

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、
次のように説明しています。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたとき生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。

■お守りいただきたい内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

警告

異物を入れない

水や金属が内部には
いると、火災や感電
の原因となります。

●ただちに電源プラグを抜いて、
販売店にご連絡ください。

禁　止

分解しない、
改造しない

火災や感電の原因と
なります。

●修理や点検は、販売店にご連
絡ください。

分解禁止

異常があるときは、
すぐ使用をやめる

煙が出る、臭いがす
るなど、そのまま使
用すると火災の原因
となります。

●ただちに電源プラグを抜いて、
販売店にご連絡ください。

不安定な場所に置かな
い

落下などでけがの原
因となります。

禁　止

濡れた手で電源プラグ
の抜き差しはしない

感電の原因となりま
す。

禁　止

警告

注意

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能性が想定
される」内容です。

この絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

この絵表示は、必ず実行していただきたい「強制」内容です。

最初にお読みください8

電源コードは、必ずプ
ラグ本体を持って抜く

コードが傷つき、火
災や感電の原因とな
ります。

●抜くときは電源プラグを持っ
て抜いてください。
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最初にお読
みください電源プラグは根元まで

確実に差し込む

差し込みが不完全で
すと、感電や発熱に
よる火災の原因とな
ります。

●傷んだプラグ、ゆるんだコンセ
ントは使用しないでください。

電源プラグのほこり等
は定期的にとる

プラグにほこり等が
たまると、湿気等で
絶縁不良となり、火
災の原因となります。

●電源プラグを抜き、乾いた布
でふいてください。

電源コード・電源プラグを破損するようなことは
しない

傷んだまま使用すると感電・ショート・火災の原因となり
ます。

●コードやプラグの修理は販売店にご相談ください。

禁　止

傷つけたり、加工したり、熱器具に近づけたり、
無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、
重いものを載せたり、束ねたりしない( )

コンセントや配線器具の定格
を越える使いかたや、交流
100V以外での使用はしない

たこ足配線等で定格
を越えると、発熱に
よる火災の原因とな
ります。

禁　止

注意

通風孔・放熱ファンを
ふさがない

内部に熱がこもり、
火災の原因となりま
す。

禁　止



取り扱い上のお願い
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●設置場所について

直射日光の当たるところや、温風吹き出し口付近
は避けてください。また、湿気やほこりの多いと
ころ、振動の多い場所に設置すると故障の原因と
なることがあります。

●急に異常が生じたときは

すぐに電源スイッチをOFFにして電源プラグを抜
き、販売店にご連絡ください。

●電源スイッチをON/OFFするときは

すべてのフェーダー、チャンネルスイッチまたは
アンプを切ってから行ってください。クリックノ
イズが発生し、スピーカーを破損する恐れがあり
ます。

●フェーダー、チャンネルスイッチを入れた

まま、コネクターの抜き差しをしない

クリックノイズが発生し、スピーカーの破損が生
じる場合があります。抜き差しは、必ずフェーダ
ー、チャンネルスイッチまたはアンプを切ってか
ら行ってください。

●ファンタム電源について

CDプレーヤー、エフェクト機器、アンバランスタ
イプのマイクを使用する場合は、必ずファンタム
電源を切ってください。故障の原因となる恐れが
あります。

また、外部電源使用のコンデンサマイクの抜き差
しは、フェーダー、チャンネルスイッチ、ファン
タム電源スイッチを切り、1分以上たってから行っ
てください。マイク、ミキサーに破損・故障が生
じる恐れがあります。

●ヘッドホンをご使用のときは

過大な音量で耳を痛めることのないよう、適当な
音量でお聞きください。

●XLRタイプコネクターについて

DA7に使用しているXLRタイプコネクターは下記
のように配線されています。
1番ピン : シールド(グラウンドまたはアース)
2番ピン : ホット(ハイまたはプラス)
3番ピン : コールド(ローまたはマイナス)

●内部メモリー、バックアップ用バッテリー

について

DA7の設定内容は内部メモリーに保存されており、
電源を切った状態でもバックアップ用バッテリー
により保護されています。ただし、このバッテリ
ーには寿命があり、寿命がくるとメモリーの内容
は消えてしまいます。

電源スイッチをONしたとき、ディスプレイに
「PLEASE CHANGE BATTERY」と表示されたと
きは、バッテリーの寿命が近づいていますので早
めに交換してください。

バッテリーの交換は販売店にご依頼ください。
交換は、DA7の電源が「ON」のときに行ってくだ

さい。電源がOFFのときに行うと、メモリーの内
容が消えてしまいます。

●ご使用の際は

トランシーバ、トランス、調光器、CRTモニター
などから出来るだけ離してご使用ください。誘導
ノイズを受ける恐れがあります。

またスイッチ、ノブ、フェーダーに無理な力を加
えないでください。破損の原因となります。

フェーダーは、ほこりの付着などによりクロスト
ークが劣化したり、ノイズが発生することがあり
ます。そのようなときは販売店にご相談ください。

●お手入れについて

汚れなどのお手入れは、柔らかい布でからぶきし
てください。

ベンジン、シンナーなどは絶対に使用しないでく
ださい。

化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書きに従
ってください。
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DA7の特長
特性

・リニア24ビット 64倍オーバーサンプリングA/Dコンバータ(全INPUT入力)
・リニア24ビット 64倍オーバーサンプリングD/Aコンバータ
(MASTER,MONITOR A出力)

・標準ダイナミックレンジ　110 dB(INPUTからMASTER OUT)
A/Dコンバータ　112 dB
D/Aコンバータ　113 dB

・周波数特性　20 Hz ～ 20 kHz(＋1、－2dB)
・クロストーク　－90dB以下

主な特長
・入力　38系統(デジタル入力18系統、AUX RETURNを含む)
・出力　36系統(アサイナブルデジタル出力24系統含む)
・PADレスマイク/ライン連続可変のゲインボリューム
(全インプットチャンネル)

・CPU制御　＋48Vファンタム電源搭載バランス型XLR入力(INPUT 1～8)
・バランス型フォーン入力端子(INPUT 9～16)
・アナログインサーション端子(全インプットチャンネル,Pre AD)
・AES/EBU、S/PDIF切換式のデジタル入出力端子
・2台のDA7をカスケード接続し、32トラックミキシングまで拡張可能
・4種類のフェーダーグルーピングが可能
・4種類のミュートグルーピングが可能
・インプット、AUX、BUSの各系統でステレオ設定が可能
・インプット、BUS、MASTERの全入出力に4バンドのパラメトリックイコラ
イザーとダイナミクスを搭載(AUXリターンは2バンド)
・50種類のシーンメモリを記録可能
・50種類のチャンネルライブラリーを記録可能
・50種類のEQライブラリーを記録可能
・50種類のダイナミクスライブラリーを記録可能
・MIDIタイムコード、SMPTE(オプション)、MIDIクロックを用いたミキシング
オートメーション機能を搭載
・バックライト付き320×240ドット大型液晶ディスプレイを搭載
・アナログ感覚のモジュール操作部を搭載
・オートメーションの記録/再生とAUXのアサイン状態が瞬時に把握できるアサ
イン表示マルチLEDを搭載
・フェーダーレイアウトを自在に設定できるユーザーカスタマイズレイヤー機能
を搭載
・MIDIコントロールによりフェーダー、ミュートスイッチを用いて外部機器の
制御が可能
・パーソナルコンピュータと接続する「TO PC」端子を搭載
・スムースタッチのカスタム100mmモーターフェーダーを搭載
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主な機能
●チャンネル構成
DA7のチャンネル構成は以下のようになっています。
・合計38系統の入力(デジタル18系統含む)
・マスターL/R出力
(アナログバランス×2 : XLR,TRSフォーン、デジタル : AES/EBU)
・8系統のバス出力(スロット出力のみ)
・6系統のAUXセンド/リターン(1,2はデジタル、3～6はアナログ)
・スロット3系統を用いた24系統のアサイナブルデジタル入出力
(オプションの8ch AD/DAカードを使用すればアナログ入出力可能)

32系統の全インプットチャンネルには、4バンドパラメトリックイコライザー、
ダイナミクス、ディレイを搭載。アナログインプット1～16チャンネルのすべて
に、アナログインサーション端子を装備しています。

拡張スロットは、3系統24チャンネルに対応。アサイナブルアサイン出力により、
インプットダイレクト出力、バス出力、AUXセンド/リターン、マスターインサ
ーションセンド/リターン、バスインサーションセンド/リターンから選択でき、
8～24トラックまでのさまざまなレコーディングシステムが構築できます。

●音質
DA7は、24ビットリニア 64倍オーバーサンプリングA/D、D/Aコンバーターを
採用し、標準ダイナミックレンジ110 dBを実現しています。スロットのデジタ
ル入出力も24ビットまで対応し、デジタル内部処理32ビットの精度で音質を損
ないません。

アナログ/デジタル別トランス構成で、アナログ専用のシリーズ電源を採用。マ
スター出力、CR(コントロールルーム)モニター出力には専用カスタムD/Aコン
バーターを搭載し、高音質を実現しています。

●パラメトリックイコライザー
DA7の32系統のインプット、マスター出力、バス出力、AUXリターン(2バンド
のみ)には、4バンドのフルパラメトリックイコライザーを搭載しており、LOW
とHIGHはシェルビング、HPF、LPFとの切り替えも可能です。

イコライザーの設定は、50種類までEQライブラリーとして登録できます。さら
に、チャンネルライブラリーとしての登録に加え、オートメーションと同期して
連続可変させ、記録/再生することも可能です。
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DA7の特長
●モーターフェーダー
DA7は、100 mmのカスタムモーターフェーダーを採用し、スムースな操作感覚
を実現しています。シーンメモリーやオートメーションの再生では、モーターが
駆動してフェーダーが動きますので視覚的に確認できます。
また、4種類のフェーダーグループを設定でき、複数のフェーダーを同時にコン
トロールすることができます。さらに、ODD/EVEN間のフェーダーギャンギン
グが容易に設定できます。

マスターフェーダー以外の20本のフェーダーは、レイヤーを切り替えることで
32系統のインプット、8バス、6AUXセンド/リターンの52チャンネルをコント
ロールします。
基本はインプット1～16と17～32チャンネルの2レイヤー構成です。各チャンネ
ルの［FLIP］キーでチャンネル単位のレイヤー切替もできます。

AUX BUSレイヤー選択時は、AUXセンド/リターン、8バス出力で構成されます。
ユーザーカスタマイズレイヤーでは、フェーダーのレイアウトを自由に設定でき
ます。また、MIDIリモート機能を割り付けることも可能ですので、フェーダー
でエフェクター、シーケンサー等の外部MIDI機器をコントロールすることもで
きます。

●ダイナミクス
DA7のダイナミクスは、コンプレッサ/リミッタ＋ゲート、エキスパンダの機能
を搭載しています。この機能は、32系統のインプット、8バス、マスターL/R出
力で利用でき、各信号処理部のODD/EVEN間でサイドチェーンのリンクが可能
です。

ダイナミクスの設定は、50種類までダイナミクスライブラリーとして登録でき
ます。さらに、チャンネルライブラリーとしての登録に加え、オートメーション
と同期してON/OFFの切り替えを記録/再生することも可能です。

●デジタルI/O
DA7はデジタル拡張スロットを3系統搭載しています。各スロットの出力はアサ
イナブルで、インプットダイレクト出力、AUXセンド/リターン、バス出力、マ
スターインサーションセンド/リターン、バスセンド/リターンから選択できます。
(スロットにより制限あり)

各スロットに拡張オプションカードを装着することで、Alesis adat,TASCAM
DA88,DA38等のデジタルMTRや、AES/EBU(2チャンネル単位でS/PDIFとの切
換可能)により、HDレコーダー、編集機、各種エフェクターとのデジタル領域で
の接続が可能となります。
また、8チャンネルのアナログI/Oカードを装着することで、アナログ32入力、
クロスポイント付き16チャンネル出力のシステムも構築できます。

タンデム接続カードを装着すれば、DA7を2台までタンデム接続でき、32トラッ
クのレコーディングシステムが実現できます。
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●ヒューマンマシンインターフェース
DA7は320×240ドットの大型液晶ディスプレイを搭載し、特性の表示や設定
をディスプレイ上で行うグラフィカルな操作環境を提供しています。さらに、
操作部についてはアナログ感覚のモジュールコントロール部を配置しています
ので、即座に操作したいパラメータをコントロールできます。
AUXのアサインは、各チャンネルごとに状態を表示しますので、全体のアサイ
ン状態も直感的に把握できます。

画面操作で煩雑になりがちなカーソル移動も、ジョグダイヤルをカーソルモー
ドスイッチを押しながら回すことで、瞬時にカーソル移動できます。

●サラウンドパンコントロール
DA7では、サラウンドパンアサインモードに対応しています。各インプットか
らバス1～6に対して個別にレベルを調整でき、5.1サラウンドに対応します。

操作方法は、ボリュームを個別にコントロールするセンドVRモード、ジョグダ
イヤルとマスターのフェーダーを使用して操作するジョグ&フェーダーモード
および、移動パターンを設定して移動時間をコントロールするパターンモード
の3種類を搭載しました。これらサラウンドの操作はオートメーションに記録
することが可能です。

また、サラウンドモニタモードを設定することで、6系統のバス出力を
MONITOR AとAUX3～6またはMONITOR A,MONITOR BとマスターL/Rから
アナログ出力でき、その出力レベルは画面のマスターボリュームで一括コント
ロールできます。

●シーンメモリー
DA7のほとんどの設定状態をシーンメモリーとして50パターンまで記録できま
す。また、記録データは瞬時に呼び出せます。MIDIを用いて外部から呼び出す
とともに、外部機器をメモリーチェンジすることも可能です。

●オートメーション
DA7のオートメーションは、外部からのMIDIタイムコード、SMPTE(オプショ
ン)、MIDIクロックおよび内部クロックに同期して操作状態を時間で管理し、記
録/再生します。連続した操作に加え、EQ、ダイナミクス等のライブラリーの
呼び出し、シーンメモリーの呼び出し等のイベントも記録/再生できます。

●MIDI
DA7は外部とのインターフェースにMIDI、TO PC、RS-422/485端子を装備し
ています。直接パーソナルコンピュータと接続して、125kbpsのボーレートで
DA7とのインターフェースが可能です。
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各部の名前と働き
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Digital Mixer WR-DA7

アナログインプット操作部

（⇒17ページ参照）

モジュール操作部

（⇒17,18ページ参照）

アサイン操作表示部

（⇒19ページ参照）

ディスプレイ操作部

（⇒20ページ参照）

イコライザー操作部

（⇒21ページ参照）

パン/バスアサイン操作部

（⇒22ページ参照）

ダイナミクス/ディレイ操作部

（⇒23ページ参照）

AUX操作部

（⇒24ページ参照）

フェーダーレイヤー操作部

（⇒19ページ参照）

テンキー,セットアップ,コマンド,カーソル操作部

（⇒26ページ参照）

モニター/トークバック操作部

（⇒25ページ参照）
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●アナログインプット操作部

q入力レベル調整ノブ1～16［INPUT MIC/LINE］
各入力チャンネルの信号レベルを調整します。

wインプットレベル表示LED1～16［PEAK/SIGNAL］
各入力チャンネルの信号レベルを表示します。

消　灯 : 入力信号なし
緑点灯 : 入力信号あり
赤点灯 : ピークレベル

●モジュール操作部

eアサイン表示LED

［AUX1/FADER,AUX2/CH ON,AUX3/EQ,AUX4/PAN/SURR,

AUX5/LIBRARY,AUX6/SEL/MAN］
各入力チャンネルのAUXセンド状態およびオートメーションの記録/再生状態
を表示します。AUTOMATION/AUXキーoを押すたびに、表示が切り替わり
ます。

消　灯 : アサインなし
緑点灯 : AUX BUSへアサインあり、オートメーション実行中、

オートメーションでイベント再生中
赤点灯 : オートメーションでイベント記録中
赤点滅 : オートメーションで記録可能

rSOLOキー［SOLO］
チャンネルを後面パネルのモニターA出力端子&1に割り当てるキーです。

消　灯 : 割り当てなし
赤点灯 : 割り当てあり

割り当てられた場合、ディスプレイ操作部のレベルメーターはSOLO出力を表
示し、ディスプレイ操作部のSOLO表示LED@0が点灯します。
キーを約2秒間押し続けると、すべてのチャンネルのSOLO割り当てが解除さ
れます。

tFLIPキー［FLIP］
チャンネル単位でレイヤーを切り替えて、表示レイヤーを自在に組み合わせる
ときに押します。キーを押す度に、LED表示は緑点灯(1～16)と赤点灯(17～
32)が交互に切り替わります。
動作状態は、LED表示により以下のようになります。

緑点灯 : INPUT1～16またはBUS1,3,5,7が選択された状態
赤点灯 : INPUT17～32またはBUS2,4,6,8が選択された状態
橙点灯 : INPUT9～16にデジタルSLOT3入力が選択された状態
消　灯 : AUX BUSまたはCUSTOM/MIDIが選択された状態

e
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各部の名前と働き
ySELECTキー［SELECT］
設定するチャンネルを選択するキーです。選択したチャンネルのチャンネル設
定画面がディスプレイに表示されます。ただし、このキーを使用する他の設定
画面表示中は、チャンネル設定画面は表示されません。

消　灯 : 選択されていない状態
橙点灯 : 選択されている状態

このキーは、ステレオの設定/解除にも使用します。組み合わされていない隣
り合うODD/EVENチャンネルのキーを同時に押すと、それらのチャンネルは
フェーダーリンクまたはステレオに設定されます。再度同時に押すと解除され
ます。

uONキー［ON］
入力チャンネルおよび出力チャンネルのON/OFFを切り替えるキーです。

消　灯 : 信号を送出しない状態
赤点灯 : 信号を送出する状態

iフェーダー
チャンネルのレベルを調整します。チャンネル設定画面表示中にフェーダーを
動かすと、画面上のフェーダー位置、設定レベル数値も切り替わります。

［FLIP］キーt操作やオートメーション再生の実行で新しい設定レベルが割り
当てられた場合、フェーダーはその設定レベルまで自動的に移動します。
MIDIリモート操作では、接続された外部機器の制御を行います。

ミキサーの動作モード設定(⇒198,199ページ参照)で、モーターフェーダーの
設定が行えます。

●アサイン操作表示部

oAUTOMATION/AUXキー［AUTOMATION/AUX］
モジュール操作部にあるアサイン表示LEDeの表示状態を切り替えるととも
に、オートメーション機能のENABLE/DISABLEを切り替えます。
押す度にキーのLEDが緑点灯、赤点灯に変わり、アサイン表示LEDが切り替わ
ります。

緑点灯 : AUXセンドのON(緑点灯)/OFF(消灯)を示す
オートメーション機能は「DISABLE」に設定されます

赤点灯 : オートメーションの記録/再生時のイベント状態を示す
オートメーション機能は「ENABLE」に設定されます

GREEN
AUX

AUTO-       
MATION   

RED

o
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●フェーダーレイヤー操作部

!0INPUT1-16キー［INPUT1-16］
モジュール操作部は、インプットチャンネル1～16に対して動作します。

緑点灯 : インプットチャンネル1～16が操作可能
消　灯 : 他のレイヤーが操作可能

!1INPUT17-32キー［INPUT17-32］
モジュール操作部は、インプットチャンネル17～32に対して動作します。

赤点灯 : インプットチャンネル17～32が操作可能
消　灯 : 他のレイヤーが操作可能

!2AUX BUSキー［AUX BUS］
モジュール操作部は、AUXセンド1～6、AUXリターン1～6、BUS1～8に対
して動作します。

橙点灯 : AUXセンド1～6、AUXリターン1～6、BUS1～8が操作可能
消　灯 : 他のレイヤーが操作可能

!3CUSTOM/MIDIキー［CUSTOM/MIDI］
モジュール操作部は、インプット、AUX、BUSおよびMIDIリモートの各チャ
ンネルから選択した16チャンネルに対して動作します。

橙点灯 : 選択したチャンネルが操作可能
消　灯 : 他のレイヤーが操作可能

INPUT
1-16

INPUT
17-32

AUX
BUS

CUSTOM
/MIDI

!0

!1

!2

!3
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各部の名前と働き
●ディスプレイ操作部

!4ディスプレイ
320×240ドットの大型液晶ディスプレイです。各チャンネルごとの状態表示
や各種機能の設定が画面上で行えます。(⇒32ページ参照)
電源ON時に表示される画面は、前回最後に使用した設定画面です。

!520ポイントLEDメーター［L R］
マスターL/R出力またはSOLOレベルを表示します。

!6MEMORY番号表示LED［MEMORY］
選択されているメモリー番号またはライブラリー番号を表示します。

!7コンソールロック状態表示LED［CONSOLE LOCK］
パネル面の一部が操作禁止になっている場合、赤点灯します。

!8コントラスト調整つまみ［CONTRAST］
ディスプレイ!4のコントラストを調整します。

!9MULTI-CH VIEWキー［MULTI-CH VIEW］
マルチビュー画面を表示するキーです。表示中は赤点灯します。

@0SOLO表示LED［SOLO］
いずれかのチャンネルがSOLO設定されているときに、赤点滅します。

@1METERキー［METER］
ディスプレイにメーター画面(INPUT1-32,BUS/AUX,SLOT OUT)を表示する
キーです。前回最後に使用したメーター画面が表示されます。
このキーを押す度に、3種類のメーター画面が順次切り替わります。

@2CHANNELキー［CHANNEL］
ディスプレイにチャンネル設定画面を表示するキーです。

21

43

65

21

43L/R

AUXDYNAMICS / DELAYPAN / ASSIGN/ SURROUNDEQUALIZER

METER

H

HM

LM

CHANNEL

Q L PAN
L R

C R

PARAMETER SELECT

- + - +

- +- +

THL ATK
PRE

LEVEL
ON / OFF

DLY

RATIO RLS GAINON

MASTER DISPLAY

OL
2

4

6

8

10

15

20

25

35

50
L      R

MEMORY

CONSOLE
LOCK

MULTI-
CH VIEW

CONTRAST

SOLO

Digital Mixer WR-DA7

!4 !5 !6 !7

!8!9@0

@1

@2
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●イコライザー操作部

@3Q調整ノブ［Q ］
このノブを回し、選択しているバンド(H,HM,ML,L)のQ(Quality)パラメータを
調整します。イコライザー設定画面表示中にノブを動かすと、画面上のグラフ
カーブ、数値、ノブの位置が変わります。

@4周波数調整ノブ［FREQ ］
このノブを回し、選択しているバンド(H,HM,ML,L)の周波数パラメータを調整
します。
このノブを押下すると、周波数特性をフラットに設定できます。

@5ゲイン調整ノブ［GAIN ］
このノブを回し、選択しているバンド(H,HM,ML,L)のゲインパラメータを調整
します。
イコライザー設定画面を表示するときは、このノブを押します。再度押すと、
EQライブラリー画面に切り替わり、押す度に画面を切り替えます。
イコライザー設定画面表示中にこのノブを押下すると、現在のイコライザー設
定内容とテンポラリーメモリーに保存したイコライザー設定内容を瞬時に切り
替えることができ、音質差を比較できます。

@6EQバンド選択キー［H,HM,LM,L］
H(High)、HM(High-Mid)、ML(Mid-Low)、L(Low)キーの中からバンドを選択
します。選択したキーは、橙点灯します。

@7EQキー［EQ ON］
イコライザーのON/OFFを設定するキーです。

消　灯 : OFF
緑点灯 : ON

EQUALIZER

H

L EQ

ON

HM

LM

Q

FREQ

GAIN

L

SL

SUB

- +

- +

- +

@3

@4

@5

@6

@7

L

SL

SUB
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各部の名前と働き
●パン/バスアサイン操作部

@8PAN調整ノブ［PAN］
このノブを回し、選択されているチャンネルのPANパラメータを調整します。
サラウンド設定画面を表示するときは、このノブを押します。
マスターL/Rバスへは、常にPANが有効です。

@9PAN ONキー［ON］
1～8の各バスへのPANをON/OFFするキーです。ONのとき赤点灯します。

#0L/Rキー［L/R］
選択されているチャンネルをMASTER L/Rへアサインするキーです。
アサインONで緑点灯します。

#1DIRECTキー［DIRECT］
選択されているチャンネルをSLOT出力へアサインするキーです。アサイン
ONで緑点灯するとともに、ディスプレイにスロット設定画面が表示されます。

#2バスアサインキー［1,2,3,4,5,6,7,8］
選択されているチャンネルをBUS1～8へアサインするキーです。アサイン
ONで緑点灯します。

21

43

65

87

L/R

DIRECT

BUS ASSIGN

PAN / ASSIGN/ SURROUND

PAN
L R

C

ON

@8

@9

#0

#1

#2
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●ダイナミクス/ディレイ操作部

#3THL,ATK,DLY調整ノブ
PARAMETER SELECTキー#6で選択されたパラメータ(THL,ATK,DLY)を調整
します。
※THL : Threshold level,  ATK : Attack time,  DLY : Delay time

#4RATIO,RLS,GAIN調整ノブ
PARAMETER SELECTキー#6で選択されたパラメータ(RATIO,RLS,GAIN)を
調整します。
ダイナミクス設定画面を表示するときは、このノブを押します。
ダイナミクス設定画面表示中にこのノブを押下すると、現在のダイナミクス設
定内容とテンポラリーメモリーのダイナミクス設定内容を瞬時に切り替えるこ
とができ、音質差を比較できます。
※RLS : Release time

#5DYNAMICS ONキー［DYNAMICS ON］
選択されているチャンネルのダイナミクス効果をON/OFFするキーです。ON
のとき緑点灯します。

#6PARAMETER SELECTキー［PARAMETER SELECT］
パラメータを選択するキーです。押す度にTHL/RATIO→ATK/RLS→
DLY/GAINと選択され、対応するLEDが橙点灯します。
ダイナミクスのモードがCOMP＋GATEに設定されている場合には、さらに
GATEのTHL、ATK/RLSを選択することができます。その場合は、どのLED
も点灯しません。

#7DELAY ONキー［DELAY ON］
選択されているチャンネルのディレイ効果をON/OFFするキーです。ONのと
き緑点灯します。

DYNAMICS / DELAY

ON

DYNAMICS

ON

DELAY

R

SR
PARAMETER SELECT

+

+

THL ATK DLY

RATIO RLS GAIN

#3

#4

#5

#6

#7
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各部の名前と働き
●AUX操作部

#8LEVEL ON/OFFノブ［LEVEL ON/OFF］
選択されているチャンネルのAUXセンドレベルを調整します。また、このノ
ブを押すことにより、AUXセンドのON/OFFを設定します。
AUXセンドのON/OFF状態は、チャンネル設定画面上に表示されるとともに、
アサイン表示LEDeが点灯/消灯します。

#9FADER CONTROLキー［FADER CONTROL］
AUXセンドレベルを各チャンネルのフェーダーで調整する場合に押します。

赤点灯 : 各チャンネルのフェーダーで調整
消　灯 : LEVEL ON/OFFノブ#8で調整

LEDが消灯から赤点灯に変わるとき、ディスプレイには前回表示されたAUX画
面が表示されます。

$0PREキー［PRE］
AUXセンドのソースをフェーダーの前または後のどちらかに指定します。

赤点灯 : フェーダーの前(PRE)
消　灯 : フェーダーの後

$1AUX1～6キー［1,2,3,4,5,6］
操作するAUXチャンネルを選択するキーです。選択時、緑点灯します。
FADER CONTROLキー#9が赤点灯のときに、このキーを押すと対応するAUX
画面が表示されます。

21

43

65

AUX

PRE

LEVEL
ON / OFF

FADER
CONTROL

ON

#8

#9

$0

$1
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●モニター/トークバック操作部

$2MONITOR A出力ソース選択キー［L/R,2TR A,2TR B,AUX,MONO］
MONITOR Aに出力するソースを選択します。選択したソースは緑点灯します。

L/Rキー : MASTER L/Rを出力
2TR Aキー : 2TR A INを出力
2TR Bキー : 2TR B INを出力
AUXキー : AUXセンドを出力

押す度にAUXセンド1/2→3/4→5/6→OFFと切り替わり
ます

MONOキー : モニターする信号をモノラル出力します
(モノラル時赤点灯)
2TR B INに対しては、MONOは機能しません。

$3MONITOR B出力ソース選択キー［MONITOR A,L/R,AUX］
MONITOR Bに出力するソースを選択します。選択したソースは緑点灯します。

MONITOR Aキー : MONITOR  Aの内容を出力
L/Rキー : MASTER L/Rを出力
AUXキー : AUXセンドを出力

押す度にAUXセンド1/2→3/4→5/6→OFFと切り
替わります

$4TALK BACK ONキー［ON］
トークバックマイクのON/OFFを設定します。ONのとき橙点滅します。ミキ
サーの動作モード設定(⇒198,199ページ参照)でキーの動作を設定できます。
後面パネルのフットスイッチ端子でON/OFF設定することもできます。

$5MONITOR A音量調整ノブ［MONITOR A LEVEL］
MONITOR Aの音量を調整します。

$6MONITOR B音量調整ノブ［MONITOR B LEVEL］
MONITOR Bの音量を調整します。

$7トークバックマイク音量調整ノブ［T.B LEVEL］
トークバックマイク$8の音量を調整します。

$8トークバックマイク［MIC］

MONITOR A

MONITOR
A LEVEL

MONITOR
B LEVEL

T. B.
LEVEL

MIC

MONITOR B

MONITOR A

ON

TALK BACK

100

100

100

L/R 2 TR A 2 TR B

MONO AUX

L/R AUX

$2

$3

$4

$5

$6

$7

$8
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各部の名前と働き
●テンキー,セットアップ,コマンド,カーソル操作部

［セットアップ部］

$9GROUPキー［GROUP］
グループの設定画面を表示するキーです。(⇒149ページ参照)

%0UTILITYキー［UTILITY］
ユーティリティーの設定画面を表示するキーです。(⇒189ページ参照)

%1MIDIキー［MIDI］
MIDIの設定画面を表示するキーです。(⇒117ページ参照)

%2D-I/Oキー［D-I/O］
デジタルI/Oの設定画面を表示するキーです。(⇒139ページ参照)

%3SOLO MONITORキー［SOLO MONITOR］
モニター設定画面を表示するキーです。(⇒191ページ参照)

%4AUTOMATIONキー［AUTOMATION］
オートメーションの設定画面を表示するキーです。(⇒157ページ参照)

SHIFT

REPLAY

PARAMETER

1 ABC 2 UTILITY MIDI D-I /O

GROUP

UNDO/REDO

MMC /CURSOR

WRITE

SCENE MEMORY

READ

STORE

LIBRARY

RECALL

AUTOMATION

SET UP

DEF 3

GHI 4 JKL 5 MNO 6

PORS 7

SET

TUV 8

PLAY

STOP REC

ENTER
CURSOR

MODE

REW FF

# 0

WXY 9

SOLO
MONITOR

LOOP

LOCATE

LOOP

セットアップ部

コマンド部

カーソル部

テンキー部

UTILITY MIDI D-I /O

GROUP AUTOMATION

SET UP

SOLO
MONITOR

$9

%0

%1 %2

%3

%4
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［コマンド部］

%5UNDO/REDOキー［UNDO/REDO］
直前の操作を取り消すまたは再実行するキーです。

%6WRITEキー［WRITE］
シーンメモリー画面を表示するキーです。ONのとき橙点灯します。続けて
［ENTER］キーを押すと、シーンメモリーの書き込みを行います。
(⇒184ページ参照)

%7READキー［READ］
シーンメモリー画面を表示するキーです。ONのとき橙点灯します。続けて
［ENTER］キーを押すと、シーンメモリーの呼び出しを行います。
(⇒183ページ参照)

%8RECALLキー［RECALL］
ライブラリーデータの読み出しを行うキーです。

%9STOREキー［STORE］
ライブラリーデータの書き込みを行うキーです。

［テンキー部］

ライブラリー番号やシーンメモリー番号の入力および、名前編集画面にて英数記
号を入力するキーです。

また、MMC/CURSORキー^0が押され、外部機器をMIDI制御する状態(MMCモ
ード)になると、テンキーは以下の働きをします。
［1］～［6］キー : ロケートポイントキー
［7］キー : ロケートポイントSETキー
［8］キー : REPLAYキー
［9］キー : LOOP ON/OFFキー
［0］キー : SHIFTキー

詳しくは、166ページの「●MMC部」をご覧ください。

UNDO/REDO

MMC /CURSOR

WRITE

SCENE MEMORY

READ

STORE

LIBRARY

RECALL

%5 %7

%6

%8

%9

SHIFT

REPLAY

1 ABC 2 DEF 3

GHI 4 JKL 5 MNO 6

PORS 7

SET

TUV 8

# 0

WXY 9

LOOP

LOCATE

LOOP
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各部の名前と働き
［カーソル部］

^0MMC/CURSORキー［ /CURSOR］
テンキー、カーソルキー^1、CURSOR MODEキー^4の機能を、通常の動作と
外部機器のMIDI制御時(MMCモード)の動作に切り替えるキーです。
MMCモード時は、ディスプレイの右下に「MMC」と表示されます。

^1カーソルキー［↑,↓,←,→］
矢印の方向にカーソルを移動します。
MMCモード時は、MIDI制御している外部機器のPLAYキー、STOPキー、
REWキー、FFキーとして働きます。

^2ENTERキー［ENTER］
操作や入力の確定をするキーです。

^3ジョグダイヤル
CURSOR MODEキー^4の設定により、パラメータの変更またはカーソルの移
動を行います。

^4CURSOR MODEキー［CURSOR MODE］
ジョグダイヤル^3の動作(パラメータの変更またはカーソルの移動)を切り替え
るキーです。カーソルモードのときは、画面右下に「CURSOR」と表示され
ます。
MMCモード時は、MIDI制御している外部機器のRECキーとして働きます。

SHIFT

PARAMETER

MMC /CURSOR
STORE

LIBRARY

RECALL

PLAY

STOP REC

ENTER
CURSOR

MODE

REW FF

LOCATE

^1

^3

^2

^0

^4

MMC

MMC表示

CURSOR表示
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後面パネル
●アナログ入出力部

THS EQUIPMENT COMPLIES WITH THE REQUIREMENTS FOR
A CLASS A COMPUTING DEVICE IN FCC RULES-PART IS
SUBPART J OPERATION OF THIS DEVICE AN A RESIDENTIAL
AERA MAY CAUSE HARMFUL INTERFERENCE REQUIRING THE
USER TO TAKE WHATEVER STEPS MAY BE NECESSARY TO
CORRECT THE INTERFERENCE.

WARNIG
- TO REDUCE THE RISK
OF FIRE OR ELECTRIC
SHOCK.DO NOT EXPOSE
THIS APPLIANCE TO
RAIN OR MOISTURE

CAUTION- TO REDUCE THE RISK OF ELECTRIC SHOCK.
DO NOT REMOVE COVER NO USER. SERVICEABLE PARTS
INSIDE REFER SERVICING TO QUALIFIED SERVICE
PERSONAL.

CAUTION- MAKE SURF THE POWER OF THE UNIT IS TURNED OFF
WHEN INSERTING OPTION CARDS INTO THE SLOTS OF THE UNIT.
OTHERWISE THE UNIT MAY BE DAMAGED.

RING
SLEEVE

METER BRIDGE I/F MIDI SERIAL PORT WORD CLOCK

AC IN

POWER

SIGNAL
GND

TIP

CONNECTION
INPUT/OUTPUT
NO   1:GND
NO   2:HOT
NO   3:COLD

INS
TIP:SEND
RING:RETURN
SLEEVE:GND

AUX
TIP:ODD
RING:EVEN
SLEEVE:GND

OdB is referenced to 0.5Vr2s

CH17–24/SLOT  1

CH25–32/SLOT  2
TANDEM/CH9-16

/BUS & AUX INSERT/SLOT3

ON

OFF

OUT TO PC OUT
 /THRU

REC OUT 2TR A IN / INPUT15.16

ININ RS422 /  485

110

OFF   ON

75

OFF   ON

DIGITAL IN / OUT

AUX2TR B IN (ANALOG)MONITOR A OUT
(CR)

MONITOR B OUT
(STUDIO)

REC  OUT
(ANALOG)

MASTER OUT

RETURN
5/6R LR LR LR L

R L

3/4 5/6 3/4 1/2 1/2
RETURN SENDSEND

+4dB  10k   (UNBAL) (S/PDIF)+4dB  10k   (BAL)

–60dB to +10dB 5k   (BAL/UNBAL)

+4dB 10k   (UNBAL)

+4dB  10k   (BAL)+4dB  600   (BAL/UNBAL)

SMPTE & V SYNC

+4dB 600   (BAL)+4dB 600   (BAL)    

REMOTE SW

AES/EBU
S/PDIF

Talk on/of f
Rec  on/of f

INS16 INS15 INS14 INS13 INS12 INS11 INS10 INS9

INPUT16 INPUT15 INPUT14 INPUT13 INPUT12 INPUT11 INPUT10 INPUT9 INPUT8 INPUT7 INPUT6 INPUT5 INPUT4 INPUT3 INPUT2 INPUT1

INS8 INS7 INS6 INS5 INS4 INS3 INS2 INS1
100V　　105W　　50/60Hz

松下通信工業株式会社�

品番  WR-DA7    　No.  

THRU   OUT

オーディオミキサー�

松下電器産業株式会社�
日本製�

^5^6^7

^8 ^9 &0 &1 &2 &3 &4

^5インプット1～8端子［INPUT1～8 －60dB～＋10dB,5kΩ（BAL）］
定格入力－60dB～＋10dBのバランス型XLR端子です。各端子には＋48Vの
ファンタム電源が搭載されており、ON/OFF設定はチャンネル設定画面上で行
います。また、全チャンネルにインサーション端子^7が装備されています。

^6インプット9～16端子［INPUT9～16 －60dB～＋10dB,5kΩ（BAL）］
定格入力－60dB～＋10dBのバランス型TRSフォーン端子です。ファンタム
電源の供給はありません。全チャンネルにインサーション端子^7が装備されて
います。
15,16チャンネルは2トラックAイン/インプット15,16端子*0からの信号との
切替が、9～16チャンネルはスロット3(0からの8系統の信号と一括切替が可
能です。切り替えは、デジタルI/Oのデジタル入力設定画面で行います。
(⇒143ページ参照)

^7インサーション端子［INS1～16 ＋4dB,10kΩ(/UNBAL)］
入力チャンネル1～16のエフェクターを接続するアンバランス型TRSフォーン
端子です。入力レベル調整の後段、A/Dコンバータの前段に外部機器をインサ
ートできます。

^8マスター出力端子［MASTER OUT L,R ＋4dB,600Ω（BAL）］
定格出力＋4dBのバランス型XLR端子です。

^9レコード出力端子［REC OUT L,R(ANALOG) －10dB,10kΩ（BAL）］
定格出力＋4dBのバランス型TRSフォーン端子です。カセットデッキなどを接
続します。

&0モニターB出力端子
［MONITOR B OUT(STUDIO) ＋4dB,600Ω（BAL）］
定格出力＋4dBのバランス型TRSフォーン端子です。スタジオモニター用の出
力です。

&1モニターA出力端子［MONITOR A OUT(CR) ＋4dB,600Ω（BAL）］
定格出力＋4dBのバランス型TRSフォーン端子です。コントロールルーム
(CR)モニター用の出力です。

&6&5
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各部の名前と働き
&22トラックBイン端子［2TR B IN（ANALOG）－10dB,10kΩ（UNBAL）］
定格入力＋4dBのバランス型TRSフォーン端子です。カセットデッキなどから
の信号を入力します。この端子に入力された信号は、モニターA出力端子&1と
ヘッドホン端子に出力されます。

&3AUXリターン3/4,5/6端子［AUX RETURN 3/4,5/6 ＋4dB,10kΩ（UNBAL）］
定格入力＋4dBのアンバランス型TRSフォーン端子です。AUXセンド3/4,5/6
端子&4から出力した信号をエフェクター等を経由して入力します。

&4AUXセンド3/4,5/6端子［AUX SEND 3/4,5/6 ＋4dB,10kΩ（UNBAL）］
定格出力＋4dBのアンバランス型TRSフォーン端子です。AUX3/4,5/6の信号
をエフェクター等に出力します。

&5ACインレット
付属の電源ケーブルを接続します。

&6電源スイッチ［POWER ON/OFF］
本機の電源をON/OFFするスイッチです。

●デジタル入出力部

&7AUXセンド1/2端子［AUX SEND 1/2（S/PDIF］
S/PDIFフォーマットに対応したAUXセンド端子です。RCAピンプラグを使用
し、AUX1/2のデジタル信号をデジタルエフェクターなどに出力します。

&8AUXリターン1/2端子［AUX RETURN 1/2（S/PDIF）］
S/PDIFフォーマットに対応したAUXリターン端子です。RCAピンプラグを使
用し、AUXセンド1/2端子&7から出力したデジタル信号をデジタルエフェクタ
ー等を経由して入力します。

&9フットスイッチ端子［FOOT SW（Talk on/off, Rec on/off）］
フォーンプラグを使用し、フットスイッチを接続する端子です。トークバック
のON/OFFを市販のフットスイッチにより制御可能です。また、オートメーシ
ョン実行中はパンチイン/アウトスイッチとして動作します。
※フットスイッチは、アンラッチタイプを使用してください。

THS EQUIPMENT COMPLIES WITH THE REQUIREMENTS FOR
A CLASS A COMPUTING DEVICE IN FCC RULES-PART IS
SUBPART J OPERATION OF THIS DEVICE AN A RESIDENTIAL
AERA MAY CAUSE HARMFUL INTERFERENCE REQUIRING THE
USER TO TAKE WHATEVER STEPS MAY BE NECESSARY TO
CORRECT THE INTERFERENCE.

WARNIG
- TO REDUCE THE RISK
OF FIRE OR ELECTRIC
SHOCK.DO NOT EXPOSE
THIS APPLIANCE TO
RAIN OR MOISTURE

CAUTION- TO REDUCE THE RISK OF ELECTRIC SHOCK.
DO NOT REMOVE COVER NO USER. SERVICEABLE PARTS
INSIDE REFER SERVICING TO QUALIFIED SERVICE
PERSONAL.

CAUTION- MAKE SURF THE POWER OF THE UNIT IS TURNED OFF
WHEN INSERTING OPTION CARDS INTO THE SLOTS OF THE UNIT.
OTHERWISE THE UNIT MAY BE DAMAGED.

RING
SLEEVE

METER BRIDGE I/F MIDI SERIAL PORT WORD CLOCK

AC IN

POWER

SIGNAL
GND

TIP

CONNECTION
INPUT/OUTPUT
NO   1:GND
NO   2:HOT
NO   3:COLD

INS
TIP:SEND
RING:RETURN
SLEEVE:GND

AUX
TIP:ODD
RING:EVEN
SLEEVE:GND

OdB is referenced to 0.5Vr2s

CH17–24/SLOT  1

CH25–32/SLOT  2
TANDEM/CH9-16

/BUS & AUX INSERT/SLOT3

ON

OFF

OUT TO PC OUT
 /THRU

REC OUT 2TR A IN / INPUT15.16

ININ RS422 /  485

110

OFF   ON

75

OFF   ON

DIGITAL IN / OUT

AUX2TR B IN (ANALOG)MONITOR A OUT
(CR)

MONITOR B OUT
(STUDIO)

REC  OUT
(ANALOG)

MASTER OUT

RETURN
5/6R LR LR LR L

R L

3/4 5/6 3/4 1/2 1/2
RETURN SENDSEND

+4dB  10k   (UNBAL) (S/PDIF)+4dB  10k   (BAL)

–60dB to +10dB 5k   (BAL/UNBAL)

+4dB 10k   (UNBAL)

+4dB  10k   (BAL)+4dB  600   (BAL/UNBAL)

SMPTE & V SYNC

+4dB 600   (BAL)+4dB 600   (BAL)    

REMOTE SW

AES/EBU
S/PDIF

Talk on/of f
Rec  on/of f

INS16 INS15 INS14 INS13 INS12 INS11 INS10 INS9

INPUT16 INPUT15 INPUT14 INPUT13 INPUT12 INPUT11 INPUT10 INPUT9 INPUT8 INPUT7 INPUT6 INPUT5 INPUT4 INPUT3 INPUT2 INPUT1

INS8 INS7 INS6 INS5 INS4 INS3 INS2 INS1
100V　　105W　　50/60Hz

松下通信工業株式会社�

品番  WR-DA7    　No.  

THRU   OUT

オーディオミキサー�

松下電器産業株式会社�
日本製�

&7

*7 *6 *5 *3 *2 *0 &9*8*9(0

&8

*1*4



第1章　商品概要31

*02トラックAイン/インプット15,16端子［2TR A IN / INPUT15,16］
AES/EBUおよびS/PDIFフォーマットに対応した2トラックイン端子です。
XLRプラグを使用し、DATなどと接続します。
本端子は、AES/EBUおよびS/PDIFを共用しており、S/PDIFフォーマットで
使用するときは、ケーブルのXLRコネクターの1番ピンと3番ピンをショート
してください。

*1レコード出力端子［REC OUT］
AES/EBUおよびS/PDIFフォーマットに対応したレコード出力端子です。
XLRプラグを使用します。AES/EBUおよびS/PDIFの切り替えは、この端子右
側のスイッチにて行います。

*2クロック入出力端子［WORD CLOCK IN,OUT/THRU］
外部機器と同期をとるためのクロック信号を入出力するBNC端子です。
ワードクロックの接続では、端子右側にある75Ωクロック終端スイッチを正
しく設定する必要があります。このスイッチの設定については、141ページを
ご覧ください。

*3RS-422/485端子［SERIAL PORT RS-422/485］
RS-422/485端子を持った周辺機器と接続するD-SUB9ピン端子です。シリア
ル伝送路の最終端末として使用する場合は、この端子右側の終端スイッチを
ONにします。

*4パソコン端子［SERIAL PORT TO PC］
ホストとなるパーソナルコンピュータを接続するミニDIN 8ピン端子です。

*5MIDI入出力端子［MIDI IN,OUT］
他のMIDI機器と接続する入力、出力端子です。

*6メーターブリッジ端子［METER BRIDGE I/F］
別売のメーターブリッジ(WR-MTBR)を接続する端子です。

*7SMPTE & V SYNCスロット
別売のSMPTE & V Syncカード(WR-SMPT)を装着するスロットです。

*8スロット1［CH17-24/SLOT1］
別売のオプションカードを装着し、デジタル入出力を使用するためのスロット
です。このスロットは、入力チャンネル17～24に対応します。
オプションカードについては、206ページをご覧ください。

*9スロット2［CH25-32/SLOT2］
別売のオプションカードを装着し、デジタル入出力を使用するためのスロット
です。このスロットは、入力チャンネル25～32に対応します。
装着できるカードは、スロット1*8と同じです。

(0スロット3［TAMDEM/CH9-16/BUS & AUX INSERT/SLOT3］
別売のオプションカードを装着し、デジタル入出力を使用するためのスロット
です。このスロットは、切り替えにより入力チャンネル9～16に対応します。
装着できるカードは、スロット1*8と同じカードとタンデム接続カードです。
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ヒューマンマシンインターフェース
DA7は、バックライト付きの320×240ドット大型液晶ディスプレイを装備して
おり、ほとんどのミキシング操作を画面上の操作だけで行うこともできます。

表示される画面は何種類もありますが、ここでは各画面に共通する部分について
説明します。

設定画面について
設定画面の構成は以下のとおりです。

●画面タイトル部
各画面の最上部に表示されます。表示内容は以下のとおりです。

q選択チャンネル表示部
現在選択されているチャンネルの番号と種別を表示します。チャンネルの選択
は、コントロールパネルの［SELECT］キーで行います。
・チャンネル番号表示
インプットチャンネル等　　マスターL/R ステレオ設定されたチャンネル

・チャンネル種別表示
インプット　　バス　　　　　AUXリターン AUXセンド　 マスターL/R

画面タイトル部

マルチ画面操作部

グループ内画面切替部

機能設定エリア
各画面により表示
内容が異なります。

q w e r t
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w画面タイトル表示部
上段に画面グループ名、下段に個別の画面名を表示します。下記は、チャンネ
ル画面グループのチャンネル設定画面の場合です。

オートメーションの記録中は、画面グループの表示欄に記録中であることを示
す「RECORDING」という文字を点滅表示します。

e画受信インジケータ表示部
各外部通信ポートからデータを受信したときに点滅表示します。
MIDI入力端子　 パソコン端子　 RS-422/485端子　 受信していない状態

rタイムコード表示部
オートメーション機能で設定されたタイムコードをリアルタイムで表示します。
INT,SMPTE,MTCの場合　　　　　　MIDIクロックの場合

tシーンメモリー表示部
現在選択されているシーンメモリーの番号とタイトルを表示します。

●グループ内画面切替部
各画面の最下部に表示されます。現在表示中の画面グループに属する画面のタイ
トルがボタンとして表示され、表示中の画面ボタンは押された状態(反転表示)と
なります。

押された状態以外のボタンにカーソルを合わせ［ENTER］キーを押すと、その
ボタンに対応した画面が表示されます。

(例) ユーティリティ画面グループの場合

ユーザーコンフィグ画面を示す

オシレータ設定/バッテリー点検画面を示す

ユーザーカスタマイズ画面を示す
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ヒューマンマシンインターフェース
●マルチ画面操作部
マルチビュー画面(チャンネル、イコライザー、ダイナミクス、サラウンド設定
画面)を表示している場合のみ、タイトル表示部の下に表示されます。

マルチビュー画面では、画面の左側にコントロールパネルの［SELECT］キーで
選択されているチャンネルを表示し、右側に設定内容を参照するチャンネルを表
示します。

y選択チャンネル表示部
選択されているチャンネルの番号を表示します。

uコピーボタン
選択チャンネルの設定内容を参照チャンネルへコピーするボタンです。
コピーボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押すことにより、設定内
容がコピーされます。

i参照チャンネル表示部
参照するチャンネルの番号を表示します。
参照チャンネルは、参照チャンネル表示部にカーソルを合わせ、ジョグダイヤ
ルを回すことによって切り替えられます。

画面上の共通操作部について
●カーソル
カーソルは、カーソルを置いた場所に応じた大きさの長方形で点滅表示します。

カーソルの移動は、コントロールパネル面のカーソルキーを押すことにより上下
左右の4方向に移動できます。また、［CURSOR MODE］キーの設定により、ジ
ョグダイヤルを回してカーソルを連続移動することができます。この場合のカー
ソル移動順序は、ほぼ画面左上から右下に向かうように移動します。

y u i

PARAMETER

REC

CURSOR
MODE

FF

PLAY

STOP R

ENTER
CURSOR

MODE

REW FF
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●ボタン
画面内のボタンは、カーソルを合わせ［ENTER］キーを押すことにより操作し
ます。

・状態が切り替わるボタン
パラメーターの設定等に用いられるボタンは、［ENTER］キーを押す度に、押さ
れていない状態と押した状態に切り替わります。通常は押されていない状態が
OFF、押された状態がONを表します。

押されていない状態　　　　　押された状態

また、押されていない状態と押された状態で表示が異なるボタンもあります。

押されていない状態　　　　　押された状態

・状態が切り替わらないボタン
動作の指示等に用いられるボタンは、［ENTER］キーを押した瞬間だけ押された
状態になり、自動的に押されていない状態に戻ります。

●選択ボックス
パラメータの内容が表示されているボックスにカーソルを合わせ、ジョグダイヤ
ルを回すと、表示内容が連続的に切り替わり、設定する値を選択することができ
ます。

カーソルを置く ジョグダイヤルを回す
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ヒューマンマシンインターフェース
●ノブ
パラメータ表示の横にノブが表示されている場合は、ノブにカーソルを置きジョ
グダイヤルを回すことにより、パラメータの値を変化させることができます。

また、イコライザーやダイナミクス等の設定で、コントロールパネル面のノブと
直接対応している場合は、そのノブを操作することにより画面上のノブを回すこ
とができます。この場合、画面上のノブにカーソルを置く必要はありません。

●フェーダー
画面上のフェーダーにカーソルを合わせ、ジョグダイヤルを回すことによりフェ
ーダーを操作することができます。

また、対応するコントロールパネル面のフェーダーを操作した場合、画面上のフ
ェーダーも同じ動作をします。この場合、画面上のフェーダーにカーソルを置く
必要はありません。

●スクロールボックス
ライブラリーの選択画面などでは、以下のようなスクロールボックスが表示され
ます。スクロール部にカーソルを合わせ、ジョグダイヤルを回すことにより、表
示内容が上下にスクロールされ、必要な項目を選択することができます。

スクロール部
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機器を接続する
DA7に各機器を接続します。ライブで使用する場合とスタジオで使用する場合の
接続例を以下に示します。

ライブで使用する場合の接続例

THS EQUIPMENT COMPLIES WITH THE REQUIREMENTS FOR
A CLASS A COMPUTING DEVICE IN FCC RULES-PART IS
SUBPART J OPERATION OF THIS DEVICE AN A RESIDENTIAL
AERA MAY CAUSE HARMFUL INTERFERENCE REQUIRING THE
USER TO TAKE WHATEVER STEPS MAY BE NECESSARY TO
CORRECT THE INTERFERENCE.

WARNIG
- TO REDUCE THE RISK
OF FIRE OR ELECTRIC
SHOCK.DO NOT EXPOSE
THIS APPLIANCE TO
RAIN OR MOISTURE

CAUTION- TO REDUCE THE RISK OF ELECTRIC SHOCK.
DO NOT REMOVE COVER NO USER. SERVICEABLE PARTS
INSIDE REFER SERVICING TO QUALIFIED SERVICE
PERSONAL.

RING
SLEEVE

METER BRIDGE I/F MIDI SERIAL PORT WORD CLOCK

AC IN

POWER

SIGNAL
GND

TIP

CONNECTION
INPUT/OUTPUT
NO   1:GND
NO   2:HOT
NO   3:COLD

INS/AUX
TIP:SEND
RING:RETURN
SLEEVE:GND

OdB is referenced to 0.5Vr2s

CH17-24/SLOT  1

CH25-32/SLOT  2

TANDEM CONNECTION CH9-16
SLOT3

ON

OFF

OUT TO PC
OUT

REC OUT 2TR A IN / INPUT15.16

ININ RS422 /  485

110

OFF   ON

75

OFF   ON

DIGITAL IN / OUT

AUX2TR B IN (ANALOG)MONITOR A OUT
(CR)

MONITOR B OUT
(STUDIO)

REC  OUT
(ANALOG)

MASTER OUT

RETURN
5/6R LR LR LR L 3/4 5/6 3/4 1/2 1/2

RETURN SENDSEND

+4dB  10k   (UNBAL) (S/PDIF)+4dB  10k   (BAL)

-60dB +10dB 5k   (BAL/UNBAL)

+4dB 10k   (UNBAL)

+4dB  10k   (BAL)+4dB  600   (BAL/UNBAL) +4dB 600
(BAL/UNBAL)

+4dB 600    
(BAL/UNBAL)    

FOOT SW

AES/EBU
S/PDIF

Talk on/of f
Rec  on/of f

INS16 INS15 INS14 INS13 INS12 INS11 INS10 INS9

INPUT16 INPUT15 INPUT14 INPUT13 INPUT12 INPUT11 INPUT10 INPUT9 INPUT8 INPUT7 INPUT6 INPUT5 INPUT4 INPUT3 INPUT2 INPUT1

INS8 INS7 INS6 INS5 INS4 INS3 INS2 INS1

DMTR

Effector

Key board

Effector

Effector

P.AMP WP-9600

A B

P.AMP WP-9600

A B

ドラムへ

カセットデッキ

TDIFデジタルI/O
カード(スロット3)

ステージモニター

パワーアンプ

お願い
DA7とデジタルMTR DA88を接続する場合は、DA88をクロックマ

スターとしてDA7のワードクロック入力端子と接続してください。

この場合、DA7のワードクロックソースは「WCK IN」を選択して

ください。（⇒142ページ参照）

接続をしていない場合、正常な動作が行えません。

デジタルMTR



第2章　基本操作39

スタジオで使用する場合の接続例

THS EQUIPMENT COMPLIES WITH THE REQUIREMENTS FOR
A CLASS A COMPUTING DEVICE IN FCC RULES-PART IS
SUBPART J OPERATION OF THIS DEVICE AN A RESIDENTIAL
AERA MAY CAUSE HARMFUL INTERFERENCE REQUIRING THE
USER TO TAKE WHATEVER STEPS MAY BE NECESSARY TO
CORRECT THE INTERFERENCE.

WARNIG
- TO REDUCE THE RISK
OF FIRE OR ELECTRIC
SHOCK.DO NOT EXPOSE
THIS APPLIANCE TO
RAIN OR MOISTURE

CAUTION- TO REDUCE THE RISK OF ELECTRIC SHOCK.
DO NOT REMOVE COVER NO USER. SERVICEABLE PARTS
INSIDE REFER SERVICING TO QUALIFIED SERVICE
PERSONAL.

RING
SLEEVE

METER BRIDGE I/F MIDI SERIAL PORT WORD CLOCK

AC IN

POWER

SIGNAL
GND

TIP

CONNECTION
INPUT/OUTPUT
NO   1:GND
NO   2:HOT
NO   3:COLD

INS/AUX
TIP:SEND
RING:RETURN
SLEEVE:GND

OdB is referenced to 0.5Vr2s

CH17-24/SLOT  1

CH25-32/SLOT  2

TANDEM CONNECTION CH9-16
SLOT3

ON

OFF

OUT TO PC
OUT

REC OUT 2TR A IN / INPUT15.16

ININ RS422 /  485

110

OFF   ON

75

OFF   ON

DIGITAL IN / OUT

AUX2TR B IN (ANALOG)MONITOR A OUT
(CR)

MONITOR B OUT
(STUDIO)

REC  OUT
(ANALOG)

MASTER OUT

RETURN
5/6R LR LR LR L 3/4 5/6 3/4 1/2 1/2

RETURN SENDSEND

+4dB  10k   (UNBAL) (S/PDIF)+4dB  10k   (BAL)

-60dB +10dB 5k   (BAL/UNBAL)

+4dB 10k   (UNBAL)

+4dB  10k   (BAL)+4dB  600   (BAL/UNBAL) +4dB 600
(BAL/UNBAL)

+4dB 600    
(BAL/UNBAL)    

FOOT SW

AES/EBU
S/PDIF

Talk on/of f
Rec  on/of f

INS16 INS15 INS14 INS13 INS12 INS11 INS10 INS9

INPUT16 INPUT15 INPUT14 INPUT13 INPUT12 INPUT11 INPUT10 INPUT9 INPUT8 INPUT7 INPUT6 INPUT5 INPUT4 INPUT3 INPUT2 INPUT1

INS8 INS7 INS6 INS5 INS4 INS3 INS2 INS1

Key board

DAT

P. Amp

P. Amp

Cassette tape

Foot Switch

EFX

EFX

EFX

EFX

Pre amp

Comressor

Disital Rev.

Studio Monitor

Headphone

Rythum machine

Guitar

Guitar amp. Bass amp.

Bass

MTR

MTR

MTR

MTP

A B

A B

Studio Monitor

Cho.
Cho.

Cho.

Vo.

コンプレッサー

キーボード リズムマシーン

Digital Rev.

ヘッドホン

スタジオモニター

コントロールルーム
スピーカー

ヘッドホン パワーアンプ

プリアンプ

フットスイッチ

パワーアンプ

カセットデッキ
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レベルを合わせる
インプットチャンネルのレベル合わせ、MTRへの録音、バスからMTRへの録音、
マスターからの音出しの順番で、基本操作を説明します。

1.レベルを合わせる

21

43

65

21

43

6587

L/R

DIRECT

BUS ASSIGN

AUXDYNAMICS / DELAYPAN / ASSIGN/ SURROUNDEQUALIZER

MONITOR A

MONITOR
A LEVEL

MONITOR
B LEVEL

T. B.
LEVEL

MIC

MONITOR B

MONITOR A

ON

TALK BACK

PARAMETER

1 ABC 2

LOOP

UTILITY MIDI D-I /O

GROUP

UNDO/REDO

MMC /CURSOR

WRITE

SCENE MEMORY

READ

STORE

LIBRARY

RECALL

AUTOMATION

SET UP

DEF 3

GHI 4 JKL 5 MNO 6

PORS 7

SET

TUV 8

PLAY

STOP REC

ENTER
CURSOR

MODE

REW FF

# 0

WXY 9

SOLO
MONITOR

100

100

100

-60+10

-10

+4

10

10

20

30

40

10

10

20

30

40

10

10

20

30

40

10

10

20

30
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1. インプットチャンネル1の入力レベル調整ノブおよびフェーダーを最低レベル

にします。

2. インプットチャンネル1の［SELECT］キーを押します。
キーのLEDが橙点灯し、チャンネル設定画面がディスプレイに表示されます。

3. コントロールパネル右上のイコライザー操作部、パン/バスアサイン操作部、

ダイナミクス/ディレイ操作部にあるすべてのキーをOFF(LED消灯状態)にし

ます。

4. チャンネル設定画面を見ながらフェーダーを動かし、フェーダーレベルを

「0 dB」に設定します。
［SELECT］キーと［ON］キーを同時に押すと、簡単に「0 dB」にすること
ができます。また、MASTER L/Rの［SELECT］キー、［ON］キーと［AUX 
BUS］キーを同時に押すと、BUS1～8とMASTER L/Rのフェーダーレベル
を「0 dB」にすることができます。

入力レベル調整ノブ

フェーダー

SELECT
キー

イコライザー操作部 パン/バス アサイン操作部

ダイナミクス/ディレイ操作部

SOLOキー

CURSOR MODEキーENTERキー ジョグダイヤル

SOLO
表示LED

メーター

SOLO
MONITOR
キー

カーソルキー

ONキー
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5. インプットチャンネル1の［SOLO］キーを押します。
キーのLEDが赤点灯するとともに、メーター部のSOLO表示LEDが点灯します。

6.［SOLO MONITOR］キーを押してモニター設定画面を表示し、SOLO

MONITOR部を設定します。

画面上のカーソルは、カーソルキーを押すか、［CURSOR MODE］キーの設

定をカーソルモード（画面右下にCURSORと表示）にしてジョグダイヤルを

回し、移動します。

qPOSITION部のPREボタンにカーソルを合わせて［ENTER］キーを押し、
「PRE」を選択します。

wMODE部のSOLOボタンにカーソルを合わせて［ENTER］キーを押し、
「SOLO」を選択します。

eON/OFFボタンにカーソルを合わせて［ENTER］キーを押し、「ON」にし
ます。

0dBにする

「PRE」が
反転表示

「SOLO」が
反転表示

「ON」表示

7. 信号源の演奏を開始します。
入力レベルは通常使用状態にしてください。
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レベルを合わせる

2.MTRへ録音する（インプット1,2→MTR1,2）
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入力レベル調整ノブ

フェーダー

ONキー

FLIPキー

D-I/Oキー

SOLOキー
MONITOR
A音量調整
ノブ

1.［D-I/O］キーを押し、デジタルI/Oグループの画面を表示します。

2. 続けて［D-I/O］キーを押し、スロット設定画面に切り替えます。

カーソルキーを押すか、［CURSOR MODE］キーの設定をカーソルモード(画
面右下にCURSORと表示)にしてジョグダイヤルを回し、画面下部のTo Slot
ボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押しても切り替えることができ
ます。
手順1でスロット設定画面が表示された場合、この操作は不要です。

CURSOR MODEキーENTERキー ジョグダイヤルカーソルキー

8. 入力レベル調整ノブでレベルを調整します。
メーターのレスポンスがVUモードのときは、メーターの表示が15dB付近で
安定するようにします。メーターのレスポンスがPPMモードのときは、メー
ターの表示が2dBの手前(赤のLEDが点灯する手前)で安定するようにします。
メーターのピークホールド機能を使用すると、より簡単に設定できます。

9.［SOLO］キーを押し、SOLOモードを解除します。

以上でレベル合わせの基本操作が終了します。2～16の各チャンネルについても

同様に調整してください。イコライザー操作等でブーストした信号が歪む場合は、

チャンネル設定画面の左端のGAINノブで調整してください。
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3. 画面上のスロット1出力の1番と2番に、インプットチャンネル1と2を割り当て

ます。
qカーソルキーを押すか、［CURSOR MODE］キーの設定をカーソルモード
(画面右下にCURSORと表示)にしてジョグダイヤルを回し、カーソルをス
ロット1の1番および2番の設定部に合わせます。

w［CURSOR MODE］キーの設定を通常モード(画面右下表示なし)にしてジ
ョグダイヤルを回し、設定部の1番に「INPUT 1」を、設定部の2番に
「INPUT 2」を割り当てます。

4. 入力レベル調整ノブで、インプットチャンネル1,2のレベルを調整します。
「1.レベルを合わせる」の手順8(⇒前ページ)を参照してください。

5. インプットチャンネル1,2のフェーダーレベルを「0dB」に設定し、そのチャ

ンネルの［ON］キーを押します。

6. MTRのトラック1,2をRECモードにして起動し、信号源の演奏を開始します。
信号源がMTRに録音されます。

7. 録音が終了したら、インプットチャンネル1,2の［FLIP］キーを押します。
インプットチャンネル17,18が操作可能になります。

8. MTRで先程録音した部分を再生し、インプットチャンネル17,18の［SOLO］

キーを押します。

INPUT 1にする

INPUT 2にする

設定部
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レベルを合わせる
3.バスからMTRへ録音する
（MTRリターン : インプット17,18→BUS3,4→MTR3,4）
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1.［D-I/O］キーを押し、スロット出力設定画面を表示します。
スロット出力設定画面以外の画面が表示されたときは、「2.MTRへ録音する」
の手順2(⇒42ページ)を行ってください。

CURSOR MODEキーENTERキー ジョグダイヤルカーソルキー

SELECT
キー

SOLO
MONITOR
キー

GROUP
キー

PAN調整ノブ バスアサイン3キー バスアサイン4キー
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2. 画面上のスロット1出力の3番と4番に、BUS3と4を割り当てます。
qカーソルキーを押すか、［CURSOR MODE］キーの設定をカーソルモード
(画面右下にCURSORと表示)にしてジョグダイヤルを回し、カーソルをス
ロット1の3番および4番の設定部に合わせます。

w［CURSOR MODE］キーの設定を通常モード(画面右下表示なし)にしてジ
ョグダイヤルを回し、設定部の3番に「BUS 3」を、設定部の4番に「BUS 
4」を割り当てます。

3. インプットチャンネル17の［SELECT］キーを押します。

4. バスアサイン［3］および［4］キーを押し、ON（緑点灯）にします。

5.［SOLO MONITOR］キーを押してモニター設定画面を表示し、POSITIONの

項目を「IN PLACE」に設定します。
このモードでは、音像の定位を確認しながらモニターできます。設定の操作
は、「1.レベルを合わせる」の手順6(⇒41ページ)を参照してください。

BUS 3にする

BUS 4にする

「IN PLACE」
を反転表示に
する

6. インプットチャンネル17の［SOLO］キーを押します。

7. インプットチャンネル17の［ON］キーを押します。（赤点灯）

8. MTRを再生し、BUS3,4への出力定位バランスをモニターしながら、PAN調整

ノブを調整します。

9. 手順6,7,8と同様の操作で、インプットチャンネル18を調整します。
ここまでの操作で、インプットチャンネル17,18をBUS3,4にルート付けしま
した。

設定部
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レベルを合わせる
10.［GROUP］キーを押し、フェーダーリンク/ステレオ設定画面を表示します。
フェーダーリンク/ステレオ設定画面以外の画面が表示されたときは、カー
ソルキーを押すか、［CURSOR MODE］キーの設定をカーソルモード(画面
右下にCURSORと表示)にしてジョグダイヤルを回し、画面下部の
「LINK/STR」にカーソルを合わせ［ENTER］キーを押します。

11. BUS3,4をステレオ設定します。

qカーソルキーを押すか、［CURSOR MODE］キーの設定をカーソルモード
(画面右下にCURSORと表示)にしてジョグダイヤルを回し、カーソルを
BUS3,4のON/OFFボタンに合わせます。

w［ENTER］キーを押し、設定を「ON」にします。

ONにする

12. インプットチャンネル3の［ON］キーを押し、そのチャンネルのフェーダー

を上げて信号をスロット1に出力します。

13. MTRのトラック3,4のみをRECモードにして、MTRを起動します。
MTRのトラック3,4には、先にトラック1,2へ録音した演奏が、それらのレベ
ルと音像定位が調整された状態で録音されます。

14. 録音が終了したら、「2.MTRへ録音する」の手順7.8.9（⇒43ページ）の操作

で録音結果をモニターします。
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4.マスターから音を出す

1.［SELECT］キーを押し、チャンネルを選択します。

2. 入力レベル調整ノブで、選択したチャンネルのレベルを調整します。
「1.レベルを合わせる」の手順8(⇒42ページ)を参照してください。

3. 選択したチャンネルのフェーダーレベルを「0dB」に設定し、そのチャンネル

の［ON］キーを押します。

4. MASTER L/Rチャンネルの［SELECT］キーを押します。

5.［L/R］キーを押します。

6.［PAN ON］キーをON（赤点灯）にして、PAN調整ノブでL/R間の音像定位を

調整します。

7. MASTER L/Rチャンネルの［ON］キーを押し、マスターフェーダーを上げて

信号を出力します。

8. 同様の手順で複数の信号をミックスして、マスターL/Rから信号を出力します。
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メンテナンス
フェーダー・キャリブレーション

DA7を長期間使用していなかった場合や気候環境の異なる場所に移設した場合な
ど、フェーダーの制御動作にばらつき等の異常が見られることがあります。

このようなときは、以下の要領でフェーダーのキャリブレーションを行ってくだ
さい。フェーダーの制御動作がスムーズになり、正確な再現性が得られます。

1. 接続されているすべての周辺機器の電源を切ります。
DA7の電源を切る必要はありません。各インプット
チャンネルにマイクが接続されている場合は、マイ
ク入力のコネクターを外してください。

2. フェーダーレイヤー操作部の［INPUT1-16］キーと

［CUSTOM/MIDI］キーを同時に押します。
フェーダーのキャリブレーション動作が始まります。
終了するとフェーダーは元の位置に戻ります。

※フェーダーにガリ等が発生した場合は、ほこりなどの
影響が考えられますので、むやみに接点復活剤等を使

わず、販売店にご相談ください。

工場出荷時の設定に戻すときは
各種機能の設定内容を工場出荷時の設定に戻すことができます。工場出荷時の設
定については、222ページをご覧ください。

1. 電源を「OFF」の状態にします。

2.［METER］キーと［CHANNEL］キーを同時に押し

ながら、電源スイッチを「ON」にします。
これで工場出荷時の設定に戻ります。

再起動
使用中に動作異常などが発生した場合、DA7を再起動します。再起動は、DA7
の設定状態を変えずに行えます。また、再起動中は音声をミュートします。

［METER］キーと［H］キーを同時に押
すことにより、再起動できます。
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MASTER DISPLAY
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INPUT
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CUSTOM/MIDIキー

お願い

キャリブレーション実

施中に、フェーダーや
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キャリブレーションが

正確に行えず、かえっ

て症状を悪化すること

があります。

CHANNELキー
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工場出荷時の設定に戻

すことにより、フェー

ダーのキャリブレーシ

ョンデータも消去され

るため、再度フェーダ

ー・キャリブレーショ

ンを実施してください。

EQUALIZER

METER

H

Q L
- +

MASTER DISPLAY

METERキー Hキー
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概要
選択されているチャンネルの設定内容をディスプレイに表示します。また、画面
上で設定内容を変更することができます。

チャンネルの設定を行う画面には、「チャンネル設定画面」と「チャンネルライ
ブラリー設定画面」があり、内容は以下のとおりです。

●チャンネル設定画面（⇒51ページ参照）
選択されているチャンネルの設定を行う画面です。マルチビューでの表示も可能
で、選択しているチャンネルの設定内容を他のチャンネルへコピーすることもで
きます。

●チャンネルライブラリー設定画面（⇒61ページ参照）
選択されているチャンネルの設定内容をライブラリーデータとして保存する画面
です。また、保存したデータは選択しているチャンネルの設定として呼び出すこ
とができます。
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チャンネルの設定
チャンネル設定画面の表示

1. 設定したいチャンネルの［SELECT］キーを押します。

選択したチャンネルのチャンネル設定画面(シングルビュー)が表示されます。

2. チャンネル設定画面をマルチビューで表示するときは、［MULTI-CH VIEW］

キーを押します。

マルチビュー画面表示中は、［MULTI-CH VIEW］キーが赤点灯します。再度
押すと、元の画面に戻ります。
参照チャンネルの表示、コピー操作については、34ページをご覧ください。

ファンタム電源の設定［＋48V］
ファンタム電源のあるチャンネル(インプット1～8)が選択されているときのみ、
ON/OFFボタンが表示されます。

カーソルをON/OFFボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すことにより設定でき
ます。

ON/OFFボタン



第3章　チャンネル52

チャンネルの設定
フェーズ（位相）の設定［PH］

フェーズ切替のあるチャンネル(インプット1～32)が選択されているときのみ、
NOR/INVボタンが表示されます。

カーソルをNOR/INVボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すことにより設定で
きます。

ゲインの調整［GAIN］
ゲイン調整ボリュームを備えているチャンネル(インプット1～32、AUXリター
ン1～6)が選択されているときのみ、調整ノブ(シングルビューのみ)と文字ボッ
クスが表示されます。

カーソルを調整ノブに合わせ、ジョグダイヤルを回すことによりレベルを調整し
ます。文字ボックスの数値は、調整された値に変わります。

マルチビュー表示の場合は、カーソルを文字ボックスに合わせ、ジョグダイヤル
を回すことによりレベルを調整します。

AUXセンドの設定［AUX SEND］
AUXセンド機能を備えているチャンネル(インプット1～32)が選択されていると
きのみ、操作部が表示されます。

AUXセンドの設定をコントロールパネルのキー操作で行う場合、画面上の表示
と以下のように連動します。
連動する表示は、［AUX1～6］キーで選択しているAUXに対してです。

LEVEL ON/OFFノブ押下操作 : ON/OFFボタンの切替表示と連動
LEVEL ON/OFFノブ回転操作 : センドレベル調整ノブの表示と連動
［PRE］キー押下操作 : PRE/PSTボタンの切替表示と連動

NOR/INVボタン
NOR : Normal
INV : Inverse

調整ノブ

文字ボックス
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選択されているチャンネルのモノラル/ステレオ、センド先AUXチャンネルのモ
ノラル/ステレオの状態により、表示される操作部が異なります。

qモノラル→モノラル、ステレオ→モノラル

ステレオ→モノラルの場合、両チャンネルのミックス音がそれぞれのAUXに
センドされます。

PRE/PSTボタン、ON/OFFボタンは、カーソルをボタンに合わせ、［ENTER］
キーを押すことにより設定できます。
センドレベル調整ノブは、カーソルを調整ノブに合わせ、ジョグダイヤルを回
すことによりレベルを調整します。文字ボックスの数値は、調整された値に変
わります。

マルチビュー表示時のセンドレベル調整は、カーソルを文字ボックスに合わせ、
ジョグダイヤルを回すことによりレベルを調整します。

wモノラル→ステレオ

PRE/PSTボタン、ON/OFFボタン、センドレベル調整ノブ、文字ボックス、
パン調整ノブは、AUX両チャンネル共用です。

パン調整ノブは、カーソルを調整ノブに合わせ、ジョグダイヤルを回すことに
よりレベルを調整します。文字ボックスの数値は、調整された値に変わります。

マルチビュー表示時のパンレベル調整は、カーソルを文字ボックスに合わせ、
ジョグダイヤルを回すことによりレベルを調整します。

PRE/PSTボタン
(センド位置切替)
ON/OFFボタン
(センドON/OFF切替)
センドレベル調整ノブ
(センドレベル調整)
文字ボックス
(センドレベルの表示)

パン調整ノブ
(パン調整)
文字ボックス
(パンレベルの表示)

選択されているチャンネル

モノラル ステレオ

センド先AUX モノラル q参照 q参照

センド先AUX ステレオ w参照 e参照

※上記以外のボタン、ノブは、「qモノラル→モノ

ラル、ステレオ→モノラル」の場合と同じです。
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チャンネルの設定
eステレオ→ステレオ

PRE/PSTボタン、ON/OFFボタン、センドレベル調整ノブ、文字ボックス、
バランス調整ノブは、AUX両チャンネル共用です。

バランス調整ノブは、カーソルを調整ノブに合わせ、ジョグダイヤルを回すこ
とによりレベルを調整します。文字ボックスの数値は、調整された値に変わり
ます。

インサーションの設定［INS］
スロット3を用いたインサーション機能が備えられているチャンネル(BUS1～8、
MASTER L/R)が選択されているときのみ、ON/OFFボタンが表示されます。
また、スロットの設定がインサーションモードになっていないときは、ON/OFF
ボタンが不鮮明に表示され、選択できません。

カーソルをON/OFFボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すことにより設定でき
ます。

フェーダーリンク/ステレオの設定［LINK］
フェーダーリンクまたはステレオ設定が可能なチャンネル(インプット1～32、
BUS1～8、AUXリターン1～6、AUXセンド1～6)が選択されているときのみ、
ON/OFFボタンとLINK/STRボタンが表示されます。

カーソルをON/OFFボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すことにより、選択さ
れている機能のON/OFFが切り替えられます。
この機能のON/OFFをコントロールパネルのキー操作で行う場合は、隣り合うチ
ャンネルの［SELECT］キーを同時に押すことにより設定できます。

ON/OFFボタン

LINKボタン

バランス調整ノブ
(バランス調整)
文字ボックス
(バランスレベルの表示)

※上記以外のボタン、ノブは、「qモノラル→モノ

ラル、ステレオ→モノラル」の場合と同じです。

ON/OFFボタン
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カーソルをLINK/STRボタンに合わせて［ENTER］キーを押すことにより、フ
ェーダーリンク機能とステレオ設定機能を切り替えられます。
LINK : それぞれのチャンネルの設定内容はそのままで、一方のフェーダー

操作にもう一方のフェーダー操作が追従します
STR : 奇数チャンネルの内容が偶数チャンネルにコピーされ、フェーダー

のレベルも常に同一となります

ステレオ設定することにより、以下の設定項目が奇数チャンネルから偶数チャン
ネルにコピーされます。
ファンタム電源、フェーズ、ゲイン、AUXセンド、フェーダーグループ、
ミュートグループ、イコライザー、ダイナミクス、ディレイ、
チャンネルON/OFF、フェーダー、メーターポジション

ステレオ設定を解除したときの設定値は、その時点の値が反映されます。PAN
の設定は、C(センター)になります。

フェーダーグループの設定［FADR GRP］
ひとつのチャンネルのフェーダー操作をすることにより、他のチャンネルのフェ
ーダーを同じように動作させたいとき、フェーダーグループを設定します。
フェーダーグループは4グループ設定できます。

選択したいグループ番号のボタン(1,2,3,4)にカーソルを合わせ、［ENTER］キー
を押すことにより設定できます。選択されているボタンにカーソルを合わせ、
［ENTER］キーを押すとグルーピングが解除されます。

ミュートグループの設定［MUTE GRP］
ひとつのチャンネルのON/OFF操作をすることにより、他のチャンネルの
ON/OFFを同じように動作させたいとき、ミュートグループを設定します。
ミュートグループは4グループ設定できます。

選択したいグループ番号のボタン(1,2,3,4)にカーソルを合わせ、［ENTER］キー
を押すことにより設定できます。選択されているボタンにカーソルを合わせ、
［ENTER］キーを押すとグルーピングが解除されます。

グループ番号ボタン

グループ番号ボタン
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チャンネルの設定
ゲインリダクションメーター［GR］ ※シングルビュー表示時のみ

ダイナミクスが備えられているチャンネル(インプット1～32、BUS1～8、
MASTER L/R)が選択されているときのみ、ダイナミクスのゲインリダクション
レベルが表示されます。

レベルメーター［LEVEL］ ※シングルビュー表示時のみ

ステレオ設定されたチャンネルが選択されているときは、L/R2本のメーターを
表示します。

イコライザーの設定［EQUALIZER］
イコライザーが備えられているチャンネル(インプット1～32、BUS1～8、AUX
リターン1～6、MASTER L/R)が選択されているときのみ、特性グラフ(シング
ルビューのみ)およびON/OFFボタンが表示されます。

カーソルをON/OFFボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すことにより、イコラ
イザーのON/OFF設定ができます。

カーソルを特性グラフに合わせ、［ENTER］キーを押すと、画面がイコライザー
設定画面に切り替わります。イコライザーに関する詳細設定は、この画面で行い
ます。(⇒77ページ参照)

特性グラフ

ON/OFFボタン
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パン/バランスの調整［PAN/BAL］
ステレオ設定されていないチャンネルについては、パン機能が有効なチャンネル
(インプット1～32、BUS1～8、AUXリターン1～6)が選択されているときのみ、
ON/OFFボタン、GNGボタンおよびパン調整ノブ(シングルビューのみ)が表示さ
れます。

ON/OFFボタン、GNGボタンは、カーソルをボタンに合わせ、［ENTER］キー
を押すことにより設定できます。
パン調整ノブは、カーソルを調整ノブに合わせ、ジョグダイヤルを回すことによ
りレベルを調整します。文字ボックスの数値は、調整された値に変わります。

マルチビュー表示時のパンレベル調整は、カーソルを文字ボックスに合わせ、ジ
ョグダイヤルを回すことによりレベルを調整します。

GNGボタンが押されているときには、隣のチャンネルのパン調整ノブとギャン
ギングタイプ切替ボタン(＝、×)が表示されます。

ギャンギングタイプ切替ボタンは、カーソルをボタンに合わせ、［ENTER］キー
を押すことにより設定できます。
＝ : 順方向
× : 逆方向

ステレオチャンネル(ステレオ設定されたチャンネルまたはMASTER L/R)が選
択されているときは、ON/OFFボタン、BAL表示、バランス調整ノブを表示しま
す。

バランス調整ノブは、カーソルを調整ノブに合わせ、ジョグダイヤルを回すこと
により調整します。文字ボックスの数値は、調整された値に変わります。

GNGボタン

文字ボックス

ON/OFFボタン

パン調整ノブ

GNGボタンが押されている状態

文字ボックス

パン調整ノブ

ギャンギングタイプ切替ボタン

ON/OFFボタン

文字ボックス

バランス調整ノブ

BAL表示
(バランス調整であることを示す)
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チャンネルの設定
パン/バランスの設定をコントロールパネルのキー操作で行う場合、画面上の表
示と以下のように連動します。
［PAN ON］キー押下操作 : ON/OFFボタンの切替表示と連動
PAN調整ノブ回転操作
選択されているチャンネルがモノラル : パン調整ノブの表示と連動
選択されているチャンネルがステレオ : バランス調整ノブの表示と連動

バスアサインの設定［ASSIGN］
BUS1～8(1～8ボタン)、MASTER L/R(LRボタン)、スロット出力(Dボタン)へ
のアサインON/OFFと、サラウンド機能(SURボタン)のDISABLE/ENABLE設定
です。選択されているチャンネルによって、表示されるボタンが異なります。

カーソルをボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すことにより設定できます。
サラウンド機能をENABLE(SURボタンが押された状態)に設定した場合、BUS1
～6へのアサインがONになります。

ステレオ設定されているバスに対するボタンは、2チャンネルでひとつのボタン
になります。また、選択されているチャンネルがステレオ設定されている場合に
は、BUS1～8のボタンを隣どおしひとつ(計4つ)のボタンとして表示します。

インプット1～16 インプット17～32、AUXリターン

BUS1～8、AUXセンド5,6 AUXセンド1～4、MASTER LR
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ダイナミクスの設定［DYNAMICS］
ダイナミクスが備えられているチャンネル(インプット1～32、BUS1～8、
MASTER L/R)が選択されているときのみ、特性グラフ(シングルビューのみ)お
よびON/OFFボタンが表示されます。

カーソルをON/OFFボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すことにより、ダイナ
ミクスのON/OFF設定ができます。

カーソルを特性グラフに合わせ、［ENTER］キーを押すと、画面がダイナミクス
設定画面に切り替わります。ダイナミクスに関する詳細設定は、この画面で行い
ます。(⇒101ページ参照)

ディレイの設定［DLY］
ディレイを備えたチャンネル(インプット1～32)が選択されているときのみ、
ON/OFFボタン、ディレイ値調整ノブ、ディレイ値表示ボックス(msec単位、
sample単位)が表示されます。

カーソルをON/OFFボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すことにより、ディレ
イのON/OFF設定ができます。

カーソルを調整ノブに合わせ、ジョグダイヤルを回すことによりディレイ値を調
整します。ディレイ値表示ボックスの数値は、調整された値に変わります。

カーソルを下側のディレイ値表示ボックス(sample単位)に合わせ、ジョグダイヤ
ルを回すことによりディレイ値を調整することもできます。
また、ジョグダイヤルのかわりにテンキーで直接数値を入力することもできます。
この場合、［ENTER］キーを押すことにより入力した数値が確定します。ただし、
範囲外の数値であれば入力操作は無効となります。

ディレイ値調整ノブ

ON/OFFボタン

ディレイ値表示ボックス(msec単位)

ディレイ値表示ボックス(sample単位)

特性グラフ

ON/OFFボタン
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チャンネルの設定
ディレイの設定をコントロールパネルのキー操作で行う場合、画面上の表示と以
下のように連動します。
［DELAY ON］キー押下操作 : ON/OFFボタンの切替表示と連動
［PARAMETER SELECT］キーを押してDLY/GAINのLEDを点灯させ、
THL,ATK,DLY調整ノブを回転操作したとき

: ディレイ値調整ノブ、ディレイ値表示ボックス
の表示と連動

チャンネルのON/OFF、フェーダーの設定［CH］
カーソルをON/OFFボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すことによりチャンネ
ルのON/OFFを設定できます。

カーソルをフェーダーに合わせ、ジョグダイヤルを回すことによりフェーダーレ
ベルを調整します。文字ボックスの数値は、調整された値に変わります。

チャンネルのON/OFF、フェーダーレベルの設定をコントロールパネルのキー操
作で行う場合、画面上の表示と以下のように連動します。
［ON］キー押下操作 : ON/OFFボタンの切替表示と連動
フェーダー操作 : フェーダー、文字ボックスの表示と連動

ON/OFFボタン

フェーダー

文字ボックス
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チャンネルライブラリーの設定
チャンネルライブラリー設定画面の表示

1. 設定したいチャンネルの［SELECT］キーを押します。

選択したチャンネルのチャンネル設定画面が表示されます。

2. チャンネルライブラリー設定画面を表示します。

・ライブラリーの保存を行う場合 :［STORE］キーを押します。

・ライブラリーの呼び出しを行う場合 :［RECALL］キーを押します。

画面左側がチャンネルの設定状態で、右側がライブラリーの設定部になりま
す。

LIBRARY NAME : 選択されているライブラリー番号とタイトルを表示
CHANNEL TYPE : ライブラリーのチャンネルタイプを表示
TITLE : オートタイトル機能のON/OFF設定ボタン
RECALL : ライブラリーデータを呼び出すボタン
STORE : ライブラリーデータを保存するボタン
CLEAR : ライブラリーデータを初期化するボタン
NAME : ライブラリーデータの名前入力を行うボタン
PROTECT : ライブラリーデータのプロテクトを行うボタン
Reference : ライブラリーデータの設定内容を参照するボタン
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チャンネルライブラリーの設定
ライブラリーの初期状態

工場出荷時の状態は、フラットの特性でフェーダーレベルが－∞のライブラリー
が1番(01 INIT OFF)に記録され、その他の番号にフェーダーレベルが0dBのラ
イブラリー(＊ INIT 0dB)が記録されています。 (＊はライブラリー番号)

また、チャンネルタイプはすべて「INPUT」に設定されています。

オートタイトル機能の設定（TITLE）
ライブラリーの保存操作を行うとき、ライブラリーデータの名前を自動的に設定
するか、名前編集画面上で設定するかの切り替えを行います。
オートタイトル機能がON(TITLEボタンが押されている状態)のとき、ライブラリ
ーデータの名前を自動的に設定します。

カーソルをTITLEボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すことにより設定できま
す。

オートタイトル機能がONのときは、ライブラリー保存の実行で、以下の規則に
則ってライブラリーデータの名前を自動的に設定します。

・現在記録されているライブラリーの中から、「INIT×××」という名前のラ
イブラリー番号が最も小さいものに保存する。ただし、「INIT×××」とい
う名前のライブラリーデータが存在しないときは、オートタイトル機能が
OFFのときと同じように名前編集画面を表示する。
・保存時に名前を「NoTitle＃＃＄」とする。＃＃は保存先のライブラリー番
号、＄はグループを示す。(グループ記号はA～Hのアルファベット)
・グループ記号は、DA7の電源ONからOFFの間に保存されたデータをAに近
い方から使用する。すべてのグループ記号が使用されている場合は、Hを使
用する。

TITLEボタン
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ライブラリーの保存
●［STORE］キーを押してチャンネルライブラリー設定

画面を表示した場合

1. ジョグダイヤルを回して、ライブラリー選択部から保存したいライブラリー

番号を選択し、［ENTER］キーを押します。
オートタイトル機能がONのときは、ライブラリーデータの名前が自動的に設
定され、選択されているチャンネルの設定内容が保存されます。
オートタイトル機能がOFFのときは、名前編集画面が表示されますので手順2
の操作を行ってください。

2. ライブラリーデータの名前を設定します。（最大10文字まで）
qカーソルキーで文字を選択し、［ENTER］キーを押すと文字が入力されま
す。Shiftボタンを選択すると、入力できる文字の種類が切り替わります。

テンキーで文字を入力することもできます。例えば、「C」という文字を入
力するときは、テンキーの［ABC 2］キーを3回押します。次に［ABC 2］
キー以外のキーを押した時点で確定されます。

入力文字表示部のカーソルは、ジョグダイヤルを回すことにより移動しま
す。入力した文字にカーソルを合わせ、文字入力を行うと上書きされます。
また、DELボタンを選択すると、カーソル部の文字が削除されます。

w文字の入力が完了したら、OKボタンにカーソルを合わせ［ENTER］キー
を押します。これで名前が設定され、ライブラリーの保存が完了します。

Cancelボタンを選択した場合は、ライブラリーの保存操作が無効となりま
す。

ライブラリー選択部

入力文字表示部
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チャンネルライブラリーの設定
●［STORE］キーの押下以外の操作でチャンネルライブ

ラリー設定画面を表示した場合

1. カーソルがライブラリー設定部（画面右側）にある状態でジョグダイヤルを

回し、ライブラリー選択部から保存したいライブラリー番号を選択します。

2. カーソルをSTOREボタンに合わせ、［ENTER］キーを押します。

オートタイトル機能がONのときは、ライブラリーデータの名前が自動的に設
定され、選択されているチャンネルの設定内容が保存されます。
オートタイトル機能がOFFのときは、名前編集画面が表示されますので、ラ
イブラリーデータの名前設定を行います。(⇒前ページ、手順2参照)

ライブラリーの呼び出し
●［RECALL］キーを押してチャンネルライブラリー設定

画面を表示した場合

1. ジョグダイヤルを回して、ライブラリー選択部から呼び出したいライブラリ

ー番号を選択し、［ENTER］キーを押します。
選択したライブラリーデータがチャンネルの設定に反映されます。

ライブラリー選択部
STOREボタン

ライブラリー選択部
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●［RECALL］キーの押下以外の操作でチャンネルライブ

ラリー設定画面を表示した場合

1. カーソルがライブラリー設定部（画面右側）にある状態でジョグダイヤルを

回し、ライブラリー選択部から呼び出したいライブラリー番号を選択します。

2. カーソルをRECALLボタンに合わせ、［ENTER］キーを押します。

ライブラリーの初期化

1. ジョグダイヤルを回し、ライブラリー選択部から初期化したいライブラリー

番号を選択します。

2. カーソルをCLEARボタンに合わせ、［ENTER］キーを押します。
選択したライブラリー番号のデータが初期設定状態に戻ります。

ライブラリー選択部

RECALLボタン

ライブラリー選択部CLEARボタン
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チャンネルライブラリーの設定
ライブラリーの名前変更

1. ジョグダイヤルを回し、ライブラリー選択部から名前を変更したいライブラ

リー番号を選択します。

2. カーソルをNAMEボタンに合わせ、［ENTER］キーを押します。
名前編集画面が表示されますので、名前を変更します。
操作は、「ライブラリーの保存、手順2(⇒63ページ)」を参照してください。

ライブラリーのプロテクト
選択されているライブラリーデータのプロテクト状態を表すとともに、プロテク
トのON/OFF設定を行います。
プロテクトがON(PROTECTボタンが押されている状態)のライブラリーに対して
は、保存の実行はできません。

1. ジョグダイヤルを回し、ライブラリー選択部からプロテクトをしたいライブ

ラリー番号を選択します。

2. カーソルをPROTECTボタンに合わせ、［ENTER］キーを押します。

ライブラリー選択部
NAMEボタン

ライブラリー選択部

PROTECTボタン
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ライブラリーデータの参照
Referenceボタンの操作により、ライブラリ設定部(画面右側)に選択したライブ
ラリーの内容を表示します。表示された設定内容は操作できません。

1. ジョグダイヤルを回し、ライブラリー選択部からプ参照したいライブラリー

番号を選択します。

2. カーソルをReferenceボタンに合わせ、［ENTER］キーを押します。

選択したライブラリー番号の設定内容が画面右側に表示されます。

3. 再度カーソルをReferenceボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すことにより

元の画面表示に戻ります。

ライブラリー選択部

Referenceボタン
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概要
各チャンネルのレベルをディスプレイにメーター表示します。また、メーターの
動作モードを設定します。

メーターの表示および動作モードの設定は、チャンネルの種類ごとに以下に示す
3種類の設定画面に分かれています。

●インプットチャンネルメーター画面（⇒71ページ参照）
インプットチャンネル1～32のメーター表示およびメーター動作モードの設定を
行います。

●バス/AUXメーター画面（⇒73ページ参照）
バス1～8、AUXセンド1～6、AUXリターン1～6、MASTER LRのメーター表示
およびメーター動作モードの設定を行います。

●スロットメーター画面（⇒74ページ参照）
スロット1～3の24チャンネルのメーター表示およびメーター動作モードの設定
を行います。
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インプットチャンネルメーターの設定
インプットチャンネルメーター画面の表示

1.［METER］キーを押します。
メーターの設定画面が表示されます。

2. 手順1の操作でインプットチャンネル以外のメーター画面が表示されたとき

は、続けて［METER］キーを押し、インプットチャンネルメーター画面に切

り替えます。
カーソルを画面下部のInput1-32ボタンに合わせ、［ENTER］キーを押しても
インプットチャンネルメーター画面に切り替えられます。

動作モードの設定
●メーターレスポンスの選択［RESPONSE］
メーターのレスポンスを選択します。選択した内容は、3種類のメーター画面に
共通で設定されます。工場出荷時の設定は、「VU」です。

カーソルをVUボタンまたはPPMボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すことに
より設定できます。

VUボタン : VUレスポンスでメーターを表示します
PPMボタン : PPMレスポンスでメーターを表示します

メーター

PK欄
チャンネル番号

メモ

メーター画面表示時、
表示されていないチャ
ンネルの［SELECT］
キーを押すと、そのチ
ャンネルのメーター画
面に切り替わります。
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インプットチャンネルメーターの設定
●メーター表示信号の選択［POSITION］
メーター表示する信号を選択します。この設定は、INPUT1～32のチャンネルに
対して有効です。工場出荷時の設定は、「POST FDR」です。
カーソルを選択したいボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すことにより設定で
きます。

PRE EQボタン : インプット信号処理前のAD変換直後をメータ表示
PRE FDRボタン : プリフェーダーの［ON］キー前をメーター表示
POST FDRボタン : ポストフェーダーをメーター表示

●ピークホールド機能の設定［PEAK HOLD］

ピークホールド機能をON(ON/OFFボタンが押されている状態)にした場合、メ
ーターのピーク値部分の点灯を数秒間残して(ホールドして)表示するとともに、
PK欄にそのときのレベルを数値で表示します。
工場出荷時の設定は、「OFF」です。

また、∞ボタンをON(押されている状態)にすると、メーター表示はピーク値で
点灯したままの状態になります。

設定した内容は、3種類のメーター画面に共通で設定されます。

ON/OFFボタン、∞ボタンは、カーソルをボタンに合わせ、［ENTER］キーを押
すことにより設定できます。

∞ボタン

ON/OFFボタン
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バス/AUXメーターの設定
バス/AUXメーター画面の表示

1.［METER］キーを押します。
メーターの設定画面が表示されます。

2. 手順1の操作でバス/AUX以外のメーター画面が表示されたときは、続けて

［METER］キーを押し、バス/AUXメーター画面に切り替えます。
カーソルを画面下部のBUS/AUXボタンに合わせ、［ENTER］キーを押しても
バス/AUXメーター画面に切り替えられます。

動作モードの設定
●メーターレスポンスの選択［RESPONSE］
メーターのレスポンスを選択します。選択した内容は、3種類のメーター画面に
共通で設定されます。
設定方法については、71ページをご覧ください。

●メーター表示信号の選択［POSITION］
バスおよびMASTER L/Rのメーター表示する信号を選択します。AUXセンドは
POST FADER、AUXリターンはPRE EQに固定されています。工場出荷時の設
定は、「PRE EQ」です。
設定方法については、72ページをご覧ください。

●ピークホールド機能の設定［PEAK HOLD］

メーターにピークホールドのドット表示をするとともに、PK欄に現在のピーク
ホールドレベルを数値で表示します。
設定した内容は、3種類のメーター画面に共通で設定されます。
設定方法については、72ページをご覧ください。

AUXセンド
メーター

PK欄
チャンネル番号

AUXリターン
メーター

PK欄
チャンネル番号

バスメーター

PK欄
チャンネル番号

MASTER L/R
メーター

PK欄
チャンネル番号

メモ

メーター画面表示時、
表示されていないチャ
ンネルの［SELECT］
キーを押すと、そのチ
ャンネルのメーター画
面に切り替わります。
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スロットメーターの設定
スロットメーター画面の表示

1.［METER］キーを押します。
メーターの設定画面が表示されます。

2. 手順1の操作でスロット以外のメーター画面が表示されたときは、続けて

［METER］キーを押し、スロットメーター画面に切り替えます。
カーソルを画面下部のSlotボタンに合わせ、［ENTER］キーを押しても
スロットメーター画面に切り替えられます。

動作モードの設定
●メーターレスポンスの選択［RESPONSE］
メーターのレスポンスを選択します。選択した内容は、3種類のメーター画面に
共通で設定されます。
設定方法については、71ページをご覧ください。

●ピークホールド機能の設定［PEAK HOLD］

メーターにピークホールドのドット表示をするとともに、PK欄に現在のピーク
ホールドレベルを数値で表示します。
設定した内容は、3種類のメーター画面に共通で設定されます。
設定方法については、72ページをご覧ください。

スロット3
メーター

PK欄
チャンネル番号

スロット1 
メーター

PK欄
チャンネル番号

スロット2
メーター

PK欄
チャンネル番号

メモ

メーター画面表示時、
表示されていないチャ
ンネルの［SELECT］
キーを押すと、そのチ
ャンネルのメーター画
面に切り替わります。
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概要
インプットチャンネル1～32、バス1～8、マスターL/Rには、4バンド(High、
High-Mid、Mid-Low、Low)のフルパラメトリックイコライザーを搭載していま
す。またAUXリターンには、2バンド(High、Low)フルパラメトリックイコライ
ザーを搭載しています。HighとLowは、フィルタータイプ(PEQ、HPF、LPF、
SHL、SHH)を選択できます。

イコライザーの設定を行う画面には、「イコライザー設定画面」と「EQライブラ
リー設定画面」があり、内容は以下のとおりです。

●イコライザー設定画面（⇒77ページ参照）
選択されているチャンネルのイコライザー設定を行う画面です。マルチビューで
の表示も可能で、選択しているチャンネルの設定内容を他のチャンネルへコピー
することもできます。

●EQライブラリー設定画面（⇒80ページ参照）
選択されているチャンネルのイコライザー設定内容をライブラリーデータとして
保存する画面です。保存したデータは選択しているチャンネルのイコライザー設
定として呼び出すことができます。
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イコライザーの設定
イコライザー設定画面の表示

1. コントロールパネル上のゲイン調整ノブを押します。
イコライザー設定画面が表示されます。

2. 調整したいチャンネルの［SELECT］キーを押します。

3. チャンネル設定画面表示中は、画面上のイコライザー特性グラフにカーソル

を合わせて［ENTER］キーを押すことにより、イコライザー設定画面を表

示することができます。（⇒56ページ参照）

4. イコライザー設定画面をマルチビューで表示するときは、［MULTI-CH VIEW］

キーを押します。
マルチビュー画面表示中は、［MULTI-CH VIEW］キーが赤点灯します。再度
押すと元の画面に戻ります。
参照チャンネルの表示、コピー操作については、34ページをご覧ください。
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イコライザーの設定
イコライザーの調整

1.［EQ ON］キーを押すか、画面上のON/OFFボタンにカーソルを合わせて

［ENTER］キーを押し、イコライザーをONにします。

2. EQバンド選択［H］、［HM］、［LM］、［L］キーの中から調整したいバンドのキ

ーを押します。

選択したキーが橙点灯するとともに、画面上のバンド表示が反転表示します。

3. Q調整ノブ、周波数調整ノブ、ゲイン調整ノブを回し、各パラメータを調整し

ます。選択したフィルタータイプ（⇒次ページ参照）により、調整できるパ

ラメータが異なります。

画面上のQ調整ノブ、F調整ノブ、G調整ノブにカーソルを合わせ、ジョグダ

イヤルを回すことにより調整することもできます。

調整された周波数特性がグラフに表示されるとともに、文字ボックスには調
整値が表示されます。

ON/OFFボタン

バンド表示

Q調整ノブ

F調整ノブ

G調整ノブ

文字ボックス

バンド表示

Q調整ノブ

F調整ノブ

G調整ノブ

文字ボックス
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フィルタタイプの設定［FILTER TYPE］
カーソルを選択したいフィルタタイプに合わせ、［ENTER］キーを押すことに
より設定できます。
コントロールパネル上の［H］キー、［L］キーでバンドを選択して、Q調整ノ
ブを押しても設定できます。

フィルタタイプを切り替えると、周波数のみ共通で他のパラメータは初期値
(Q : 1、G : 0dB)に設定されます。

フィルタタイプが「SHH」「SHL」の場合、画面上の調整ノブはF調整ノブとG
調整ノブのみ表示されます。また、「HPF」「LPF」の場合もF調整ノブとG調整
ノブのみ表示されますが、G調整ノブはON/OFFの切り替えに使用します。

周波数特性をフラットに設定する
カーソルをFLATまたはFLTボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すことにより
設定できます。
コントロールパネル上の周波数調整ノブを押しても設定できます。

音質差を比較する　※シングルビュー表示時のみ

現在のイコライザー設定内容とテンポラリメモリーに保存したイコライザー設
定内容を瞬時に切り替え、音質差を比較することができます。

カーソルをA/Bボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すことにより切り替えら
れます。
コントロールパネル上のゲイン調整ノブを押しても切り替えられます。

FLATボタン FLTボタン

A/Bボタン
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EQライブラリーの設定
EQライブラリー設定画面の表示

1. コントロールパネル上のゲイン調整ノブを押し、イコライザー設定画面を表

示します。

2. EQライブラリー設定画面を表示します。

・ライブラリーの保存を行う場合 :［STORE］キーを押します。

・ライブラリーの呼び出しを行う場合 :［RECALL］キーを押します。

画面左側がイコライザーの設定状態で、右側がEQライブラリーの設定部にな
ります。

TITLE : オートタイトル機能のON/OFF設定ボタン
RECALL : ライブラリーデータを呼び出すボタン
STORE : ライブラリーデータを保存するボタン
CLEAR : ライブラリーデータを初期化するボタン
NAME : ライブラリーデータの名前入力を行うボタン
PROTECT : ライブラリーデータのプロテクトを行うボタン
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ライブラリーの初期状態
工場出荷時の状態は、フラットの特性で「INITIAL ＊」の名前で記録されてい
ます。 (＊はライブラリー番号)

オートタイトル機能の設定（TITLE）
ライブラリーの保存操作を行うとき、ライブラリーデータの名前を自動的に設
定するか、名前編集画面上で設定するかの切り替えを行います。
オートタイトル機能がON(TITLEボタンが押されている状態)のとき、ライブラ
リーデータの名前を自動的に設定します。

カーソルをTITLEボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すことにより設定でき
ます。

オートタイトル機能がONのときは、ライブラリー保存の実行で、以下の規則に
則ってライブラリーデータの名前を自動的に設定します。

・現在記録されているライブラリーの中から、「INIT×××」という名前のラ
イブラリー番号が最も小さいものに保存する。ただし、「INIT×××」とい
う名前のライブラリーデータが存在しないときは、オートタイトル機能が
OFFのときと同じように名前編集画面を表示する。
・保存時に名前を「NoTitle＃＃＄」とする。＃＃は保存先のライブラリー番
号、＄はグループを示す。(グループ記号はA～Hのアルファベット)
・グループ記号は、DA7の電源ONからOFFの間に保存されたデータをAに近
い方から使用する。すべてのグループ記号が使用されている場合は、Hを
使用する。

TITLEボタン
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EQライブラリーの設定
ライブラリーの保存

●［STORE］キーを押してEQライブラリー設定画面を

表示した場合

1. ジョグダイヤルを回して、ライブラリー選択部から保存したいライブラリー

番号を選択し、［ENTER］キーを押します。
オートタイトル機能がONのときは、ライブラリーデータの名前が自動的に設
定され、選択されているチャンネルの設定内容が保存されます。
オートタイトル機能がOFFのときは、名前編集画面が表示されますので手順2
の操作を行ってください。

2. ライブラリーデータの名前を設定します。（最大10文字まで）
qカーソルキーで文字を選択し、［ENTER］キーを押すと文字が入力されま
す。Shiftボタンを選択すると、入力できる文字の種類が切り替わります。

テンキーで文字を入力することもできます。例えば、「C」という文字を入
力するときは、テンキーの［ABC 2］キーを3回押します。次に［ABC 2］
キー以外のキーを押した時点で確定されます。

入力文字表示部のカーソルは、ジョグダイヤルを回すことにより移動しま
す。入力した文字にカーソルを合わせ、文字入力を行うと上書きされます。
また、DELボタンを選択すると、カーソル部の文字が削除されます。

w文字の入力が完了したら、OKボタンにカーソルを合わせ［ENTER］キー
を押します。これで名前が設定され、ライブラリーの保存が完了します。

Cancelボタンを選択した場合は、保存操作が無効となります。

ライブラリー選択部

入力文字表示部
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●［STORE］キーの押下以外の操作でEQライブラリー

設定画面を表示した場合

1. カーソルがライブラリー設定部（画面右側）にある状態でジョグダイヤルを

回し、ライブラリー選択部から保存したいライブラリー番号を選択します。

2. カーソルをSTOREボタンに合わせ、［ENTER］キーを押します。

オートタイトル機能がONのときは、ライブラリーデータの名前が自動的に
設定され、選択されているチャンネルの設定内容が保存されます。
オートタイトル機能がOFFのときは、名前編集画面が表示されますので、ラ
イブラリーデータの名前設定を行います。(⇒前ページ、手順2参照)

ライブラリーの呼び出し
●［RECALL］キーを押してEQライブラリー設定画面を

表示した場合

1. ジョグダイヤルを回して、ライブラリー選択部から呼び出したいライブラリ

ー番号を選択し、［ENTER］キーを押します。
選択したライブラリーデータがイコライザーの設定に反映されます。

ライブラリー選択部
STOREボタン

ライブラリー選択部
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EQライブラリーの設定
●［RECALL］キーの押下以外の操作でEQライブラリー

設定画面を表示した場合

1. カーソルがライブラリー設定部（画面右側）にある状態でジョグダイヤルを

回し、ライブラリー選択部から呼び出したいライブラリー番号を選択します。

2. カーソルをRECALLボタンに合わせ、［ENTER］キーを押します。

ライブラリーの初期化

1. ジョグダイヤルを回し、ライブラリー選択部から初期化したいライブラリー

番号を選択します。

2. カーソルをCLEARボタンに合わせ、［ENTER］キーを押します。
選択したライブラリー番号のデータが初期設定状態に戻ります。

ライブラリー選択部

RECALLボタン

ライブラリー選択部CLEARボタン
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ライブラリーの名前変更

1. ジョグダイヤルを回し、ライブラリー選択部から名前を変更したいライブラ

リー番号を選択します。

2. カーソルをNAMEボタンに合わせ、［ENTER］キーを押します。
名前編集画面が表示されますので、名前を変更します。
操作は、「ライブラリーの保存、手順2(⇒82ページ)」を参照してください。

ライブラリーのプロテクト
選択されているライブラリーデータのプロテクト状態を表すとともに、プロテ
クトのON/OFF設定を行います。
プロテクトがON(PROTECTボタンが押されている状態)のライブラリーに対し
ては、保存の実行はできません。

1. ジョグダイヤルを回し、ライブラリー選択部からプロテクトをしたいライブ

ラリー番号を選択します。

2. カーソルをPROTECTボタンに合わせ、［ENTER］キーを押します。

ライブラリー選択部
NAMEボタン

ライブラリー選択部

PROTECTボタン
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概要
サラウンド設定には、以下に示す3とおりのモードがあります。

・センドVOLモード

コントロールパネルの調整ノブを操作して、6個の各スピーカーへのセン
ドレベルを直接コントロールするモード。

・ジョグダイヤル & フェーダーモード

ジョグダイヤルでLR方向、マスターL/RフェーダーでFR方向をコントロ
ールして、音像をリアルタイムに移動するモード。

・パターンモード

音像の移動パターン(軌跡)を設定し、その後に移動時間を操作するモード。

サラウンド設定の各モードは、サラウンド設定画面にて設定します。サラウンド
設定画面はマルチビューでの表示も可能で、選択されているチャンネルのサラウ
ンド設定を他のチャンネルへコピーすることもできます。

BUS1～6のポストフェーダーレベルを、モニターA、AUX3～6またはモニター
A、モニターB、マスターL/Rに出力し、モニターすることができます（サラウ
ンドモニター）。
サラウンドモニターについては、192ページをご覧ください。
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サラウンドの設定
サラウンド設定画面の表示

1. コントロールパネルのPAN調整ノブを押します。
サラウンド設定画面(シングルビュー)が表示されます。

2. サラウンド設定画面をマルチビューで表示するときは、［MULTI-CH VIEW］

キーを押します。
マルチビュー画面表示中は、［MULTI-CH VIEW］キーが赤点灯します。再度
押すと、元の画面に戻ります。
参照チャンネルの表示、コピー操作については、34ページをご覧ください。
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サラウンドの設定
センドVOLモードによるサラウンド設定［SEND VOL］

このモードは、コントロールパネルの調整ノブを操作して、6個の各スピーカー
へのセンドレベルを直接コントロールするモードです。

1. カーソルをSURROUNDボタンに合わせて［ENTER］キーを押し、サラウン

ドの設定をON（ENABLE）にします。

シングルビュー表示の場合、［ENTER］キーを押す度にENABLE/DISABLEが
切り替わります。マルチビュー表示の場合、SURRボタンが反転表示で
ENABLEです。
ENABLEに設定した場合、バスアサイン1～6が自動的にONになります。
DISABLEに設定した場合は、画面上のパラメータは制御できません。

2. LR:C設定部にカーソルを合わせてジョグダイヤルを回し、LRスピーカーと

センタースピーカーのバランスを設定します。

工場出荷時の設定は、「0 : 10」です。

SURROUNDボタン

状態表示ボックス

LR:C設定部
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3. SEND VOLボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押します。
操作モードがセンドVOLモードに設定され、以下の調整ノブがバスセンド調
整ノブとして働きます。

4. 各調整ノブを操作し、音像移動を調整します。
調整ノブ表示が連動して変化しますので、操作状態が画面上で確認できます。

5. オートメーションのREC中に調整を行えば、調整ノブのデータがオートメー

ションに記録されます。RECを繰り返すことで、何度でも設定が可能です。

SEND VOLボタン
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サラウンドの設定
ジョグダイヤル&フェーダーモードによるサラウンド設定［JOG&FDR］

このモードは、ジョグダイヤルでLR方向、マスターL/RフェーダーでFR方向を
コントロールして、音像をリアルタイムに移動するモードです。
操作は、オートメーションに記録可能です。

1. カーソルをSURROUNDボタンに合わせて［ENTER］キーを押し、サラウン

ドの設定をON（ENABLE）にします。

シングルビュー表示の場合、［ENTER］キーを押す度にENABLE/DISABLEが
切り替わります。マルチビュー表示の場合、SURRボタンが反転表示で
ENABLEです。
ENABLEに設定した場合、バスアサイン1～6が自動的にONになります。
DISABLEに設定した場合は、画面上のパラメータは制御できません。

2. LR:C設定部にカーソルを合わせてジョグダイヤルを回し、LRスピーカーと

センタースピーカーのバランスを設定します。

工場出荷時の設定は、「0 : 10」です。

LR:C設定部

SURROUNDボタン

状態表示ボックス
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3. JOG&FDRボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押します。
移動ポイントを示すドットがフロントセンター位置に表示され、マスター
L/Rフェーダーが上がり切り位置に移動します。
また、画面上にFR方向でフェーダー、LR方向でジョグダイヤルのキャラク
タが表示され、ジョグダイヤル&フェーダーモードであることを示します。

4. ジョグダイヤルとマスターL/Rフェーダーを操作して音像を移動します。
マスターL/Rフェーダーは上方をフロント、下方をリアとしてFR方向を調整
します。

ジョグダイヤルは現在の位置を起点として、時計回し方向を右、反時計回し
方向を左としてLR方向を調整します。
また、ジョグダイヤルを任意の位置に設定して［ENTER］キーを押すと、
その位置がセンターになり実際の音像もセンターに設定できます。

5. オートメーション画面を表示してREC操作を行うことにより、音像移動の操

作をオートメーションに記録できます。

オートメーションについては、157ページをご覧ください。

JOG&FDRボタン
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サラウンドの設定
パターンモードによるサラウンド設定［PATTERN］

このモードは、音像の移動パターン(軌跡)を設定し、その後に移動時間を操作す
るモードです。また、移動時間を設定して自動で移動させることも可能です。

●パターンモードを設定する

1. カーソルをSURROUNDボタンに合わせて［ENTER］キーを押し、サラウン

ドの設定をON（ENABLE）にします。

シングルビュー表示の場合、［ENTER］キーを押す度にENABLE/DISABLEが
切り替わります。マルチビュー表示の場合、SURRボタンが反転表示で
ENABLEです。
ENABLEに設定した場合、バスアサイン1～6が自動的にONになります。
DISABLEに設定した場合は、画面上のパラメータは制御できません。

2. LR:C設定部にカーソルを合わせてジョグダイヤルを回し、LRスピーカーと

センタースピーカーのバランスを設定します。

工場出荷時の設定は、「0 : 10」です。

3. PATTERNボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押します。

LR:C設定部

PATTERNボタン

SURROUNDボタン

状態表示ボックス
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4. PATTERN EDIT部から移動パターン（軌跡）を選択します。

画面の2次元表示部にドットが点滅し、ジョグダイヤル&フェーダーモード
と同じ状態になります。

5. LR方向はジョグダイヤル、FR方向はマスターL/Rフェーダーを用いて、移動

パターン（軌跡）の開始点を調整し、［ENTER］キーを押します。

6. 手順5と同様の操作で移動パターン（軌跡）の終了点を設定します。

音像移動の軌跡パターンが確定し、移動点表示の○ドットが表示されます。
軌跡パターンは編集することもできます。編集操作については、96,97ペー
ジをご覧ください。

7. ジョグダイヤルを操作することで、音像移動を調整します。

8. 必要に応じてMOVE部の移動パターンを選択します。

選択しない場合は、始点から終点への移動となります。

9. 移動を自動で行う場合は以下の操作を行います。

q移動時間設定部にカーソルを合わせてジョグダイヤルを回し、時間を設定
します。時間とは、始点から終点(REVERSE時は終点から始点)までの移
動時間です。

wカーソルをSTARTボタンに合わせ、［ENTER］キーを押します。
設定した時間で自動的に移動します。この場合の移動パターンは、手順8
で設定した内容になります。

e移動を停止するときは、カーソルをSTARTボタンに合わせ、再度
［ENTER］キーを押します。

10.オートメーションのREC中に調整を行えば、調整データがオートメーショ

ンに記録されます。RECを繰り返すことで、何度でも再設定が可能です。

円、楕円ボタン
回転方向は時計回りです。反転する場
合は、REVERSEボタンを操作します。

1/4円ボタン
上下の指定は、本ボタンが押されてい
る状態でカーソルを合わせ、［CURSOR
MODE］キーを押しながら［ENTER］
キーを押して切り替えます。

STARTボタン

移動時間設定部

RETURNボタン
始点→終点→始点の移動になります。

REPEATボタン
始点→終点、始点→終点の移動を繰り返します。

REVERSEボタン
終点→始点の移動になります。円の場合は反時
計回りの移動になります。

直線ボタン



第6章　サラウンド96

サラウンドの設定
●移動パターン（軌跡）を追加する
すでに移動パターンが描かれている状態でPATTERNボタンにカーソルを合わせ
て［ENTER］キーを押すと、描かれているパターンの終点が新しいパターンの
開始点となり、パターンを追加することができます。

全部で5パターンまで描くことができます。

●移動パターン（軌跡）を削除する

1. カーソルをDELボタンに合わせ、［ENTER］キーを押します。

移動パターンの終点側軌跡が単独単位で選択されます。

2.［ENTER］キーを押します。

該当する移動パターンが削除され、再度最後尾の軌跡が選択されます。

3. さらに削除を続ける場合は、［ENTER］キーを押します。削除を中止する場

合は、カーソルを他のボタンに移動します。

DELボタン

PATTERNボタン
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●移動パターン（軌跡）の始点、終点、合成点を修正する

1. カーソルをEDITボタンに合わせ、［ENTER］キーを押します。

移動パターンの始点が点滅します。

2. ジョグダイヤルを回して、点滅を修正したい場所に合わせ［ENTER］キー

を押します。
点滅は、始点→合成点→終点と移動します。

3. LR方向はジョグダイヤル、FR方向はマスターL/Rフェーダーを用いて軌跡の

修正を行い、［ENTER］キーを押します。

修正した内容が確定します。

4. 他のポイントも修正する場合は、再度［ENTER］キーを押し、手順2,3の操

作を行います。

5.［ENTER］キーを2回押します。
これで修正モードが解除され、EDITボタンが押されていない状態に戻ります。

●移動パターン（軌跡）全体の位置を調整する

1. カーソルをMOVEボタンに合わせ、［ENTER］キーを押します。

移動パターン全体が選択されます。

2. LR方向はジョグダイヤル、FR方向はマスターL/Rフェーダーを用いて軌跡全

体の位置を調整し、［ENTER］キーを押します。

移動パターンは変更せずに全体の位置を移動します。

3.［ENTER］キーを押します。
これでMOVEボタンが解除されます。(押されていない状態)

EDITボタン

MOVEボタン
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サラウンドの設定
ジョグスピードの設定［JOG SPEED］

ジョグダイヤル&フェーダーモードおよびパターンモードでサラウンドを設定す
る場合、ジョグダイヤルの移動速度を切り替えることができます。

カーソルをSLOWボタンまたはFASTボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すこ
とにより設定できます。

SLOWボタン : 移動速度を遅くします。

FASTボタン : 移動速度を速くします。
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概要
DA7のダイナミクスは、コンプレッサ/リミッタ＋ノイズゲートとエキスパンダ
の2種類のモードがあります。また、インプットチャンネルのダイナミクスの配
置は、イコライザーに対してプリEQ/ポストEQから選択可能で、さまざまな用
途に対応します。

ダイナミクスの設定を行う画面には、「ダイナミクス設定画面」と「ダイナミク
スライブラリー設定画面」があり、内容は以下のとおりです。

●ダイナミクス設定画面（⇒101ページ参照）
選択されているチャンネルのダイナミクス設定を行う画面です。マルチビューで
の表示も可能で、選択しているチャンネルの設定内容を他のチャンネルへコピー
することもできます。

また、本画面ではディレイの設定も行えます。

●ダイナミクスライブラリー設定画面（⇒107ページ参照）
選択されているチャンネルのダイナミクス設定内容をライブラリーデータとして
保存する画面です。また、保存したデータは選択しているチャンネルの設定とし
て呼び出すことができます。
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ダイナミクスの設定
ダイナミクス設定画面の表示

1. RATIO,RLS,GAIN調整ノブを押します。
選択されているチャンネルのダイナミクス設定画面(シングルビュー)が表示
されます。［SELECT］キーを押すと、押したチャンネルの画面に切り替わ
ります。

2. チャンネル設定画面表示中は、画面上のダイナミクス特性グラフにカーソル

を合わせて［ENTER］キーを押すことにより、ダイナミクス設定画面を表

示することができます。（⇒59ページ参照）

3. ダイナミクス設定画面をマルチビューで表示するときは、［MULTI-CH VIEW］

キーを押します。
マルチビュー画面表示中は、［MULTI-CH VIEW］キーが赤点灯します。再度
押すと、元の画面に戻ります。
参照チャンネルの表示、コピー操作については、34ページをご覧ください。
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ダイナミクスの設定
コンプレッサ/リミッタ＋ノイズゲートモードの設定

1. 調整したいチャンネルのダイナミクス設定画面を表示します。

（⇒101ページ参照）

2.［DYNAMICS ON］キーを押すか、画面上のON/OFFボタンにカーソルを合わ

せて［ENTER］キーを押し、ダイナミクスをONにします。
［DYNAMICS ON］キーは緑点灯します。ON/OFFボタンはONが反転表示さ
れます。

3. COMP＋GATEボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押します。
コンプレッサを操作する状態になります。工場出荷時の設定は、「COMP＋
GATE」です。

4. ステレオリンクさせる場合は、モード表示部にカーソルを合わせてジョグ

ダイヤルを回し、モードを選択します。
表示は、OFF→LEFT→RIGHT→BOTHと切り替わります。

5.［PARAMETER SELECT］キーを押すか、カーソルを移動し調整するパラメ

ータ（THL,RATIO,ATTACK,RELEASE,GAIN）を選択します。
選択したパラメータのタイトル部が反転表示になります。

ON/OFFボタン

COMP＋GATEボタン

モード表示部
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6. THL,ATK,DLY調整ノブ、RATIO,RLS,GAIN調整ノブを回しパラメータを調整

します。また、カーソルを画面上の各調整ノブにあわせてジョグダイヤルを

回すことにより、調整することもできます。
調整結果が画面にグラフィカル表示されます。

信号入力時は、入力信号に対するゲインリダクションがGRメーター表示部
に表示されます。また、メーター表示のリファレンスポイントが表示されま
す。
リファレンスは、GAINパラメータに連動しますので、コンプレッサ調整後
のON/OFFレベル差をGAINで補正する場合、リダクションのメーターの振
れが0dB付近になるように調整します。

7. マルチビュー表示の場合は、COMPボタンおよびGATEボタンにカーソルを

合わせ、［ENTER］キーを押してから調整の操作を行います。

COMPボタン

GATEボタン

タイトル部
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ダイナミクスの設定
エキスパンダモードの設定

1. 調整したいチャンネルのダイナミクス設定画面を表示します。

（⇒101ページ参照）

2.［DYNAMICS ON］キーを押すか、画面上のON/OFFボタンにカーソルを合わ

せて［ENTER］キーを押し、ダイナミクスをONにします。
［DYNAMICS ON］キーは緑点灯します。ON/OFFボタンはONが反転表示さ
れます。

3. EXPANDERボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押します。
エキスパンダを操作する状態になります。

4. ステレオリンクさせる場合は、モード表示部にカーソルを合わせてジョグダ

イヤルを回し、モードを選択します。
表示は、OFF→LEFT→RIGHT→BOTHと切り替わります。

5.［PARAMETER SELECT］キーを押すか、カーソルを移動し調整するパラメ

ータ（THL,RATIO,ATTACK,RELEASE,GAIN）を選択します。
選択したパラメータのタイトル部が反転表示になります。

ON/OFFボタン

EXPANDERボタン

モード表示部
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6. THL,ATK,DLY調整ノブ、RATIO,RLS,GAIN調整ノブを回しパラメータを調整

します。また、カーソルを画面上の各調整ノブにあわせてジョグダイヤルを

回すことにより、調整することもできます。
調整結果が画面にグラフィカル表示されます。
信号入力時は、入力信号に対するゲインリダクションがGRメーター表示部
に表示されます。

ポジションの設定
インプットチャンネル1～32では、ダイナミクスポジションの切り替えを行う
ことができます。

カーソルをPRE EQボタンまたはPOST EQボタンに合わせ、［ENTER］キーを
押すことにより設定できます。
PRE EQ : イコライザーの前にポジションされます。
POST EQ : イコライザーの後にポジションされます。

音質差を比較する　※シングルビュー表示時のみ

現在のダイナミクス設定内容とテンポラリメモリーのダイナミクス設定内容を
瞬時に切り替えることができ、音質差を比較することができます。

カーソルをA/Bボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すことにより切り替えら
れます。
コントロールパネル上のRATIO,RLS,GAIN調整ノブを押しても切り替えられま
す。

タイトル部
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ダイナミクスの設定
ディレイの設定

1. ダイナミクス設定画面を表示します。

2.［DELAY ON］キーを押すか、画面上のON/OFFボタンにカーソルを合わせ

て［ENTER］キーを押し、ディレイをONにします。
［DELAY ON］キーは緑点灯します。ON/OFFボタンはONが反転表示され
ます。

3.［PARAMETER SELECT］キーを押すか、カーソルを移動してDLYパラメー

タを選択します。

4. THL,ATK,DLY調整ノブを回しパラメータを調整します。また、カーソルを

画面上のディレイ調整ノブに合わせてジョグダイヤルを回すことにより、調

整することもできます。
調整された値がディレイ値表示ボックスに表示されます。

ON/OFFボタン

ディレイ調整ノブ

ディレイ値表示ボックス(msec単位)

ディレイ値表示ボックス(sample単位)
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ダイナミクスライブラリーの設定
ダイナミクスライブラリー設定画面の表示

1. RATIO,RLS,GAIN調整ノブを押し、ダイナミクス設定画面を表示します。

2. ダイナミクスライブラリー設定画面を表示します。

・ライブラリーの保存を行う場合 :［STORE］キーを押します。

・ライブラリーの呼び出しを行う場合 :［RECALL］キーを押します。

画面左側がダイナミクスの設定状態(マルチビュー表示)で、右側がダイナミ
クスライブラリーの設定部になります。

TITLE : オートタイトル機能のON/OFF設定ボタン
RECALL : ライブラリーデータを呼び出すボタン
STORE : ライブラリーデータを保存するボタン
CLEAR : ライブラリーデータを初期化するボタン
NAME : ライブラリーデータの名前入力を行うボタン
PROTECT : ライブラリーデータのプロテクトを行うボタン
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ダイナミクスライブラリーの設定
ライブラリーの初期状態

工場出荷時の状態は、1～25番がCOMP＋GATE、26～50番がEXPANDERに設
定されており、「INITIAL ＊」の名前で記録されています。
(＊はライブラリー番号)

オートタイトル機能の設定（TITLE）
ライブラリーの保存操作を行うとき、ライブラリーデータの名前を自動的に設定
するか、名前編集画面上で設定するかの切り替えを行います。
オートタイトル機能がON(TITLEボタンが押されている状態)のとき、ライブラリ
ーデータの名前を自動的に設定します。

カーソルをTITLEボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すことにより設定できま
す。

オートタイトル機能がONのときは、ライブラリー保存の実行で、以下の規則に
則ってライブラリーデータの名前を自動的に設定します。

・現在記録されているライブラリーの中から、「INIT×××」という名前のラ
イブラリー番号が最も小さいものに保存する。ただし、「INIT×××」とい
う名前のライブラリーデータが存在しないときは、オートタイトル機能が
OFFのときと同じように名前編集画面を表示する。

・保存時に名前を「NoTitle＃＃＄」とする。＃＃は保存先のライブラリー番
号、＄はグループを示す。(グループ記号はA～Hのアルファベット)

・グループ記号は、DA7の電源ONからOFFの間に保存されたデータをAに近
い方から使用する。すべてのグループ記号が使用されている場合は、Hを
使用する。

TITLEボタン
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ライブラリーの保存
●［STORE］キーを押してダイナミクスライブラリー設

定画面を表示した場合

1. ジョグダイヤルを回して、ライブラリー選択部から保存したいライブラリー

番号を選択し、［ENTER］キーを押します。
オートタイトル機能がONのときは、ライブラリーデータの名前が自動的に
設定され、選択されているチャンネルの設定内容が保存されます。
オートタイトル機能がOFFのときは、名前編集画面が表示されますので手順
2の操作を行ってください。

2. ライブラリーデータの名前を設定します。（最大10文字まで）

qカーソルキーで文字を選択し、［ENTER］キーを押すと文字が入力されま
す。Shiftボタンを選択すると、入力できる文字の種類が切り替わります。

テンキーで文字を入力することもできます。例えば、「C」という文字を入
力するときは、テンキーの［ABC 2］キーを3回押します。次に［ABC 2］
キー以外のキーを押した時点で確定されます。

入力文字表示部のカーソルは、ジョグダイヤルを回すことにより移動しま
す。入力した文字にカーソルを合わせ、文字入力を行うと上書きされます。
また、DELボタンを選択すると、カーソル部の文字が削除されます。

w文字の入力が完了したら、OKボタンにカーソルを合わせ［ENTER］キー
を押します。これで名前が設定され、ライブラリーの保存が完了します。

Cancelボタンを選択した場合は、保存操作が無効となります。

ライブラリー選択部

入力文字表示部
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ダイナミクスライブラリーの設定
●［STORE］キーの押下以外の操作でダイナミクスライ

ブラリー設定画面を表示した場合

1. カーソルがライブラリー設定部（画面右側）にある状態でジョグダイヤルを

回し、ライブラリー選択部から保存したいライブラリー番号を選択します。

2. カーソルをSTOREボタンに合わせ、［ENTER］キーを押します。

オートタイトル機能がONのときは、ライブラリーデータの名前が自動的に設
定され、選択されているチャンネルの設定内容が保存されます。
オートタイトル機能がOFFのときは、名前編集画面が表示されますので、ラ
イブラリーデータの名前設定を行います。(⇒前ページ、手順2参照)

ライブラリーの呼び出し
●［RECALL］キーを押してダイナミクスライブラリー

設定画面を表示した場合

1. ジョグダイヤルを回して、ライブラリー選択部から呼び出したいライブラリ

ー番号を選択し、［ENTER］キーを押します。
選択したライブラリーデータがダイナミクスの設定に反映されます。

ライブラリー選択部
STOREボタン

ライブラリー選択部
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●［RECALL］キーの押下以外の操作でダイナミクスラ

イブラリー設定画面を表示した場合

1. カーソルがライブラリー設定部（画面右側）にある状態でジョグダイヤルを

回し、ライブラリー選択部から呼び出したいライブラリー番号を選択します。

2. カーソルをRECALLボタンに合わせ、［ENTER］キーを押します。

ライブラリーの初期化

1. ジョグダイヤルを回し、ライブラリー選択部から初期化したいライブラリー

番号を選択します。

2. カーソルをCLEARボタンに合わせ、［ENTER］キーを押します。
選択したライブラリー番号のデータが初期設定状態に戻ります。

ライブラリー選択部

RECALLボタン

ライブラリー選択部CLEARボタン
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ダイナミクスライブラリーの設定
ライブラリーの名前変更

1. ジョグダイヤルを回し、ライブラリー選択部から名前を変更したいライブラ

リー番号を選択します。

2. カーソルをNAMEボタンに合わせ、［ENTER］キーを押します。
名前編集画面が表示されますので、名前を変更します。
操作は、「ライブラリーの保存、手順2(⇒109ページ)」を参照してください。

ライブラリーのプロテクト
選択されているライブラリーデータのプロテクト状態を表すとともに、プロテク
トのON/OFF設定を行います。
プロテクトがON(PROTECTボタンが押されている状態)のライブラリーに対して
は、保存の実行はできません。

1. ジョグダイヤルを回し、ライブラリー選択部からプロテクトをしたいライブ

ラリー番号を選択します。

2. カーソルをPROTECTボタンに合わせ、［ENTER］キーを押します。

ライブラリー選択部
NAMEボタン

ライブラリー選択部

PROTECTボタン
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概要
各チャンネルのフェーダーでAUXセンドレベルの調整を行う場合(FADER
CONTROLモード)、全インプットチャンネルのセンド状態をディスプレイに一
覧表示します。また、画面上でプリ/ポスト、AUXセンドON/OFFの切り替えが
可能です。

設定画面は、AUXセンド1～6に対応した6種類の設定画面で構成されています。
表示内容、操作方法については各画面共通です。
AUXセンド1 → AUX1設定画面
AUXセンド2 → AUX2設定画面
AUXセンド3 → AUX3設定画面
AUXセンド4 → AUX4設定画面
AUXセンド5 → AUX5設定画面
AUXセンド6 → AUX6設定画面

コントロールパネルAUX操作部のLEVEL ON/OFFノブでAUXセンドの設定を行
う場合は、52ページをご覧ください。
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AUXセンドの設定
AUX設定画面の表示

1.［FADER CONTROL］キーを押し、ON（赤点灯）の状態にします。
AUX設定画面が表示されます。

2. 設定画面を切り替えるときは、［AUX1～6］キーを押します。また、画面下

部のAUX1～6の各ボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押すことに

より切り替えることもできます。

AUX状態の設定

1. チャンネルを選択します。
カーソルを移動するか、選択したいチャンネルの［SELECT］キーを押しま
す。［SELECT］キーを押した場合、選択したチャンネルのPRE/PSTボタン
にカーソルが移動します。

2. PRE/PSTボタンにカーソルを合わせて［ENTER］キーを押し、プリ/ポスト

を設定します。

［PRE］キーを押すことにより設定することもできます。

3. ON/OFFボタンにカーソルを合わせて［ENTER］キーを押し、AUXセンドの

ON/OFFを設定します。

LEVEL ON/OFFノブを押すことにより設定することもできます。

PRE/PSTボタン
ON/OFFボタン
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AUXセンドの設定
AUXセンドレベルの調整

フェーダーを操作し、AUXセンドレベルを調整します。
調整したレベルは、画面にバーグラフと数値で表示されます。

バーグラフ
調整数値
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概要
DA7は、MIDI入出力端子(MIDI IN,MIDI OUT)を備えており、MIDI機器と接続す
ることができます。また、パソコン端子(TO PC)を備えており、ホストとなるパ
ーソナルコンピュータと直接接続することができます。

パーソナルコンピュータとMIDI機器をDA7に接続した場合、DA7をMIDIインタ
ーフェースとして使用できます。
設定により、パーソナルコンピュータからのメッセージをDA7を経由してMIDI
機器に出力することができます。また、MIDI機器からのメッセージをDA7を経
由してパーソナルコンピュータに出力することができます。

MIDIの設定画面は、5種類の画面で構成されており、内容は以下のとおりです。

●MIDI設定画面（⇒119ページ参照）
使用するシリアルポート端子(パソコン端子またはRS-422/485端子)の選択とボ
ーレートの設定および、MIDIの設定を行う画面です。

●MIDIプログラムチェンジ割当て画面（⇒123ページ参照）
MIDIプログラムチェンジテーブルへ、DA7のシーンメモりー番号を割り当てる
画面です。

●MIDIコントロールチェンジ割当て画面

（⇒125ページ参照）
MIDIコントロールチェンジテーブルへのアサイン登録を行う画面です。

●MIDIバルクアウト画面（⇒127ページ参照）
DA7と他の機器(例えばもう1台のDA7)との間で、データを送受信する画面です。
DA7の設定状態やライブラリーデータを他の機器にバックアップとして保存す
る、あるいは2台のDA7間でデータを転送して、設定やライブラリーデータを共
通にするなどの使用方法があります。

●MIDIリモート設定画面（⇒131ページ参照）
DA7から外部のMIDI機器をリモートコントロールする際の設定を行う画面です。

MIDI SERIAL PORT

OUT TO PCIN RS422 /  485

110

OFF   ON
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MIDIの設定
MIDI設定画面の表示

1.［MIDI］キーを押します。
MIDI設定画面が表示されます。

2. 手順1の操作でMIDI設定画面以外の画面が表示されたときは、続けて

［MIDI］キーを押し、MIDI設定画面に切り替えます。
カーソルを画面下部のSetupボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すことに
より切り替えることもできます。

シリアルポートの設定
使用する端子およびボーレートを設定します。

1. TO PCボタンまたはRSボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押しま

す。

工場出荷時の設定は、「TO PC」です。
TO PC : パソコン端子
RS : RS-422/485端子

2. ボーレート設定部にカーソルを合わせてジョグダイヤルを回し、ボーレート

を設定します。
ボーレートは以下の中から選択してください。工場出荷時の設定は、
「31.25K」です。

9.6K,19.2K,31.25K,38.4K,57.6K,62.5K,115.2K,125K (単位 : bps)

ボーレート
設定部

TO PCボタン
RSボタン
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MIDIの設定
MIDI入出力ポートの設定

システム構成に合わせて、MIDI入出力端子(MIDI IN,MIDI OUT)、シリアルポート
端子(TO PCまたはRS-422/485)の各端子間を行き来するメッセージ(シリアル
データ)の向きを設定します。

1. Gen.RxおよびGen.Txのポート設定ボタンにカーソルを合わせて［ENTER］

キーを押し、MIDIまたはTO PCを選択します。
設定により、以下の4種類のモードで動作します。

qGen.RxがMIDI、Gen.TxがMIDIの場合

DA7とMIDI機器の間でメッセージの送受信を行います。パーソナルコンピ
ュータとのメッセージ送受信はできません。

wGen.RxがMIDI、Gen.TxがTO PCの場合

DA7は、MIDI機器からのメッセージを受信し実行します。また、メッセー
ジの送信は、パーソナルコンピュータに対して行います。
パーソナルコンピュータから受信したメッセージは、そのままMIDI機器に
スルー出力します。

eGen.RxがTO PC、Gen.TxがMIDIの場合

DA7は、パーソナルコンピュータからのメッセージを受信し実行します。
また、メッセージの送信は、MIDI機器に対して行います。
MIDI機器から受信したメッセージは、そのままパーソナルコンピュータに
スルー出力します。

rGen.RxがTO PC、Gen.TxがTO PCの場合

DA7とパーソナルコンピュータの間でメッセージの送受信を行います。
MIDI機器とのメッセージ送受信はできません。

2. カーソルをMIDIチャンネル設定部に合わせてジョグダイヤルを回し、Gen.Rx

およびGen.TxのMIDIチャンネルを設定します。
MIDIチャンネルは、1～16の中から選択します。工場出荷時の設定は、
Gen.Rx、Gen.Txともに「1」です。

MIDIチャンネル設定部
ポート設定ボタン
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MMC、MTC、RT MSG入出力ポートの設定
MMC(MIDIマシンコントロール)、MTC(MIDIタイムコード)、RT MSG(リアル
タイムメッセージ)を送受信するポートを設定します。

1. MMCを設定します。

qMMCコマンドを転送するポートを選択します。MMCポート設定ボタンに
カーソルを合わせ、［ENTER］キーを押すことにより選択できます。
シリアルポート端子は、「シリアルポートの設定(⇒119ページ)」で設定し
た端子になります。
MIDI : MIDI出力端子(MIDI OUT)
to PC : シリアルポート端子(TO PCまたはRS-422/485)

wカーソルをMIDIチャンネル設定部に合わせてジョグダイヤルを回し、
MMCコマンドで制御する外部機器のMIDIチャンネルと同じチャンネルに
設定します。

2. オートメーション時のMTCを受信するポートを選択します。MTCポート設

定ボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押すことにより選択できま

す。
MIDI : MIDI入力端子(MIDI IN)
to PC : シリアルポート端子(TO PCまたはRS-422/485)

3. オートメーション時のRT MSGを受信するポートを選択します。RT MSGポ

ート設定ボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押すことにより選択

できます。
MIDI : MIDI入力端子(MIDI IN)
to PC : シリアルポート端子(TO PCまたはRS-422/485)

MIDIチャンネル設定部

MMCポート設定ボタン
MTCポート設定ボタン
RT MSGポート設定ボタン
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MIDIの設定
メッセージの送信、受信、スルーの設定

PRG CHG(プログラムチェンジ)、CTRL CHG(コントロールチェンジ)、
SYSTEM EX(システムエクスクルーシブ)メッセージの送信、受信、スルーの
ON/OFFを設定します。

また、Other CMD(プログラムチェンジ、コントロールチェンジ、システムエク
スクルーシブ以外のコマンド)のスルーON/OFFを設定します。

1. Txボタン、Rxボタン、THRUボタンにカーソルを合わせて［ENTER］キー

を押し、各メッセージの送信、受信、スルーを設定します。

押された状態がONです。
Tx : メッセージを送信
Rx : メッセージを受信
THRU : 受信したメッセージをTxポート(MIDI出力端子またはシリアルポ

ート端子)へスルー出力

2. コントロールチェンジメッセージは、NRPNボタンにカーソルを合わせて

［ENTER］キーを押すことにより、NRPNデータとMIDIコントロールチェン

ジ割当て画面で設定したデータの切り替えができます。

MIDIリモート出力ポートの設定
MIDIリモートメッセージを送信するポートを設定します。

1. Remote1ポートボタンにカーソルを合わせて［ENTER］キーを押し、チャン

ネル1～8に割り付けられたMIDIリモートコマンドの出力先を選択します。
MIDI : MIDI出力端子(MIDI OUT)
to PC : シリアルポート端子(TO PCまたはRS-422/485)

2. カーソルをMIDIチャンネル設定部に合わせてジョグダイヤルを回し、 制御す

る機器のMIDIチャンネルと同じチャンネルに設定します。

3. Remote2（チャンネル9～16に割り付けられたMIDIリモートコマンド）につい

ても、手順1,2の操作を行い設定します。

MIDIチャンネル設定部

Remote1ポート設定ボタン
Remote2ポート設定ボタン
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プログラムチェンジの割当て
MIDIプログラムチェンジ割当て画面の表示

1.［MIDI］キーを押します。
MIDIの設定画面が表示されます。

2. 手順1の操作でMIDIプログラムチェンジ割当て画面以外の画面が表示された

ときは、続けて［MIDI］キーを押し、MIDIプログラムチェンジ割当て画面に

切り替えます。
カーソルを画面下部のPRG Asgnボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すこ
とにより切り替えることもできます。

シーンメモりー番号をプログラムチェンジテーブルへ割り当てる
プログラムチェンジの番号は1～128までです。工場出荷時の設定では、1～50
番にシーンメモリーの1～50番が割り当てられています。

1. カーソルをPROGRAM CHANGE TABLE部に合わせてジョグダイヤルを回

し、割り当てたいプログラムチェンジ番号を選択します。

2. カーソルをSCENE LIST部に合わせてジョグダイヤルを回し、登録するシー

ンメモリー番号を選択します。

3.［ENTER］キーを押します。
矢印表示が一瞬反転して割当ての実行を示し、選択したプログラムチェンジ
の内容が選択したシーンメモリーの内容に置き換わります。

PROGRAM CHANGE TABLE部 SCENE LIST部

メモ

プログラムチェンジにア

サイン可能なシーンメモ

リーについては、237ペ

ージの表をご覧ください。
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プログラムチェンジの割当て
プログラムチェンジテーブルを初期化する

プログラムチェンジテーブルの内容をすべて消去します。

1. CLEAR ALLボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押します。
プログラムチェンジテーブルの内容が消去され、工場出荷時の状態に戻りま
す。

CLEAR ALLボタン
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コントロールチェンジの割当て
MIDIコントロールチェンジ割当て画面の表示

1.［MIDI］キーを押します。
MIDIの設定画面が表示されます。

2. 手順1の操作でMIDIコントロールチェンジ割当て画面以外の画面が表示され

たときは、続けて［MIDI］キーを押しMIDIコントロールチェンジ割当て画面

に切り替えます。
カーソルを画面下部のCTRL Asgnボタンに合わせ、［ENTER］キーを押す
ことにより切り替えることもできます。
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コントロールチェンジの割当て
コントロールチェンジテーブルへの登録

1. コントロールチェンジ番号選択部にカーソルを合わせてジョグダイヤルを回

し、コントロールチェンジ番号を選択します。

2. パラメータ選択部にカーソルを合わせてジョグダイヤルを回し、登録するパ

ラメータを選択します。

3. チャンネル選択部にカーソルを合わせてジョグダイヤルを回し、登録するチ

ャンネルを選択します。

4.［ENTER］キーを押します。
矢印表示が一瞬反転して登録の実行を示し、選択したコントロールチェンジ
番号にパラメータ選択部、チャンネル選択部の内容が登録されます。

パラメータ選択部とチャンネル選択部が登録できない組み合わせの場合、矢
印が不鮮明な表示になり、登録できないことを表します。

コントロールチェンジテーブルを初期化する
コントロールチェンジテーブルの内容をすべて初期状態に戻します。

1. CLEAR ALLボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押します。
コントロールチェンジテーブルの内容が工場出荷時の状態に戻ります。

チャンネル
選択部

コントロール
チェンジ番号
選択部

パラメータ
選択部

CLEAR ALL
ボタン
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バルクアウト、リクエストの実行
MIDIバルクアウト画面の表示

1.［MIDI］キーを押します。
MIDIの設定画面が表示されます。

2. 手順1の操作でMIDIバルクアウト画面以外の画面が表示されたときは、続け

て［MIDI］キーを押し、MIDIバルクアウト画面に切り替えます。
カーソルを画面下部のBulkボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すことによ
り切り替えることもできます。

バルクアウト、リクエストを実行する前に
MIDI設定画面にて、設定を行っておく必要があります。設定する項目は以下の
とおりです。

q相手機器に応じて、以下の項目を設定します。

・シリアルポートのボーレート(⇒119ページ参照)
・Gen.RxのポートおよびMIDIチャンネル(⇒120ページ参照)
・Gen.TxのポートおよびMIDIチャンネル(⇒120ページ参照)

wSYSTEM EXのTx、RxをONに設定します。

(⇒122ページ参照)
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バルクアウト、リクエストの実行
バルクアウト、リクエストを実行する

●データを選択する
DA7から外部機器に送信(バルクアウト)するデータまたは、外部機器に送信を要
求しDA7で受信(リクエスト)するデータを選択します。

1. データ選択部の中から送信または受信したいデータのボタンにカーソルを合

わせて［ENTER］キーを押し、データを選択します。
CURRENT : 現在の機器の設定データ
PRG CHG TBL : プログラムチェンジテーブル
CTRL CHG TBL: コントロールチェンジテーブル
SCENE MEM : シーンメモリー
CH LIB : チャンネルライブラリー
EQ LIB : EQライブラリー
DYN LIB : ダイナミクスライブラリー
AUTOMATION : オートメーションイベントデータ
MIDI REMOTE : MIDIリモート設定データ
SELECT ALL : 選択可能なすべてのデータ

2. シーンメモリー、チャンネルライブラリー、EQライブラリー、ダイナミクス

ライブラリー、オートメーションデータ、MIDIリモート設定データは、各ボ

タン右側の選択部にカーソルを合わせてジョグダイヤルを回し、データ番号

を選択します。

データ選択部

シーンメモリー選択部

チャンネルライブラリー
選択部

EQライブラリー選択部

ダイナミクスライブラリ
ー選択部

オートメーション選択部

MIDIリモート選択部
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●リクエストを実行する

1. REQUESTボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押します。
選択したデータを外部機器から受信します。状態表示メーターには、受信の
進捗状態が表示されます。

2. 受信を途中でやめたいときは、Cancelボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］

キーを押します。

●バルクアウトを実行する

1. BULK OUTボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押します。
選択したデータを外部機器へ送信します。状態表示メーターには、送信の進
捗状態が表示されます。

2. 相手機器の受信バッファメモリ容量が小さいときは、インターバル調整ノブ

にカーソルを合わせてジョグダイヤルを回し、インターバルタイムを長く

（例えば100msec）設定します。
間欠的に送信することで、受信バッファのオーバーフローを防ぎます。イン
ターバルタイムは50msec間隔で、0～300msecの間で設定できます。
2台のDA7間の通信では、0msecでも問題ありません。

3. 送信を途中でやめたいときは、Cancelボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］

REQUESTボタン

Cancelボタン状態表示メーター

BULK OUTボタン

Cancelボタン状態表示メーター

インターバル調整ノブ
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バルクアウト、リクエストの実行
外部機器からのバルクダンプ要求に対する設定

外部機器からDA7に対して実行したリクエストを拒否することができます。

Rx ON/OFFボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押すことにより設定
できます。

ON : 外部機器からのリクエストを受け付けます
OFF : 外部機器からのリクエストを拒否します

Rx ON/OFFボタン
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MIDIリモートの設定
DA7の［SOLO］キー、［ON］キー、PAN調整ノブ、フェーダーを使用し、外
部のMIDI機器をリモートコントロールできます。

ここでは、外部機器をリモートコントロールする際の［SOLO］キー、［ON］
キー、PAN調整ノブ、フェーダーの働きを設定します。

MIDIリモートを実行するには、ユーザーカスタマイズ設定画面(⇒203ページ参
照)にてユーザーカスタマイズレイヤーにMIDIリモートを設定する必要がありま
す。この場合、フェーダーレイヤー操作部の［CUSTOM/MIDI］キーをON(橙
点灯)することにより、［SOLO］キー、［ON］キー、PAN調整ノブ、フェーダ
ーがMIDIリモートとして働きます。

MIDIリモート設定画面の表示
1.［MIDI］キーを押します。
MIDIの設定画面が表示されます。

2. 手順1の操作でMIDIリモート設定画面以外の画面が表示されたときは、続け

て［MIDI］キーを押し、MIDIリモート設定画面に切り替えます。
カーソルを画面下部のMIDI RMTボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すこ
とにより切り替えることもできます。

3. ユーザーカスタム設定画面にて、MIDIリモート設定されているチャンネルの

［SELECT］キーを押すことにより、MIDIリモート設定画面を表示すること

もできます。
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MIDIリモートの設定
MIDIリモートデータの設定

●MIDIリモート編集画面の表示
1. FADER SELECT部の1～8または9～16ボタンにカーソルを合わせて［ENTER］

キーを押し、設定するページを選択します。
MIDIリモートには、8チャンネル単位で1～8または9～16の2種類のページが
あります。

2. EDITボタンにカーソルを合わせて［ENTER］キーを押し、EDITボタンを押し

ている状態にします。
編集モードになります。

3. SOLOキー設定ボタン、ONキー設定ボタン、PAN調整ノブ、フェーダーにカ

ーソルを合わせて［ENTER］キーを押すと、MIDIリモート編集画面が表示さ

れます。
ボタン、ノブ、フェーダーの下の文字部にカーソルを合わせて［ENTER］キ
ーを押すと、名前編集画面が表示され、各操作子にタイトルをつけることが
できます。操作は、「MIDIリモートライブラリーの登録　手順3(⇒137ページ)」
を参照してください。

9～16ボタン

EDITボタン

SOLOキー設定
ボタン

ONキー設定
ボタン

PAN調整ノブ

フェーダー

MIDIリモート
編集画面

1～8ボタン

文字部



第9章　MIDI133

●TABLE SETUP部の設定
スイッチのON/OFF状態またはノブやフェーダーの操作位置に対して、それぞ
れ値を割り付けるためのテーブル編集を行います。

1. テーブル選択部にカーソルを合わせてジョグダイヤルを回し、テーブルを選

択します。
テーブルは、以下に示す9種類の中から選択します。［SOLO］キーおよび
［ON］キーに対しては、SW1,SW2,SW3の3種類しか選択できません。

SW1,SW2,SW3,KNOB1,KNOB2,KNOB3,FADER1,FADER2,FADER3

2. テーブルの内容を編集するときは、EDITボタンにカーソルを合わせて

［ENTER］キーを押します。
EDITボタン右側の編集エリアへカーソルが移動しますので、以下の手順でテ
ーブル内容を編集します。

qステップ数の変更

ステップ数設定部にカーソルを合わせてジョグダイヤルを回し、ステップ
数を選択します。選択できるステップ数は以下のとおりです。
2,32,64,128

テーブルをSW1,SW2,SW3に設定しているときは「2」に固定されます。
KNOB1,KNOB2,KNOB3の初期値は「32」です。
FADER1,FADER2,FADER3の初期値は「128」です。

w各ステップへの割り付け

ステップリスト部にカーソルを合わせてジョグダイヤルを回し、値を割り
付けるステップを選択します。

次に、割付値選択部にカーソルを合わせてジョグダイヤルを回し、割り付
ける値を選択します。

［ENTER］キーを押します。ステップに値が割り付けられます。

e編集内容を登録する

OKボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押します。
登録を取り消すときは、CANCELボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］
キーを押します。

ステップ数設定部

OKボタン

CANCELボタン

割付値選択部

EDITボタン

テーブル選択部
ステップリスト部
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MIDIリモートの設定
●COMMAND MODE部の設定

1. カーソルをFREE DEFボタンまたはCTRL CHGボタンに合わせて［ENTER］

キーを押し、送信するコマンドを選択します。
FREE DEF : 自由定義(⇒手順3へ)
CTRL CHG : コントロールチェンジ(⇒手順2へ)

2. CTRL CHGボタンを選択した場合は、コントロールチェンジ番号選択部にカ

ーソルを合わせてジョグダイヤルを回し、コントロールチェンジ番号を選択

します。
［SOLO］キー,［ON］キー,PAN調整ノブ,フェーダーの操作により、ここで
選択したコントロールチェンジ番号とテーブル内容によって決まる値が、コ
ントロールチェンジコマンドとして送信されます。

3. FREE DEFボタンを選択した場合は、送信するMIDIメッセージを編集します。

q［SOLO］キーまたは［ON］キーを選択している場合

［SOLO］キーまたは［ON］キーをONしたときのメッセージとOFFしたと
きのメッセージを作成することができます。
SW STSボタンにカーソルを合わせて［ENTER］キーを押し、ON/OFFを
切り替えます。
ON :［SOLO］キーまたは［ON］キーをONしたときのメッセージ
OFF:［SOLO］キーまたは［ON］キーをOFFしたときのメッセージ

wMIDIメッセージを入力する

MIDIメッセージの内容を1バイトずつ16進数で入力します。
メッセージ入力エリアのボックスにカーソルを合わせ、ジョグダイヤルを
回して設定します。ボックス内の表示は以下のように切り替わります。
00～F8,FA～FF,K,F,E

KはMIDIメッセージ送信時のノブ値、Fはフェーダー値に置き換えられます。
Eはコマンドの終わりを示します。E以降にデータが入力されていても送信
されません。

e編集内容を登録する

OKボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押します。
登録を取り消すときは、CANCELボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］
キーを押します。

OKボタン
CANCELボタン

CTRL CHGボタン

FREE DEFボタン

SW STSボタン

コントロール
チェンジ番号
選択部

メッセージ入力エリア
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MIDIリモートライブラリーの設定
●MIDIリモートライブラリー画面の表示
1. LIBRARYボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押します。
MIDIリモートライブラリー設定画面が表示されます。

LIBRARY
ボタン
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MIDIリモートの設定
●MIDIリモートライブラリーの呼び出し

1. ライブラリー選択部にカーソルを合わせてジョグダイヤルを回し、呼び出し

たいライブラリーデータを選択します。

2. RECALLボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押します。
呼び出しが実行され、画面がMIDIリモート設定画面に戻ります。画面上の
TITLE部は、呼び出したライブラリーデータのタイトルに変わります。

3. 呼び出しをやめるときは、CANCELボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］

キーを押します。
呼び出しが中止され、MIDIリモート設定画面に戻ります。

ライブラリー選択部

RECALLボタン
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●MIDIリモートライブラリーの登録

1. ライブラリー選択部にカーソルを合わせてジョグダイヤルを回し、登録した

いライブラリー番号を選択します。

2. STOREボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押します。
名前編集画面が表示されますので、以下の手順でライブラリーの名前を入力
します。

3. ライブラリーデータの名前を設定します。（最大10文字まで）
qカーソルキーで文字を選択し、［ENTER］キーを押すと文字が入力されま
す。Shiftボタンを選択すると、入力できる文字の種類が切り替わります。

テンキーで文字を入力することもできます。例えば、「C」という文字を入
力するときは、テンキーの［ABC 2］キーを3回押します。次に［ABC 2］
キー以外のキーを押した時点で確定されます。

入力文字表示部のカーソルは、ジョグダイヤルを回すことにより移動しま
す。入力した文字にカーソルを合わせ、文字入力を行うと上書きされます。
また、DELボタンを選択すると、カーソル部の文字が削除されます。

w文字の入力が完了したら、OKボタンにカーソルを合わせ［ENTER］キー
を押します。

登録が実行され、MIDIリモート設定画面に戻ります。
Cancelボタンを選択した場合は、登録操作が無効となります。

ライブラリー選択部

STOREボタン

入力文字表示部
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MIDIリモートの設定
●MIDIリモートライブラリーの名前変更

1. ライブラリー選択部にカーソルを合わせてジョグダイヤルを回し、名前を変

更したいライブラリー番号を選択します。

2. NAMEボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押します。

名前編集画面が表示されますので、名前を変更します。
操作は、「MIDIリモートライブラリーの登録　手順3(前ページ)」を参照してく
ださい。

●MIDIリモートライブラリーのプロテクト
選択されているライブラリーデータのプロテクト状態を表すとともに、プロテク
トのON/OFF設定を行います。
プロテクトがON(PROTECTボタンが押されている状態)のライブラリーに対して
は、登録の実行はできません。

1. ライブラリー選択部にカーソルを合わせてジョグダイヤルを回し、プロテク

トしたいライブラリー番号を選択します。

2. カーソルをPROTECTボタンに合わせ、［ENTER］キーを押します。

PROTECTボタン

ライブラリー選択部

ライブラリー選択部
NAMEボタン
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概要
DA7は、以下のデジタル入出力端子を備えています。
AUX SEND 1/2 (1系統)
AUX RETURN 1/2 (1系統)
2TR A IN/INPUT15,16 (1系統)
REC OUT (1系統)
8入力/ 8出力のスロット　(3系統)

3基のスロットには、以下のオプションカードを装着することにより、各種用途
に応じたインターフェースに対応します。
オプションカードの装着については、206,207ページをご覧ください。
ADATデジタルI/Oカード（品番 : WR-ADAT）
TDIFデジタルI/Oカード（品番 : WR-TDIF）
AES/EBU & S/PDIF I/Oカード（品番 : WR-AESS）
8ch AD/DAカード（品番 : WR-ADDA）
タンデム接続カード（品番 : WR-TNDM）

デジタル入出力の設定画面には、以下に示す3種類の画面があります。

●デジタル入力設定画面（⇒141ページ参照）
ワードクロックの設定、デジタル入力の信号系統の設定を行う画面です。

●スロット設定画面（⇒144ページ参照）
3基のスロット(スロット1,2,3)に出力する信号を設定する画面です。

●ディザー設定画面（⇒147ページ参照）
出力ディザーの設定を行う画面です。
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デジタル入力の設定
デジタル入力設定画面の表示

1.［D-I/O］キーを押します。
デジタル入力設定画面が表示されます。

2. 手順1の操作でデジタル入力設定画面以外の画面が表示されたときは、続け

て［D-I/O］キーを押し、デジタル入力設定画面に切り替えます。
カーソルを画面下部のInput Setボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すこと
により切り替えることもできます。

ワードクロックの設定
●ワードクロックについて
複数のデジタルオーディオ機器を使用する場合は、各機器が同一のワードクロ
ックソースに同期(ロック)する必要があります。

DA7には、44.1kHzと48kHzの内蔵ワードクロックがあります。この内蔵ワー
ドクロックを各機器のマスタークロックソースとして使用する場合は、DA7が
マスターとなり他の機器がスレーブとなります。

内蔵ワードクロック(INT 44.1K,INT 48K)を使用する場合や外部からのワード
クロックをクロック入力端子(WCK IN)に接続する場合は、クロック入力端子右
側にある75Ωクロック終端スイッチを正しく設定する必要があります。
ワードクロックの接続状態に合わせ、以下のように設定してください。

q75Ωクロック終端スイッチを「ON/OUT」側に設定する場合

・DA7がスレーブ側で、ワードクロック接続の最後の機器になるとき
・DA7がワードクロックのマスターになるとき

w75Ωクロック終端スイッチを「OFF/THRU」側に設定する場合

・DA7がスレーブ側で、次の機器にワードクロックをスルー出力するとき

WORD CLOCK

OUT
 /THRU IN

75

OFF   ON

THRU   OUT
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デジタル入力の設定
●ワードクロックソースを選択する
1. SOURCE SELECT部の中から設定したいワードクロックソースのボタンにカ

ーソルを合わせ、［ENTER］キーを押します。
選択されたワードクロックソースが反転表示(押された状態)になり、Fs表示部
にロックしたサンプリング周波数が表示されます。

INT 44.1K : 44.1kHzの内蔵ワードクロック
INT 48K : 48kHzの内蔵ワードクロック
WCK IN : ワードクロック入力端子からの外部ワードクロック
V SYNC : SMPTE & V SyncカードのV SYNC入力端子からのフレー

ム周波数
2TR IN A : 2TR A IN端子からの外部ワードクロック
SLOT1 : スロット1に装着したオプションカードからの外部ワードク

ロック
SLOT2 : スロット2に装着したオプションカードからの外部ワードク

ロック
SLOT3 : スロット3に装着したオプションカードからの外部ワードク

ロック

2. 2TR IN A、SLOT1、SLOT2、SLOT3は、ロック状態表示部が「LOCK」のと

きのみ選択できます。
LOCK : 入力ソースにワードクロックが同期(ロック)しています
UNLOCK : 入力ソースにワードクロックが同期していません

3. V SYNCを選択した場合はV SYNC設定部（Fs,REF,±0.1％）の設定を行いま

す。カーソルを各設定部に合わせ、ジョグダイヤルを回すことにより設定で

きます。
設定部の内容は以下のとおりです。また、次ページに入力ソースごとの設定
値を示します。
Fs : V SYNCに同期して作り出すワードクロックの周波数
REF : 入力するV SYNCのフレーム周波数
±0.1％ : ワードクロックの周波数補正

Fs表示部
INT 48Kボタン

V SYNC設定部

ロック状態表示部

装着カード表示部

INT 44.1Kボタン

WCK INボタン

V SYNCボタン

2TR IN Aボタン

SLOT1ボタン
SLOT2ボタン
SLOT3ボタン

メモ

AES/EBU & S/PDIF

I/Oカードをスロット

に装着し、そのスロッ

トをワードクロックソ

ースとして選択した場

合、AES/EBU &

S/PDIF I/Oカードのチ

ャンネル1/2chに同期

します。
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デジタル入力信号の設定
インプット9～16チャンネルの15,16チャンネルを2トラックAイン端子からの
デジタル入力に切り替えます。

また、インプット9～16チャンネルをスロット3からのデジタル信号に一括で
切り替えます。ただし、スロット3の設定がインサーションモード(INS)または
タンデムモード(TANDEM)のときは切り替えることはできません。

1. 15,16チャンネルを2トラックAイン端子からのデジタル入力に切り替える場

合は、スイッチ1にカーソルを合わせて［ENTER］キーを押します。
［ENTER］キーを押すたびに、スイッチが切り替わります。

2. 2トラックAイン端子からのデジタル入力をマスターL/Rへ出力する場合は、

スイッチ2にカーソルを合わせて［ENTER］キーを押します。

［ENTER］キーを押すたびに、スイッチが切り替わります。

3. インプット9～16チャンネルをスロット3からのデジタル信号に切り替える場

合は、スイッチ3にカーソルを合わせて［ENTER］キーを押します。
［ENTER］キーを押すたびに、スイッチが切り替わります。

スイッチ3

スイッチ2スイッチ1

入力ソース Fs REF ±0.1％

フィルム 44.1 kHz 60 0

48 kHz

PAL 44.1 kHz 50 0

48 kHz

NTSC C/L 44.1 kHz 59.94 0

48 kHz

NTSC B/W 44.1 kHz 60 0

48 kHz



第10章　デジタルI/O144

スロット出力の設定
スロット設定画面の表示

1.［D-I/O］キーを押します。
デジタルI/Oの設定画面が表示されます。

2. 手順1の操作でスロット設定画面以外の画面が表示されたときは、続けて

［D-I/O］キーを押し、スロット設定画面に切り替えます。
カーソルを画面下部のTo Slotボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すこと
により切り替えることもできます。

スロット1、スロット2、スロット3（ノーマルモード時）の設定
各スロット8系統の出力に信号を割り当てます。

1. 信号設定部にカーソルを合わせてジョグダイヤルを回し、出力する信号を割

り当てます。スロット3の場合は、NORMALボタンにカーソルを合わせて

［ENTER］キーを押し、ノーマルモードにしてから割り当てます。
割り当てる信号は、以下の中から選択します。
INPUT1～32、AUX SND1～6、BUS1～8、MASTER L,R

2. 工場出荷時の設定に戻すときは、CLEARボタンにカーソルを合わせ、

［ENTER］キーを押します。
工場出荷時の設定は、各スロットの1～8にBUS1～8が割り当てられています。

スロット表示
装着カード表示

信号設定部

CLEARボタン

NORMAL
ボタン

メモ

スロット3にタンデム

接続カードを装着した

場合、NORMALボタ

ンは選択できません。
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スロット3 インサーションモード時の設定
スロット3の8系統にAUXセンド/リターン、バスインサーション、マスターイ
ンサーションから入出力信号を割り当てます。

1. INSボタンにカーソルを合わせて［ENTER］キーを押し、インサーションモ

ードにします。

2. 信号設定部（SEND側およびRETURN側）にカーソルを合わせてジョグダイ

ヤルを回し、信号を割り当てます。
割り当てる信号は、以下の中から選択します。
AUXセンド/リターン1～6、BUS1～8インサーションセンド/リターン、
MASTERインサーションセンド/リターン L,R

3. 工場出荷時の設定に戻すときは、CLEARボタンにカーソルを合わせ、

［ENTER］キーを押します。
工場出荷時の設定は、1～8のすべてに「NONE」が割り当てられています。

INSボタン

CLEARボタン

信号設定部
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スロット出力の設定
スロット3 タンデムモード時の設定

DA7を2台タンデム接続するときの設定および接続状態を表示します。
スロット3にタンデム接続カードを装着した場合、スロット3の設定部は自動的
にタンデムモードの設定画面になります。

1. ON/OFFボタンにカーソルを合わせて［ENTER］キーを押し、タンデム接続

のON/OFFを設定します。

OFFに設定すると、2台のDA7はそれぞれ個別で動作します。

2. 接続状態を確認します。
接続状態表示部にタンデム接続状態、通信状態が表示されます。
OK : 接続確認、通信確認の結果が両方とも問題ない状態
SLOT NG : スロット間の接続確認の結果に問題があった状態
SIR NG : 2台のDA7間の通信確認の結果に問題があった状態

3. マスター、スレーブ間の時間差を補正します。（オフセットディレイの設定）

通常は機器接続時に自動設定されますが、手動で設定する場合は以下のよう

にしてください。

qオフセットディレイ値表示部にカーソルを合わせてジョグダイヤルを回し、
数値を設定します。
2台のDA7を接続する場合は、マスター側のオフセットディレイ値を
「2 sample」に設定します。

w自動設定に戻すときは、AUTOボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キー
を押します。

4. 通信に使用するポートを選択します。TO PCボタンまたはMIDIボタンにカー

ソルを合わせ、［ENTER］キーを押します。
TO PC : シリアルポート端子(TO PCまたはRS-422/485)
MIDI : MIDI入出力端子(MIDI IN、MIDI OUT)

TO PCを選択した場合に使用する端子は、「シリアルポートの設定(⇒ 119ペ
ージ参照)」で設定した端子(TO PCまたはRS-422/485)になります。

TANDEMボタン

オフセットディレイ値表示部

接続状態表示部
ON/OFFボタン

AUTOボタン

TO PCボタン
MIDIボタン
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出力ディザーの設定
DA7より出力されるデジタルオーディオ信号は24ビットで構成されています。
このビット数に対して、接続する機器のD/Aコンバータのビット数が低い場合
は、受信側の機器で最下位ビットの一部が切り捨てられ、音質に不自然さを生
じる場合があります。

そのためDA7では、接続する機器のビット数に合わせ下位ビットにディザー処
理を加え、不自然さを軽減する機能を搭載しています。この機能を出力ディザ
ーといいます。

出力ディザーは、レコードアウト端子(REC OUT)、AUXセンド1/2端子、スロ
ット1,2,3に対して設定できます。設定方法は以下のとおりです。

ディザー設定画面の表示
1.［D-I/O］キーを押します。
デジタルI/Oの設定画面が表示されます。

2. 手順1の操作でディザー設定画面以外の画面が表示されたときは、続けて

［D-I/O］キーを押し、ディザー設定画面に切り替えます。
カーソルを画面下部のDitherボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すことに
より切り替えることもできます。
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出力ディザーの設定
出力ディザーの設定

レコードアウト端子(REC OUT)、AUXセンド1/2端子(AUX SEND 1/2)、スロ
ット1,2,3(SLOT1,2,3)の出力ディザーを設定します。

1. 各端子設定部のON/OFFボタンにカーソルを合わせて［ENTER］キーを押し、

出力ディザーのON/OFFを設定します。

2. 手順1でONに設定した場合は、各端子設定部のビット数表示部にカーソルを

合わせてジョグダイヤルを回し、ビット数（16～23）を設定します。
ビット数は、接続する機器のD/Aコンバータのビット数と合わせてください。

3. スロット1,2,3の各チャンネル（1/2,3/4,5/6,7/8）を一括で設定するときは、

ALLボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押します。
チャンネル1/2の設定内容が、他のチャンネルの設定に反映されます。

ON/OFFボタン

ALLボタン

ビット数
表示部
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概要
グループの設定には、フェーダーグループ、ミュートグループ、フェーダーリン
ク/ステレオの3種類の設定画面があり、内容は以下のとおりです。

●フェーダーグループ設定画面（⇒151ページ参照）
複数のフェーダーのグループギャンギングを設定する画面です。グループは、4
グループまで設定できます。

●ミュートグループ設定画面（⇒153ページ参照）
複数の［ON］キーを連動で制御するグループを設定する画面です。グループは、
4グループまで設定できます。ミュートグループ設定画面は、入力チャンネルの
設定画面と出力チャンネルの設定画面に分かれています。

●フェーダーリンク/ステレオ設定画面（⇒155ページ参照）
フェーダーリンクまたはステレオモジュール動作させるチャンネルを設定する画
面です。設定できるチャンネルは、インプット、AUXリターン、AUXセンド、
バスの各チャンネルです。
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フェーダーグループの設定
フェーダーグループ設定画面の表示

1.［GROUP］キーを押します。
フェーダーグループ設定画面が表示されます。

2. 手順1の操作でフェーダーグループ以外の設定画面が表示されたときは、続

けて［GROUP］キーを押し、フェーダーグループ設定画面に切り替えます。
カーソルを画面下部のFader GRPボタンに合わせ、［ENTER］キーを押して
もフェーダーグループ設定画面に切り替えられます。
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フェーダーグループの設定
フェーダーグループを設定する

1. ジョグダイヤルを回してグループ選択カーソルを移動させ、グループ番号1～

4の中から設定するグループを選択します。
グループ選択カーソルとは、グループ全体を囲む横長の枠です。グループを
選択すると、そのグループに登録されているチャンネルの［SELECT］キーが
点灯します。

2. チャンネルをグループへ登録します。登録には以下の2通りの方法があります。

■ : グループに登録されている状態

－ : グループに登録されていない状態
qグループに登録するチャンネルの［SELECT］キーを押します(橙点灯)。点
灯しているキーを押すと、グループ登録から解除されます。

w［CURSOR MODE］キーの設定をカーソルモード(画面右下にCURSORと
表示)にしてジョグダイヤルを回すことにより、グループ選択カーソル内に
表示されるサブカーソルを移動できます。このサブカーソルを登録するチ
ャンネルに合わせ、［ENTER］キーを押します。

3. サブカーソルが表示されていない状態で［ENTER］キーを押し、グループの

ENABLE/DISABLEを切り替えます。

ENABLE状態のグループは、グループ番号が反転表示されます。

●グルーピングされたフェーダーの動作
グルーピングされたフェーダーは、グループに登録された時点の相対的なレベル
差(dB値)を保持した動きをします。
例えば、チャンネル1のフェーダーが－10dB、チャンネル2のフェーダーが
－20dBの状態でグルーピングして操作した場合、このレベル差を保持したまま、
フェーダーが動きます。

他のフェーダーの操作によって動作範囲の限界に達したフェーダーはそれ以上動
かず、結果として一時的に相対的なレベル差が小さくなりますが、次にそのフェ
ーダーを操作した時点で登録時のレベル差に戻るよう他のフェーダーレベル(位
置)が変化します。

チャンネル番号

グループ選択カーソル

サブカーソル

グループ番号
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ミュートグループの設定
ミュートグループ設定画面の表示

1.［GROUP］キーを押します。
グループの設定画面が表示されます。

2. 手順1の操作でミュートグループ以外の設定画面が表示されたときは、続け

て［GROUP］キーを押し、ミュートグループ設定画面に切り替えます。
カーソルを画面下部のMute GRPボタンに合わせ、［ENTER］キーを押して
もミュートグループ設定画面に切り替えられます。

3. 入力チャンネルの設定画面表示中に右カーソルキーを押すと、出力チャンネ

ルの設定画面に切り替わります。

4. 出力チャンネルの設定画面表示中に左カーソルキーを押すと、入力チャンネ

ルの設定画面に切り替わります。
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ミュートグループの設定
ミュートグループを設定する

1. ジョグダイヤルを回してグループ選択カーソルを移動させ、グループ番号1～
4の中から設定するグループを選択します。
グループ選択カーソルとは、グループ全体を囲む横長の枠です。グループを
選択すると、そのグループに登録されているチャンネルの［SELECT］キーが
点灯します。

2. チャンネルをグループへ登録します。登録には以下の2通りの方法があります。
■ : グループに登録されている状態
－ : グループに登録されていない状態

qグループに登録するチャンネルの［SELECT］キーを押します(橙点灯)。点
灯しているキーを押すと、グループ登録から解除されます。

w［CURSOR MODE］キーの設定をカーソルモード(画面右下にCURSORと
表示)にしてジョグダイヤルを回すことにより、グループ選択カーソル内に
表示されるサブカーソルを移動できます。このサブカーソルを登録するチ
ャンネルに合わせ、［ENTER］キーを押します。

3. サブカーソルが表示されていない状態で［ENTER］キーを押し、グループの
ENABLE/DISABLEを切り替えます。
ENABLE状態のグループは、グループ番号が反転表示されます。グループは
入力チャンネル、出力チャンネルで共通です。例えば、入力チャンネルの設
定画面で設定を切り替えた場合、出力チャンネルの設定も切り替わります。

●グルーピングされた［ON］キーの動作
グループに登録されたことによるON/OFF状態の変化はありません。グループ登
録されている［ON］キーを押すことにより状態が切り替わります。

チャンネル番号

グループ選択カーソル

サブカーソル

グループ番号
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フェーダーリンク/ステレオの設定
フェーダーリンク/ステレオ設定画面の表示

1.［GROUP］キーを押します。
グループの設定画面が表示されます。

2. 手順1の操作でフェーダーリンク/ステレオ以外の設定画面が表示されたとき

は、続けて［GROUP］キーを押し、フェーダーリンク/ステレオ設定画面に

切り替えます。
カーソルを画面下部のLINK/STRボタンに合わせ、［ENTER］キーを押して
もフェーダーリンク/ステレオ設定画面に切り替えられます。
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フェーダーリンク/ステレオの設定
フェーダーリンク/ステレオを設定する

1. 設定したいチャンネルのLNK/STRボタンにカーソルを合わせて［ENTER］キ

ーを押し、フェーダーリンクまたはステレオを選択します。
LNK : それぞれのチャンネルの設定内容はそのままで、一方のフェーダー

操作にもう一方のフェーダー操作が追従します(フェーダーリンク)
STR: 奇数チャンネルの内容が偶数チャンネルにコピーされ、フェーダー

のレベルも常に同一となります(ステレオ)
コピーされる内容については、54,55ページをご覧ください。

2. フェーダーリンクまたはステレオ設定するチャンネルのON/OFFボタンにカー

ソルを合わせて［ENTER］キーを押し、ONにします。
選択されている機能が「ON」になります。

3. 設定を解除するときは、チャンネルのON/OFFボタンにカーソルを合わせて

［ENTER］キーを押し、OFFにします。
ステレオ設定を解除したときの設定値は、その時点の値が反映されます。
PANの設定値は、C(センター)になります。

ON/OFF
ボタン

LNK/STR
ボタン
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概要
オートメーションとは、外部からのタイムコード入力もしくは内蔵クロックに同
期してミキシング操作を記録・再生する機能です。外部からのタイムコード入力
は、MIDIタイムコード、MIDIクロック、SMPTE(オプション)に対応しています。

オートメーションに記録できるパラメータは以下のとおりです。下記以外のパラ
メータは、オートメーションの初期状態としてメモリーに記録されます。

記録できるパラメータ

INPUT EQ

ダイナミクスON/OFF

チャンネルON

フェーダー

PAN

サラウンド

AUX SEND

AUX RETURN EQ

チャンネルON

フェーダー

PAN

サラウンド

BUS INS ON/OFF

EQ

ダイナミクスON/OFF

チャンネルON

フェーダー

PAN

AUX SEND チャンネルON

フェーダー

MASTER EQ

ダイナミクスON/OFF

チャンネルON

フェーダー

バランス

その他 シーンメモリー

ライブラリー

オートメーションには160KBのメモリーがあり、このメモリーを4つのオートメ
ーションデータ※1、カレントデータ※2、UNDOバッファで共用します。これらの
データは、MIDIを介して外部に出力できますので、外部記録媒体を使用してバ
ックアップが可能です。

オートメーションに記録されているイベント※3は、オフラインで編集することが
できます。

※1 : メモリーに保存したオートメーションをオートメーションデータと呼びます。

※2 : 現在操作しているオートメーションをカレントデータと呼びます。

※3 : オートメーションデータ、カレントデータを構成するパラメータ（フェーダーレベ

ル、イコライザーなど）のひとつひとつをイベントと呼びます。ひとつのオートメ

ーションデータまたはカレントデータの中に、約32,000のイベントを記録できます。
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オートメーションの設定を行う画面には、3種類の画面があり内容は以下のと
おりです。

●オートメーション設定画面（⇒160ページ参照）
オートメーションに記録しないチャンネルの設定、新規オートメーションの作
成、オートメーションデータの保存・呼び出し・消去・名前設定、UNDO機能
の設定、タイムベースの設定を行う画面です。

●オートメーション実行画面（⇒163ページ参照）

オートメーションの記録、再生を行う画面です。

●イベント編集画面（⇒177ページ参照）
カレントデータのイベントをオフラインで編集する画面です。
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オートメーション設定画面について
表示のしかた

1.［AUTOMATION］キーを押します。
オートメーション設定画面が表示されます。

2. 手順1の操作でオートメーション設定画面が表示されなかったときは、続けて

［AUTOMATION］キーを押し、オートメーション設定画面に切り替えます。
カーソルを画面下部のSetupボタンに合わせ、［ENTER］キーを押してもオー
トメーション設定画面に切り替えられます。

画面操作部の働き
●マニュアルチャンネル設定部
オートメーションに記録しないチャンネルを設定します。

チャンネルのボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押すことにより設定
できます。

SEL ALLボタンを選択すると、すべてのチャンネルが選択されます。
CLR ALLボタンを選択すると、選択されているチャンネルが解除されます。
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●カレント部
カレントデータを設定します。

新規オートメーションを作成するときは、NEW MIXボタンにカーソルを合わせ、
［ENTER］キーを押します。この場合、以前に作成したカレントデータは消去
されます。

オートメーションデータを呼び出すと、タイトルと容量(％)が表示されます。

●オートメーションデータ操作部

オートメーションデータの保存・呼び出し・消去・名前設定を行います。

はじめに、カーソルをスクロール部に合わせてジョグダイヤルを回し、オート
メーションデータを選択します。次に、操作したいボタンにカーソルを合わせ
て［ENTER］キーを押します。

RECALLボタン : オートメーションデータを呼び出すボタンです。呼び出
したデータは、カレントデータとしてカレント部に表示
されます。

STOREボタン : カレントデータをオートメーションデータとして保存す
るボタンです。保存したデータは、データ表示部に表示
されます。保存のしかたは、「・DA7のメモリーに保存
する(⇒174ページ)」をご覧ください。

CLEARボタン : 選択したオートメーションデータを消去するボタンです。
NAMEボタン : オートメーションデータの名前を編集するときに選択し

ます。このボタンを選択すると、名前編集画面が表示さ
れます。名前編集画面上の操作は、「・DA7のメモリー
に保存する、手順r(⇒175ページ)」をご覧ください。

STOREボタン

データ表示部

NEW MIXボタンカレントデータ名
カレントデータ容量

NAMEボタンCLEARボタン
RECALLボタン

スクロール部



第12章　オートメーション162

オートメーション設定画面について
●UNDO機能設定部

UNDO機能のENABLE/DISABLE切り替え、UNDOの設定を行います。

各ボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押すことにより設定できます。

UNDO設定ボタン : UNDO機能の「ENABLE/DISABLE」を切り替えるボタ
ンです。
「ENABLE」の場合、UNDOボタン、BUF CLRボタン
の動作が有効になります。

UNDOボタン : 直前のオートメーションデータの消去をともなう操作を
取り消し、消去されたデータを復旧するボタンです。
例えば、オートメーションデータの呼び出し後に実行す
ると、呼び出しにより消去されたカレントデータが復旧
します。

BUF CLRボタン : UNDOバッファの内容を消去するボタンです。

●タイムベース設定部

使用するタイムベースを以下の中から選択します。

タイムベース選択部にカーソルを合わせ、ジョグダイヤルを回してタイムベース
を選択し、［ENTER］キーを押すことにより設定できます。
この設定は、オートメーション実行画面でも行えます。(⇒165ページ参照)

MTC : MIDIタイムコード
MIDI CLK : MIDIクロック
SMPTE : SMPTEタイムコード
INT : 内部クロック

「MTC」または「SMPTE」を選択した場合は、自動的にフレーム検出を行い、
フレーム表示部に表示します。表示する内容は以下とおりです。
ND : 30ノンドロップフレーム/秒
DF : 30ドロップフレーム/秒(29.97フレーム/秒)
25 : 25フレーム/秒
24 : 24フレーム/秒

タイムベース選択部
フレーム表示部

UNDO設定ボタン
BUF CLRボタンUNDOボタン
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オートメーション実行画面について
表示のしかた

1.［AUTOMATION］キーを押します。
オートメーションの画面が表示されます。

2. 手順1の操作でオートメーション実行画面が表示されなかったときは、続け

て［AUTOMATION］キーを押し、オートメーション実行画面に切り替えま

す。
カーソルを画面下部のExecuteボタンに合わせ、［ENTER］キーを押しても
オートメーション実行画面に切り替えられます。

画面操作部の働き
●タイムコード部
タイムコードを表示します。ここに表示されるタイムコードは、画面右上の
「T.C.」部と同じものです。

カレントデータのイベントのタイミングを、タイムコードのスタート時からず
らすときは、オフセット値を設定します。
オフセット値は、カーソルをOFFST設定部に合わせ、ジョグダイヤルで数値を
合わせてから［ENTER］キーを押すことにより設定できます。

タイムベースがMTC、SMPTE、INTのときは、時間、分、秒、フレーム単位
でオフセット値を設定します。タイムベースがMIDI CLKのときは、小節、拍数、
MIDIクロックでオフセット値を設定します。

OFFST設定部
タイムコード表示
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オートメーション実行画面について
●カレント部
カレントデータのタイトルとイベント数を表示します。

●メモリー部
オートメーションデータとUNDOバッファで使用しているメモリーの容量(％)と
イベント数を表示します。

オートメーションのメモリーは、カレントデータ、オートメーションデータ、
UNDOバッファで共有しています。新規にオートメーションを作成する際は、メ
モリーの容量に注意してください。途中でメモリーがなくなった場合は、直前の
動作までを記録するとともに、警告画面を表示します。

●UNDO機能部
UNDO機能の状態表示が「ENABLE」の場合、UNDOの設定を行うことができま
す。UNDO機能のENABLE/DISABLE切り替えについては、162ページをご覧く
ださい。

各ボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押すことにより設定できます。

BUF CLRボタン : UNDOバッファの内容を消去するボタンです。
UNDOボタン : 直前のオートメーションデータの消去をともなう操作を

取り消し、消去されたデータを復旧するボタンです。
例えば、オートメーションデータの呼び出し後に実行す
ると、呼び出しにより消去されたカレントデータが復旧
します。

カレントデータ名 イベント数

UNDOバッファ

オートメーションデータ

UNDOボタン

BUF CLRボタン状態表示

イベント数

容量(％)
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●オートメーション操作部
オートメーション機能のENABLE/DISABLE切り替え、オートメーションの記
録設定を行います。

各ボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押すことにより設定できます。

AUTOMATIONボタン : オートメーション機能のENABLE/DISABLEを切
り替えるボタンです。オートメーションの記録・
再生・編集を行うときは、「ENABLE」に設定し
ます。

RECボタン : オートメーションを記録可能な状態にするボタン
です。

START SCENEボタン : オートメーションの記録を開始する前に、現在の
設定(フェーダー位置、ルーティング、イコライザ
ー、ダイナミクスなど)を記録するボタンです。
データが記録されていないときは、START 
SCENEボタンが点滅表示します。データが記録さ
れると点滅が停止し、記録されたことを示します。

●タイムベース部
使用するタイムベースを以下の中から選択します。ただし、オートメーション
機能が「ENABLE」のときは選択できません。選択したタイムベースにより、
タイムコードの表示が異なります。

タイムベース選択部にカーソルを合わせ、ジョグダイヤルを回してタイムベー
スを選択し、［ENTER］キーを押すことにより設定できます。
この設定は、オートメーション設定画面でも行えます。(⇒162ページ参照)

MTC : MIDIタイムコード
MIDI CLK : MIDIクロック
SMPTE : SMPTEタイムコード
INT : 内部クロック

「MTC」または「SMPTE」を選択した場合は、自動的にフレーム検出を行い、
フレーム表示部に表示します。表示する内容は以下とおりです。
ND : 30ノンドロップフレーム/秒
DF : 30ドロップフレーム/秒(29.97フレーム/秒)
25 : 25フレーム/秒
24 : 24フレーム/秒

START SCENEボタン

状態表示
AUTOMATIONボタン

RECボタン

フレーム表示部タイムベース選択部
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オートメーション実行画面について
●MMC部
外部機器をMIDI制御するボタンとして働きます。また、タイムベースを「INT」
(内部クロック)に設定している場合は、内部クロックを制御するボタンとして働
きます。

各ボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押すことにより設定できます。
［MMC/CURSOR］キーの設定がMMCモードのときは、テンキーおよびカーソ
ルキーで直接操作することもできます。

ロケートボタン : ロケートの実行、ロケートポイントの設定を行います。
(1,2,3,4,5,6) 1ボタンはロケートポイント1、2ボタンはロケートポイ

ント2というように、ボタンの番号とロケートポイントの
番号は同じになります。MMCモード時、テンキーの［1］
～［6］と連動します。(⇒167ページ参照)

PLAYボタン : 再生を行います。内部クロック選択時は、内部クロック
のスタートボタンとして働きます。
MMCモード時、［PLAY］（上カーソル）キーと連動しま
す。

REWボタン : 巻き戻しを行います。
MMCモード時、［REW］（左カーソル）キーと連動します。

FFボタン : 早送りを行います。
MMCモード時、［FF］（右カーソル）キーと連動します。

STOPボタン : 停止を行います。内部クロック選択時は、内部クロック
のストップボタンとして働きます。
MMCモード時、［STOP］（下カーソル）キーと連動しま
す。

REPLAYボタン : 再生を開始した時点に戻り、再生を続けます。
MMCモード時、テンキーの［8］と連動します。

LOOPボタン : 設定したロケートポイント1と2の間を繰り返し再生しま
す。
MMCモード時、テンキーの［9］と連動します。
(⇒167ページ参照)

LOOPボタン
FFボタン

ロケートボタン

REPLAYボタン

STOPボタン

REWボタン

PLAYボタン
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［ロケートポイントの設定］

1. MMCモードになっていることを確認します。
画面右下の表示が「CURSOR」のときは、［MMC/CURSOR］キーを押して
MMCモードにします。

2. テンキーの［7］を押します。
ロケート設定モードになり、ロケートボタンが点滅します。

3. テンキーの［1］～［6］を押し、ロケートポイントを設定します。

カーソルをロケートボタン（1～6）に合わせ、［ENTER］キーを押しても設

定できます。
その時点のタイムコードをロケートポイントとして記憶し、タイムコードを
2秒間点滅表示します。(ロケート設定モードは解除されます。)

［ロケートの実行］

1. MMCモードになっていることを確認します。
画面右下の表示が「CURSOR」のときは、［MMC/CURSOR］キーを押して
MMCモードにします。

2. 呼び出したいロケートポイントの設定されているテンキー（［1］～［6］）を

押します。または、カーソルをロケートボタン（1～6）に合わせて

［ENTER］キーを押します。
そのキー(またはボタン)に設定されているロケートポイントへジャンプしま
す。

［ループの実行］

1. MMCモードになっていることを確認します。
画面右下の表示が「CURSOR」のときは、［MMC/CURSOR］キーを押して
MMCモードにします。

2. テンキーの［9］を押します。または、カーソルをLOOPボタンに合わせて

［ENTER］キーを押します。
ループ機能が有効になります。

3. ロケート1と2の間で［PLAY］（上カーソル）キーを押します。
ロケートポイント1と2の間を繰り返し再生します。

4. ループ動作を解除するときは、再度テンキーの［9］を押します。カーソル

をLOOPボタンに合わせ、［ENTER］キーを押しても解除できます。

ロケートボタン

LOOPボタン
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オートメーション実行画面について
●パラメータ設定部

オートメーションに記録するパラメータを選択します。

パラメータ設定部の各ボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押すことに
より選択できます。

MMCモード時は、［SHIFT］（0）キーを押しながら、テンキーの［1］～［7］、
［9］を押すことにより、直接パラメータの設定ができます。
パラメータ設定部の各ボタンとテンキーの配置は対比しています。例えば、テン
キーの［7］はEQボタンとして働きます。

AUXセンドは、AUXチャンネル選択部にカーソルを合わせてジョグダイヤルを
回すことにより、チャンネルを設定できます。「ALL」は、すべてのチャンネル
を表します。

FADER : フェーダー
CH : チャンネルON
EQ : イコライザー
PAN/SURR : パン/サラウンド
AUX SND : AUXセンド
LIB : ライブラリー
SCENE : シーンメモリー
MISC : 上記以外の項目
SEL ALL : すべてのパラメータを一括で選択します
CLR ALL : 選択されているパラメータを解除します

AUXチャンネル選択部
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●フェーダーエディットモード設定部

フェーダーに関するイベント記録について、既存データとの関係およびパンチ
アウト後の前回データとの接続モードを設定します。

フェーダーエディットモード設定部の各ボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］
キーを押すことにより設定できます。

フェードモード選択時は、時間設定部にカーソルを合わせてジョグダイヤルを
回し、フェード時間を設定します。

RELATIVE : パンチイン/アウト間は、フェーダーは0dBの位置を基準と
して、そこからの差分を既存データに加えていきます
(相対値モード)

ABSOLUTE : 新規のフェーダーイベントを直接上書きします
(絶対値モード)

FADE : パンチアウト時の前回データとの差分を、設定された時間を
かけてなめらかに変化させます(フェードモード)

●オートパンチイン機能設定部

オートパンチイン機能とは、オートメーションを記録している状態でフェーダ
ーを操作すると、操作したフェーダーのチャンネルにあるオートメーションに
記録可能なパラメータを自動的に記録する機能です。

カーソルをAUTO PUNCH INボタンに合わせ、［ENTER］キーを押すことによ
り設定できます。押された状態(反転表示)がONです。

AUTO PUNCH INボタン

ABSOLUTEボタン
時間設定部

RELATIVEボタン
FADEボタン
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オートメーションの基本操作
オートメーションを記録する

●準備
1. オートメーションを始める前に、タイムコード・マスター機器（SMPTE、

MTC、MIDIクロックなど）との接続を行い、基本的なルーティング、イコラ

イザーやダイナミクスを設定します。
オートメーションを始めてからでも変更することはできます。

2.［AUTOMATION］キーを押し、オートメーション設定画面を表示します。

オートメーション設定画面以外の画面が表示されたときは、続けて

［AUTOMATION］キーを押しオートメーション設定画面に切り替えます。
この画面で、オートメーションの基本的な設定を行います。

3. これから行うミキシング操作でオートメーションに記録したくないチャンネ

ルがあるときは、マニュアルチャンネル設定部の該当するボタンにカーソル

を合わせ、［ENTER］キーを押します。
設定したチャンネルのボタンは、反転表示になります。

4. NEW MIXボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押します。
この操作を行うと、以前に作成したカレントデータは消去されます。消去し
たくないときは、DA7のメモリーへオートメーションデータとして保存して
ください。(⇒174ページ、オートメーションの保存を参照)

マニュアル
チャンネル設定部

NEW MIXボタン
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5. タイムベースを設定します。タイムベース選択部にカーソルを合わせ、ジョ

グダイヤルを回してタイムベースを選択し、［ENTER］キーを押します。
選択するタイムベースは、接続したタイムコード・マスター機器のフォーマ
ット(SMPTE、MTC、MIDIクロックなど)に合わせます。

6. タイムコード・マスターになる機器を動作させ、画面右上のT.C.カウンター

にタイムコード・マスター機器と同じタイムコードが表示されるか確認しま

す。

また、手順5のタイムベース設定で、「SMPTE」または「MTC」を選択した

場合、自動的にフレーム検出を行いますので、検出結果がフレーム表示部に

表示されるか確認します。フレーム検出ができない場合は「－－」と表示さ

れます。
タイムコードの表示が正しくされないときは、タイムコード・マスター機器
との接続確認、タイムコード・マスター機器のタイムコード出力設定を確認
してください。
タイムコードが正しく表示されないと、次のステップに進めません。

●オートメーションの記録
7.［AUTOMATION］キーを押し、オートメーション実行画面を表示します。

タイムベース選択部
フレーム表示部

T.C.カウンター

フレーム表示部
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オートメーションの基本操作
8. START SCENEボタンにカーソルを合わせて［ENTER］キーを押し、

STARTSCENEを登録します。
START SCENEにデータが登録されていないときは、START SCENEボタン
が点滅表示しています。データが登録されると点滅が停止し、記録されたこ
とを表します。
START SCENEには、現在のフェーダー位置、ルーティング、イコライザー
やダイナミクスの設定などが登録されます。オートメーションの記録を始め
てから、START SCENEの設定を変更したくなったときは、再びこの操作を
繰り返すことにより、START SCENEの上書き登録が行えます。

9. オートメーションに記録するパラメータを選択します。パラメータ設定部の

各ボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押すことにより設定できま

す。

MMCモード時は、［SHIFT］（0）キーを押しながら、テンキーの［1］～［7］、

［9］を押すことにより、直接パラメータの設定ができます。パラメータの

各ボタンとテンキーの配置は対比しています。例えば、テンキーの［7］は

EQボタンとして働きます。

10. フェーダーエディットモードを「ABSOLUTE」に設定します。ABSOLUTE

ボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押すことにより設定できます。
これは、フェーダーのイベントを絶対値で記録するモードです。

11. オートパンチイン機能を「OFF」（AUTO PUNCH INボタンが押されていな

い状態）に設定します。
オートパンチイン機能は便利な機能ですが、不意にさわってしまったフェー
ダーもオートメーションに記録されてしまいますので、基本オートメーショ
ン操作になれてから使用することをおすすめします。
オートパンチイン機能については、169ページをご覧ください。

START SCENEボタン

パラメータ設定部

ABSOLUTEボタン

AUTO PUNCH INボタン
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12. コントロールパネルのアサイン操作表示部にある［AUTOMATION/AUX］

キーを押し、オートメーション機能を「ENABLE」にします。

AUTOMATIONボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押しても設定

できます。

13. RECボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押します。

MMCモード時は、［REC］（CURSOR MODE）キーで操作できます。また、

フットスイッチを接続していれば、フットスイッチからも操作できます。
これで、オートメーションへの記録が可能な状態になります。

14. オートメーションに記録するチャンネルの［SELECT］キーを押します。
選択したチャンネルの「SEL/MAN」LEDが赤点灯します。［SELECT］キ
ーは、オートメーション実行中でも自由にON/OFFできます。
ここまでの操作で、オートメーションの記録準備が整いました。

15. オーディオ・マスター機器を、オートメーション記録したい最初のパート

からスタートします。そして、チャンネルON/OFFやフェーダーを操作して

ミキシング操作を記録します。

16. 途中からミキシング操作の記録をやり直したいときは、オーディオ・マス

ター機器を止めて、すべてのチャンネルの［SELECT］キーを「OFF」にし

ます。

次に、ミキシング記録をやり直したい少し手前からオーディオ・マスター

機器をスタートさせます。やり直したい部分にきたら、チャンネルの

［SELECT］キーを押し、ミキシング操作を記録させます。

やり直したいチャンネルがたくさんある場合は、一度RECボタンを「OFF」

にしてから、やり直したいチャンネルの［SELECT］キーを「ON」にして

おき、やり直したい部分にきたらRECボタンを「ON」にして、ミキシング

操作を記録させることもできます。

GREEN
AUX

AUTO-       
MATION   

RED

AUTOMATION/AUXキー(赤点灯)

AUTOMATIONボタン(反転表示)

ENABLE表示

RECボタン
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オートメーションの基本操作
17. ひととおりオートメーションの記録が終わったあとで、ヴォーカル・チャン

ネル・フェーダーの動きはそのままで、レベルだけ変更したくなることがよ

くあります。このようなときは、フェーダーエディットモードを

「RELATIVE」に設定して修正することをおすすめします。

このモードでは、オートメーションの記録が可能な状態になると、フェーダ

ーは「0dB」に移動します。そして、0dBから動かしたレベルを元のフェー

ダーレベルにオフセット加算させます。従って、元のフェーダー操作のデー

タはそのままで、フェーダーレベルだけを変更できます。

また、このモードで加えたフェーダーデータは、次のシーン・チェンジがあ

るまで有効になりますので、修正するレベルが確定した時点で記録をストッ

プしても、そこから以降のオートメーションデータにも操作したレベルが反

映されます。

18. 納得のいくミキシングができあがったら、トラック・ダウンするレコーダー

機器に録音します。
これでミキシング作業は終了です。

●オートメーションの保存
19. あとでミキシングを修正する可能性がある場合は、記録したオートメーショ

ンを保存しておく必要があります。保存のしかたには、以下に示す4とおり

の方法があります。

・DA7のメモリーに保存する

オートメーション設定画面で、DA7のメモリーにオートメーションデータ
として保存する方法です。DA7のメモリーを有効活用する意味では、一時
的な保存方法として使用することをおすすめします。
保存手順は以下のとおりです。

q［AUTOMATION］キーを押し、オートメーション設定画面に切り替え
ます。

wカーソルをスクロール部に合わせてジョグダイヤルを回し、保存するデ
ータ番号を選択します。

e［STORE］キーを押すか、カーソルをSTOREボタンに合わせて
［ENTER］キーを押します。

RELATIVEボタン

スクロール部

カレントデータ

STOREボタン
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r保存するデータに名前をつけます。（最大10文字まで）

・カーソルキーで文字を選択し、［ENTER］キーを押すと文字が入力さ
れます。Shiftボタンを選択すると、入力できる文字の種類が切り替
わります。

・テンキーで文字を入力することもできます。例えば、「C」という文
字を入力するときは、テンキーの［ABC 2］キーを3回押します。
次に［ABC 2］キー以外のキーを押した時点で確定されます。

・入力文字表示部のカーソルは、ジョグダイヤルを回すことにより移
動します。入力した文字にカーソルを合わせ、文字入力を行うと上
書きされます。また、DELボタンを選択すると、カーソル部の文字
が削除されます。

・文字の入力が完了したら、OKボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］
キーを押します。これで、オートメーションデータの保存が完了し
ます。

・Cancelボタンを選択した場合は、保存操作が無効となります。

・ホストコンピュータに保存する

バルクアウトモードを使用し、DA7のTO PC端子からコンピュータにデ
ータを送信し、保存する方法です。この場合の保存先は、コンピュータ
の記録媒体(ハードディスク、フロッピーディスクなど)になります。
バルクアウトについては、128ページをご覧ください。

・MIDIレコーダー（MIDIファイラー）に保存する

バルクアウトモードを使用し、DA7のMIDI OUT端子からMIDIレコーダー
(MIDIファイラー)にデータを送信し、保存する方法です。この場合の保存
先は、MIDIレコーダー(MIDIファイラー)の記録媒体になります。
バルクアウトについては、128ページをご覧ください。

・リアルタイムでMIDIレコーダー（MIDIファイラー）に保存する

オートメーションデータをコントロールチェンジデータとして、DA7の
MIDI OUT端子からMIDIレコーダー(MIDIファイラー)にデータを送信し、
保存する方法です。この場合の保存先は、MIDIレコーダー(MIDIファイラ
ー)の記録媒体になります。

入力文字表示部
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基本操作
オートメーションを再生する

AUTOMATIONボタンが「ENABLE」のときにタイムコードを開始すれば、記録
したオートメーションのイベントが再生されます。

オートメーション記録中の便利な機能（MMCモード時）
●AUXセンド状態を確認する
オートメーションの記録を中断せずに、AUXセンド状態を確認できます。

［SHIFT］（0）キーを押しながら［AUTOMATION/AUX］キーを押すことにより、
アサイン表示LEDがAUXセンド状態を表示します。

●操作するチャンネルを選択する
オートメーションの記録中に、オートメーションに記録しないチャンネルを選択
し、イコライザーなどの設定をすることができます。

［SHIFT］（0）キーを押しながら、操作したいチャンネルの［SELECT］キーを
押すことにより、チャンネルを選択できます。

ENABLE表示

GREEN
AUX

AUTO-       
MATION   

RED

SHIFT

REPLAY

1 ABC 2 DEF 3

GHI 4 JKL 5 MNO 6

PORS 7

SET

TUV 8

# 0

WXY 9

LOOP

LOCATE

LOOP

AUTOMATION/AUXキー

SHIFTキー

SOLO

FLIP

SELECT

ON

SHIFT

REPLAY

1 ABC 2 DEF 3

GHI 4 JKL 5 MNO 6

PORS 7

SET

TUV 8

# 0

WXY 9

LOOP

LOCATE

LOOP

SELECTキー

SHIFTキー
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イベントのオフライン編集
イベントのオフライン編集では、カレントデータ内のイベントの移動、追加、
削除等の編集を行います。

エディットチャンネルやエディットパラメータを指定することで、カレントデ
ータの中から指定した項目のみを表示できますので、編集を効率的に行えます。

イベント編集画面の表示
1.［AUTOMATION］キーを押します。
オートメーションの画面が表示されます。

2. 手順1の操作でイベント編集画面が表示されなかったときは、続けて

［AUTOMATION］キーを押し、イベント編集画面に切り替えます。
カーソルを画面下部のEvt Editボタンに合わせ、［ENTER］キーを押しても
イベント編集画面に切り替えられます。

画面操作部の働き
●エディットチャンネル設定部
編集するチャンネルを選択します。

チャンネルのボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押すことにより設
定できます。

SEL ALLボタンを選択すると、すべてのチャンネルが選択されます。
CLR ALLボタンを選択すると、選択されているチャンネルが解除されます。
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イベントのオフライン編集
●エディットパラメータ設定部
編集するパラメータを選択します。

エディットパラメータ設定部の各ボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを
押すことにより選択できます。

MMCモード時は、［SHIFT］（0）キーを押しながら、テンキーの［1］～［7］、
［9］を押すことにより、直接パラメータの設定ができます。
エディットパラメータ設定部の各ボタンとテンキーの配置は対比しています。例
えば、テンキーの［7］はEQボタンとして働きます。

AUXセンドは、AUXチャンネル選択部にカーソルを合わせてジョグダイヤルを
回すことにより、チャンネルを設定できます。「ALL」は、すべてのチャンネル
を表します。

FADER : フェーダー
CH : チャンネルON
EQ : イコライザー
PAN/SURR : パン/サラウンド
AUX SND : AUXセンド
LIB : ライブラリー
SCENE : シーンメモリー
MISC : 上記以外の項目
SEL ALL : すべてのパラメータを一括で選択します
CLR ALL : 選択されているパラメータを解除します

AUXチャンネル選択部
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●イベントシート編集部
イベントシートの編集を行います。シートの編集は、イベントの挿入・削除・
コピーです。イベントシートには、エディットチャンネル設定部で選択したチ
ャンネルの、エディットパラメータ設定部で選択したパラメータが表示されま
す。

編集するイベントは、イベントシートのスクロール部にカーソルを合わせて、
ジョグダイヤルを回すことにより選択できます。

INS、DEL、CUT、COPY、PASTEの各ボタンは、カーソルを合わせ、
［ENTER］キーを押すことにより設定できます。

INS : 選択したイベントと同じタイムコード(TIME)で
「PARAMETER」、「DATA」、「CH」の各項目が空欄のイ
ベントが挿入されます。カーソルは「PARAMETER」に
移動し、選択したイベントが通常表示に戻ります。

DEL : 選択したイベントが削除されます。
CUT : 選択したイベントが削除(カット)され、コピーバッファに

コピーされます。
カットした内容は、ジョグダイヤルで貼り付け先(イベン
ト)を指定し、PASTEボタンにカーソルを合わせて
［ENTER］キーを押すことにより、指定したイベントと同
じタイムコード(TIME)でイベントシーンに挿入されます。

COPY : 選択したイベントの内容をコピーバッファにコピーしま
す。選択したイベントは通常表示に戻ります。
コピーした内容は、ジョグダイヤルを回してコピー先を指
定し、PASTEボタンにカーソルを合わせて［ENTER］キ
ーを押すことにより、指定先に上書きコピーされます。

TIME : イベントのタイムコードが表示されます。
PARAMETER : イベントのパラメータが表示されます。
DATA : パラメータのデータが表示されます。
CH : イベントのチャンネルが表示されます。

CUTボタン

COPYボタン
PASTEボタン

スクロール部イベントシート

INSボタン

DELボタン
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イベントのオフライン編集
イベントをオフライン編集する

1. エディットチャンネル設定部のボタンにカーソルを合わせて［ENTER］キー
を押し、編集するチャンネルを選択します。

2. エディットパラメータ設定部のボタンにカーソルを合わせて［ENTER］キー
を押し、編集するパラメータを選択します。
MMCモード時は、［SHIFT］（0）キーを押しながらテンキーの［1］～［7］,
［9］を押すことにより、直接パラメータを選択できます。(⇒178ページ参照)

3. イベントシートのスクロール部にカーソルを合わせてジョグダイヤルを回し、
編集するイベントを選択します。ある範囲のイベントを選択するときは、範
囲の開始点で［ENTER］キーを押しながらジョグダイヤルを回し、終了点で
［ENTER］キーを離すことにより、複数のイベントを同時に選択できます。

4. イベントシートのスクロール部にカーソルがある状態で、カーソルキーの
［左］または［右］キーを押すと、「TIME」、「PARAMETER」、「DATA」、
「CH」の各項目にカーソルが移動します。編集したい項目にカーソルを合わ
せ、ジョグダイヤルを回して編集し、［ENTER］キーを押して確定します。

qTIME（タイムコード）
時間、分、秒、フレームの調整ができます。
MIDIクロック時は小節のみ調整可能で、拍子は設定できません。ただし、
12ポイントまで拍子を変更でき、「BEAT CHG1～12」の「TIME」で変更
ポイントを、「DATA」で拍子を設定します。

wPARAMETER（パラメータ）
イベントのパラメータを編集します。編集可能なパラメータがスクロール
表示されます。

eDATA（データ）
パラメータのデータを調整します。数値データはジョグダイヤルだけでな
く、テンキーで数値入力し［ENTER］キーを押しても設定できます。

rCH（チャンネル）
イベントのチャンネルを編集します。編集可能なチャンネルがスクロール
表示されます。

5. イベントの挿入、削除、コピーを行う場合は、INSボタン、DELボタン、CUT
ボタン、COPYボタン、PASTEボタンを選択し、編集を行います。
詳しくは、前ページをご覧ください。

エディットチャンネル設定部

エディットパラメータ設定部

イベントシート スクロール部
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概要
DA7では、ほとんどの設定状態(ミックスシーン)をシーンメモリーとして50パタ
ーンまで記録できます。また、記録したシーンメモリーは、キー操作または
MIDIプログラムチェンジにより、瞬時に呼び出すことができます。

シーンメモリーの設定には、リード/ライト画面とフェードタイム設定画面があ
り、内容は以下のとおりです。

●リード/ライト画面（⇒183ページ参照）
シーンメモリーへの書き込み、呼び出しおよびシーンメモリーの設定をする画面
です。また、シーンメモリー呼び出し時に、メモリー内容を呼び出さないチャン
ネルを設定します。

●フェードタイム設定画面（⇒187ページ参照）
シーンメモリー呼び出し時に、カレントとシーンメモリーでフェーダーレベルが
異なる場合など、フェーダーを連続的に変化させるフェード機能を設定する画面
です。
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シーンメモリーの呼び出し、書き込み
シーンメモリーの呼び出し

1.［READ］キーを押します。
MEMORY番号表示LEDが点滅し、リード/ライト画面が表示されます。

2. ジョグダイヤルを回して、MEMORY番号表示LEDに表示される番号から呼
び出すメモリー番号を選択し、［ENTER］キーを押します。
選択した番号のシーンメモリーが呼び出され、MEMORY番号表示LEDが点
滅から点灯に変わります。

3. リード/ライト画面上で操作するときは、メモリー番号選択部にカーソルを合
わせてジョグダイヤルを回し、メモリー番号を選択します。
次にREADボタンにカーソルを合わせて［ENTER］キーを押します。

4. 呼び出す内容を設定するときは、READパラメータ部の各ボタンにカーソル
を合わせて［ENTER］キーを押します。
初期状態は、すべて選択された状態です。

FADER : フェーダーのみを呼び出します
FDR GRP : フェーダーグループのみを呼び出します
MUTE GRP : ミュートグループのみを呼び出します
EQ : イコライザーのみを呼び出します
DYN : ダイナミクスのみを呼び出します
OTHERS : 上記以外の設定を呼び出します
SEL ALL : 全パラメータを選択します
CLR ALL : 選択されているパラメータを解除します

メモリー番号選択部

READボタン

READパラメータ部
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シーンメモリーの呼び出し、書き込み
リードプロテクトチャンネルの設定

シーンメモリー呼び出し時に、メモリー内容を呼び出さないチャンネルを設定し
ます。

1.［SELECT］キーを押すか、プロテクトチャンネル選択部のチャンネルボタン

にカーソルを合わせて［ENTER］キーを押し、チャンネルを選択します。
選択したチャンネルは反転表示されます。

2. すべてのチャンネルを呼び出さないときは、SEL ALLボタンにカーソルを合わ

せて［ENTER］キーを押します。

3. 選択されているチャンネルをすべて解除するときは、CLR ALLボタンにカー

ソルを合わせて［ENTER］キーを押します。

シーンメモリーの書き込み
1.［WRITE］キーを押します。
MEMORY番号表示LEDが点滅し、リード/ライト画面が表示されます。

2. ジョグダイヤルを回して、MEMORY番号表示LEDに表示される番号から書き

込むメモリー番号を選択し、［ENTER］キーを押します。
選択した番号のシーンメモリーに現在の設定状態が書き込まれ、MEMORY番
号表示LEDのドットが点灯します。

3. リード/ライト画面上で操作するときは、メモリー番号選択部にカーソルを合

わせてジョグダイヤルを回し、メモリー番号を選択します。

次にWRITEボタンにカーソルを合わせて［ENTER］キーを押します。

WRITEボタン

メモリー番号選択部
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シーンメモリータイトルの入力

1. NAMEボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押します。
タイトル入力画面が表示されます。

2. シーンメモリーのタイトルを入力します。（最大10文字まで）

qカーソルキーで文字を選択し、［ENTER］キーを押すと文字が入力されま
す。Shiftボタンを選択すると、入力できる文字の種類が切り替わります。

テンキーで文字を入力することもできます。例えば、「C」という文字を入
力するときは、テンキーの［ABC 2］キーを3回押します。次に［ABC 2］
キー以外のキーを押した時点で確定されます。

入力文字表示部のカーソルは、ジョグダイヤルを回すことにより移動しま
す。入力した文字にカーソルを合わせ、文字入力を行うと上書きされます。
また、DELボタンを選択すると、カーソル部の文字が削除されます。

w文字の入力が完了したら、OKボタンにカーソルを合わせ［ENTER］キー
を押します。

Cancelボタンを選択した場合は、入力した名前が無効となります。

NAMEボタン

入力文字表示部
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シーンメモリーの呼び出し、書き込み
シーンメモリーのプロテクト

選択されているシーンメモリーのプロテクト状態を表すとともに、プロテクトの
ON/OFF設定を行います。
プロテクトがON(PROTECTボタンが押されている状態)のメモリー番号に対して
は、書き込みの実行はできません。

1. ジョグダイヤルを回し、メモリー番号選択部からプロテクトをしたいシーン

メモリー番号を選択します。

2. カーソルをPROTECTボタンに合わせ、［ENTER］キーを押します。

PROTECTボタン

メモリー番号選択部
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フェードタイムの設定
1. リード/ライト画面下部のXFadeボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キー

を押します。
フェードタイム設定画面に切り替わります。

2.［SELECT］キーを押すか、フェードチャンネル選択部のチャンネルボタン

にカーソルを合わせて［ENTER］キーを押し、チャンネルを選択します。
選択したチャンネルは反転表示されます。
SEL ALLボタンを選択すると、すべてのチャンネルが選択されます。
CLR ALLボタンを選択すると、選択されているチャンネルが解除されます。

3. ジョグダイヤルを回し、フェードタイムを設定します。
時間は0～3secの間で設定します。0secに設定した場合、フェード機能は
OFF扱いとなります。

フェードチャンネル選択部
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概要
モニター/ユーティリティの設定では、モニター関連の動作モード、オシレータ
の設定、バッテリー残量表示、ミキサーの動作モード、キーロック機能、フェー
ダーレイヤーの設定などを行います。

モニターの設定は、「モニター設定画面」で行います。
ユーティリティは、3種類の設定画面があり、内容は以下のとおりです。

●モニター設定画面（⇒191ページ参照）
トークバック、ディマー、サラウンドモニター、SOLOモニターの動作モード設
定および状態を表示する画面です。

●オシレータ設定/バッテリー点検画面（⇒195ページ参照）
オシレータのソースおよび送出の選択・設定と、バッテリーの残量を表示する画
面です。

●ユーザーコンフィグ画面（⇒197ページ参照）
ミキサーの動作モードおよびキーロック機能のロック範囲を設定する画面です。

●ユーザーカスタマイズ画面（⇒202ページ参照）
フェーダーレイヤーのユーザーカスタマイズレイヤーのアサイン状態表示および
設定を行う画面です。
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モニターの設定
モニター設定画面の表示

［SOLO MONITOR］キーを押すと、モニター設定画面が表示されます。

トークバックの設定
トークバックのアサイン先を設定します。

トークバックアサイン部のボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押す
ことにより設定できます。

SLATE : BUS1～8,マスターL/Rの全チャンネルに出力します
MONI B : モニターB(スタジオ)に出力します
ALL AUX : AUX1～6の全チャンネルに出力します

トークバックのON/OFFは、［TALK BACK ON］キーもしくは後面のFOOT
SWで設定します。トークバックがONしている間は、AUXリターンの6チャン
ネルがトークバック入力に切り替わり、ラインインプットは無効になります。

ALL AUXボタン

MONI Bボタン

SLATEボタン
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モニターの設定
ディマーのON/OFF設定

モニターA系統のレベルを－12dBします。

DIMボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押すことによりON/OFFを設
定できます。

サラウンドモニターの設定
サラウンドモニターモードをONにすると、BUS1～6のポストフェーダーレベル
をモニターA、モニターB、AUX3～6、マスターL/Rに出力し、サラウンドモニ
ターが可能となります。また、レベルを一括でコントロールできます。

1. ON/OFFボタンにカーソルを合わせて［ENTER］キーを押し、サラウンドモ

ニターのON/OFFを設定します。

2. カーソルをAUX/MONボタンに合わせて［ENTER］キーを押し、モニター先

を選択します。
AUX : モニターA、AUX3～6
MON: モニターA、モニターB、マスターL/R

3. カーソルが、SOLOレベル調整ノブ以外のところにある時にジョグダイヤルを

回し、レベルを調整します。
レベル値表示ボックスに調整した値が表示されます。

DIMボタン

MASTERレベル調整ノブ

レベル値表示ボックス

ON/OFFボタン

AUX/MONボタン

AUX MON
BUS1 モニターA L モニターA L
BUS2 モニターA R モニターA R
BUS3 AUX3 モニターB L
BUS4 AUX4 モニターB R
BUS5 AUX5 マスターL
BUS6 AUX6 マスターR
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SOLOモニターの設定
SOLOモニターのモード設定とSOLOレベルの調整を行います。

●ソロポイントを選択する
ポジション選択部のボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押すことに
より設定できます。工場出荷時は、「IN PLACE」に設定されています。

PFL : プリフェーダーの［ON］キー前の信号をモニターする
AFL : ポストフェーダー信号をモニターする
IN PLACE : PAN効果を含めた信号をモニターする

●ソロのモニターモードを選択する

モード選択部のボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押すことにより
設定できます。工場出荷時は、SOLOに設定されています。

SOLO : 最後に押した［SOLO］キーのチャンネルのみモニターできます
MIX :［SOLO］キーで選択した全チャンネルをミックスしてモニターで

きます

●ソロのON/OFFを設定する

ON/OFFボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押すことにより設定で
きます。

MIXボタン

SOLOボタン

IN PLACEボタン

PFLボタン

AFLボタン

ON/OFFボタン
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モニターの設定
●ソロのモニターレベルを調整する

ジョグダイヤルを回すことにより調整できます。ただし、サラウンドモニターモ
ードに設定されている場合は、カーソルをSOLOレベル調整ノブに合わせてジョ
グダイヤルを回すことにより調整できます。

調整された値は、レベル値表示ボックスに表示されます。

●モニターチャンネルを設定する

SOLO系統をモニター側から選択します。ソロポイント、モニターモード、ソロ
レベル、ソロクリアはすべてソロの設定に依存します。

モニターチャンネル選択部から選択するチャンネルのボタンにカーソルを合わ
せ、［ENTER］キーを押すことにより設定できます。

CLR ALLボタンにカーソルを合わせて［ENTER］キーを押すと、チャンネルの
選択が解除されます。

SOLOレベル調整ノブ

レベル値表示ボックス



第14章　モニター/ユーティリティ195

オシレータの設定、バッテリーの確認
オシレータ設定/バッテリー点検画面の表示

1.［UTILITY］キーを押します。
ユーティリティの設定画面が表示されます。

2. 手順1の操作でオシレータ設定/バッテリー点検以外の画面が表示されたとき

は、続けて［UTILITY］キーを押し、オシレータ設定/バッテリー点検画面に

切り替えます。
画面下部のOSC/BATTボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押して
もオシレータ設定/バッテリー点検画面に切り替えられます。
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オシレータの設定、バッテリーの確認
オシレータの設定

1. ソース選択部から、オシレータ出力する信号のボタンにカーソルを合わせ、

［ENTER］キーを押します。

2. アサイン選択部から、信号送出先のボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］

キーを押します。

3. ON/OFFボタンにカーソルを合わせて［ENTER］キーを押し、ONにします。
信号が選択したバスに出力されます。

4. 信号レベルを調整するときは、ジョグダイヤルを回します。
調整した値がレベル値表示ボックスに表示されます。

バッテリーの確認
バッテリーの残量と状態を表示します。

状態表示部に表示される内容は以下のとおりです。

BATTERY OK : 十分に残量がある状態
LOW BATTERY! : バッテリーの交換時期が近い状態
BATTERY EMPTY!! : バッテリー交換しないとメモリーデータが保証でき

ない状態

※バッテリーの交換は、販売店に依頼してください。

残量表示部
状態表示部

ソース選択部

ON/OFFボタン

アサイン選択部

レベル値表示ボックス

レベル調整ノブ
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ミキサーの動作モード、キーロック機能の設定
ユーザーコンフィグ画面の表示

1.［UTILITY］キーを押します。
ユーティリティの設定画面が表示されます。

2. 手順1の操作でユーザーコンフィグ以外の画面が表示されたときは、続けて

［UTILITY］キーを押し、ユーザーコンフィグ画面に切り替えます。
画面下部のConfigボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押してもユ
ーザーコンフィグ画面に切り替えられます。
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ミキサーの動作モード、キーロック機能の設定
ミキサーの動作モード設定

動作モード設定部にある各項目のON/OFFボタンにカーソルを合わせて
［ENTER］キーを押すことにより設定できます。

設定内容は以下のとおりです。

qAUTO DISP CHANGE
ディスプレイチェンジモードの設定です。工場出荷時の設定は、「OFF」です。
ONの場合 :
・イコライザー操作部のノブ操作、［EQ］キーを除くキー操作でイコライザー
設定画面に自動切替します。
・パン/バス アサイン操作部のノブ操作、キー操作でパン/サラウンドの設定
画面に自動切替します。
・ダイナミクス/ディレイ操作部のノブ操作、キー操作でダイナミクス設定画
面に自動切替します。
・AUX操作部のノブ操作、［FADER CONTROL］キーを除くキー操作でチャ
ンネル設定画面に自動切替します。

OFFの場合 :
・イコライザー操作部のゲイン調整ノブを押すことにより、イコライザー設定
画面に切り替わります。
・パン/バス アサイン操作部のPAN調整ノブを押すことにより、パン/サラウ
ンドの設定画面に切り替わります。
・ダイナミクス/ディレイ操作部のRATIO,RLS,GAIN調整ノブを押すことによ
り、ダイナミクス設定画面に切り替えます。
・AUX操作部のLEVEL ON/OFFノブを押すことにより、チャンネル設定画面
に切り替わります。

wAUTO CHANNEL SELECT
フェーダーを動かしたチャンネルを自動的に選択する機能の設定です。工場出
荷時の設定は、「OFF」です。
ON : フェーダーを動かしたチャンネルを自動的に選択します
OFF : チャンネルを選択しません

eDYN RANGE dBFS
ダイナミクス設定画面における特性グラフのレンジを切り替えます。工場出
荷時の設定は、「ON」です。
ON : 0～－100dBFS(0dB＝デジタルフルスケール)
OFF : マスターおよびBUS ＋18～－82dBu、インプット ＋24～－76dBu
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rMOTOR FADER

モーターフェーダーの設定です。工場出荷時の設定は、「ON」です。
ON : モーターフェーダーが動作します
OFF : フェーダーは手動操作以外では動作しません

tTALK BACK SW LOCK

［TALK BACK ON］キーの動作を設定します。
工場出荷時の設定は、「OFF」です。
ON :［TALK BACK ON］キーを一度押すとトークバック状態になり、再

度押すとトークバックが解除されます(ラッチ動作)
OFF :［TALK BACK ON］キーを押している間だけトークバック状態にな

ります(アンラッチ動作)

yRMT SW POLARITY REV

接続するフットスイッチのポラリティを合わせる設定です。工場出荷時の設定
は、「OFF」です。
ON : ポラリティが「リバース」のフットスイッチを接続する場合
OFF : ポラリティが「ノーマル」のフットスイッチを接続する場合

uSYNC WARNING

デジタル音声信号の同期警告設定です。2 TR IN、AUX1,2、スロット1,2,3
に入力された信号のクロックがミキサーのマスタークロックと同期がとれて
いないときに警告表示を出します。工場出荷時の設定は、「ON」です。
ON : 警告表示を出します　　　OFF : 警告表示を出しません

i10KEY SCENE RECALL

テンキーをシーンメモリーの呼び出しキーとして動作させます。この場合テン
キーは、シーンメモリー番号1～10に対応します。工場出荷時の設定は、
「OFF」です。
ON : ダイレクトテンキーモードが動作します
OFF : ダイレクトテンキーモードが動作しません

oSAVE CONFIRMATION

メモリー書き込み時の確認表示設定です。ライブラリー、オートメーション
イベントの書き込み時に、タイトル入力の確認表示を出します。
工場出荷時の設定は、「OFF」です。
ON : 確認表示を出します　　　OFF : 確認表示を出しません

!0LOAD CONFIRMATION

メモリー呼び出し時の確認表示設定です。シーンメモリー、ライブラリー、
オートメーションイベントの呼び出し時に、実行するか確認表示を出します。
工場出荷時の設定は、「OFF」です。
ON : 確認表示を出します　　　OFF : 確認表示を出しません

!1RAMSA NET PROGRAM CHG

シリアルポート端子(TO PC、RS-422/485)でRAMSAネットのプログラムチ
ェンジコマンドを使用する場合の設定です。工場出荷時の設定は、「OFF」です。
ON : RAMSAネットを使用する場合
OFF : RAMSAネットを使用しない場合
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ミキサーの動作モード、キーロック機能の設定
キーロックの設定

コントロールパネル面のキー操作を無効にする機能をキーロック機能といいま
す。ここでは、キーロック機能のロック範囲について設定します。

この設定は、MIDI通信でも行えます。

●暗証番号について
キーロックの設定・解除には、 4桁の暗証番号を使用します。暗証番号が一致し
ないと、キーロックの設定・解除はできません。

工場出荷時は暗証番号が設定されていませんので、この状態ではキーロックの設
定・解除の操作が行えます。

操作をする前に暗証番号を設定してください。カーソルをNEW PASSWORD欄
に合わせてテンキーで4桁の数字を入力し、［ENTER］キーを押すことにより設
定できます。

NEW PASSWORD欄
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●キーロックを設定する

1. PASSWORD欄にカーソルを合わせ、テンキーで暗証番号を入力し、

［ENTER］キーを押します。
正しい暗証番号が入力されるまでは、キーロックの設定を行うことができま
せん。

2. ロック範囲選択部の各ボタンにカーソルを合わせて［ENTER］キーを押し、

キーロックする範囲を設定します。
キーロックが設定されたボタンは、反転表示になります。また、イメージ表
示部のブロックが反転表示になります。
FADER : インプットからマスターまでのフェーダー、［SOLO］

キー、［FLIP］キー、［SELECT］キー、［ON］キー
のロック設定・解除

10 KEY : テンキーのロック設定・解除
CURSOR&JOG :［MMC/CURSOR］キー、カーソルキー、［ENTER］

キー、［CURSOR MODE］キー、ジョグダイヤルの
ロック設定・解除

OTHERS : 上記以外のコントロールパネル面すべてのロック設
定・解除

CLEAR ALL : 設定されているキーロックを解除します

3. 暗証番号を変更するときは、NEW PASSWORD欄にカーソルを合わせ、新

しい暗証番号をテンキーで入力します。

何も入力せずに［ENTER］キーを押すと、暗証番号のない状態(工場出荷時
の状態)になります。

4. EXECUTEボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押します。
キーロックの設定および暗証番号の変更設定が完了します。

PASSWORD欄

イメージ表示部

NEW PASSWORD欄

ロック範囲選択部

EXECUTEボタン
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ユーザーカスタマイズレイヤーの設定
ユーザーカスタマイズ画面の表示

1.［UTILITY］キーを押します。
ユーティリティの設定画面が表示されます。

2. 手順1の操作でユーザーカスタマイズ以外の画面が表示されたときは、続けて

［UTILITY］キーを押し、ユーザーカスタマイズ画面に切り替えます。
画面下部のUser Cstmボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押しても
ユーザーカスタマイズ画面に切り替えられます。
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ユーザーカスタマイズレイヤーを設定する
フェーダーレイヤーのユーザーカスタマイズレイヤーに割り当てるチャンネル
を設定します。設定した内容は、［CUSTOM/MIDI］キーを押す(黄点灯)ことに
より操作することができます。

1. チャンネル設定部にカーソルを合わせてジョグダイヤルを回し、チャンネル

を割り当てます。
チャンネルは、インプット1～32,AUXリターン1～6,AUXセンド1～6,
BUS1～8の順番で表示されます。
選択するチャンネルの［SELECT］キーを押しても設定できます。

2. MIDIリモートを選択する場合は、MIDI REMOTEボタンにカーソルを合わせ

て［ENTER］キーを押し、MIDI REMOTEボタンを押している状態にします。
チャンネル設定部の表示がMIDIリモートのタイトルに切り替わります。
MIDIリモートの内容は、MIDIリモート設定画面(⇒131ページ参照)で設定し
ます。

3. EXECUTEボタンにカーソルを合わせ、［ENTER］キーを押します。
設定が完了し、チャンネル設定部の反転表示が通常表示に切り替わります。
チャンネルの重複があった場合は、「DUPLICATION!!」という警告表示が出
ますので、設定内容を修正してください。

注意

手順3の操作を行わず

に画面を切り替える

と、設定内容は破棄

されます。

チャンネル選択部

MIDI REMOTEボタン

EXECUTE
ボタン
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オプションカード
オプションカードについて

DA7は、別売のオプションカードを装着するスロット1、スロット2、スロット3
とSMPTE & V SYNCスロットを備えています。

それぞれのスロットに装着できるオプションカードは以下のとおりです。
(1998年1月現在)

●スロット1,2,3に装着できるカード
品　　　名 品　番 備　　　考

ADATデジタル WR-ADAT ADAT Digital Interfaceを有する機器
I/Oカード とデジタルオーディオ信号の送受信

を可能とするカード

TDIFデジタル WR-TDIF Tascam Digital Audio Interface
I/Oカード (TDIF-1)を有する機器とデジタルオ

ーディオ信号の送受信を可能とする
カード

AES/EBU & S/PDIF WR-AESS AES/EBUフォーマット、S/PDIFフ
I/Oカード ォーマットに対応したカード

8ch AD/DAカード WR-ADDA 8chのアナログ入出力カード

●スロット3のみに装着できるカード
タンデム接続カード WR-TNDM DA7を2台並列して動作させるための

カード

●SMPTE & V SYNCスロットに装着できるカード
品　　　名 品　番 備　　　考

SMPTE & V Syncカード WR-SMPT SMPTEタイムコード、ビデオ同期信
号に対応したカード

THS EQUIPMENT COMPLIES WITH THE REQUIREMENTS FOR
A CLASS A COMPUTING DEVICE IN FCC RULES-PART IS
SUBPART J OPERATION OF THIS DEVICE AN A RESIDENTIAL
AERA MAY CAUSE HARMFUL INTERFERENCE REQUIRING THE
USER TO TAKE WHATEVER STEPS MAY BE NECESSARY TO
CORRECT THE INTERFERENCE.

WARNIG
- TO REDUCE THE RISK
OF FIRE OR ELECTRIC
SHOCK.DO NOT EXPOSE
THIS APPLIANCE TO
RAIN OR MOISTURE

CAUTION- TO REDUCE THE RISK OF ELECTRIC SHOCK.
DO NOT REMOVE COVER NO USER. SERVICEABLE PARTS
INSIDE REFER SERVICING TO QUALIFIED SERVICE
PERSONAL.

CAUTION- MAKE SURF THE POWER OF THE UNIT IS TURNED OFF
WHEN INSERTING OPTION CARDS INTO THE SLOTS OF THE UNIT.
OTHERWISE THE UNIT MAY BE DAMAGED.

RING
SLEEVE

METER BRIDGE I/F MIDI SERIAL PORT WORD CLOCK

AC IN

POWER

SIGNAL
GND

TIP

CONNECTION
INPUT/OUTPUT
NO   1:GND
NO   2:HOT
NO   3:COLD

INS
TIP:SEND
RING:RETURN
SLEEVE:GND

AUX
TIP:ODD
RING:EVEN
SLEEVE:GND

OdB is referenced to 0.5Vr2s

CH17–24/SLOT  1

CH25–32/SLOT  2
TANDEM/CH9-16

/BUS & AUX INSERT/SLOT3

ON

OFF

OUT TO PC OUT
 /THRU

REC OUT 2TR A IN / INPUT15.16

ININ RS422 /  485

110

OFF   ON

75

OFF   ON

DIGITAL IN / OUT

AUX2TR B IN (ANALOG)MONITOR A OUT
(CR)

MONITOR B OUT
(STUDIO)

REC  OUT
(ANALOG)

MASTER OUT

RETURN
5/6R LR LR LR L

R L

3/4 5/6 3/4 1/2 1/2
RETURN SENDSEND

+4dB  10k   (UNBAL) (S/PDIF)+4dB  10k   (BAL)

–60dB to +10dB 5k   (BAL/UNBAL)

+4dB 10k   (UNBAL)

+4dB  10k   (BAL)+4dB  600   (BAL/UNBAL)

SMPTE & V SYNC

+4dB 600   (BAL)+4dB 600   (BAL)    

REMOTE SW

AES/EBU
S/PDIF

Talk on/of f
Rec  on/of f

INS16 INS15 INS14 INS13 INS12 INS11 INS10 INS9

INPUT16 INPUT15 INPUT14 INPUT13 INPUT12 INPUT11 INPUT10 INPUT9 INPUT8 INPUT7 INPUT6 INPUT5 INPUT4 INPUT3 INPUT2 INPUT1

INS8 INS7 INS6 INS5 INS4 INS3 INS2 INS1
100V　　105W　　50/60Hz

松下通信工業株式会社�

品番  WR-DA7    　No.  

THRU   OUT

オーディオミキサー�

松下電器産業株式会社�
日本製�

スロット1

スロット2

スロット3 SMPTE & V SYNCスロット
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オプションカードの装着
装着は、DA7の電源を切った状態で行ってください。

TDIFデジタルI/OカードおよびAES/EBU & S/PDIF I/Oカードは、装着する前
にディップスイッチの設定を行ってください。(⇒209ページ参照)

●スロット1,2,3の場合
イラストは、WR-ADATを例にしています。

1. ねじ（2本）を外し、スロットのブランクパネルを取り外します。

2. 静電気を除去するため、オプションカードを触る前に、金属部分に手を触れ

ます。

3. カードを差し込み、コネクターを確実に接続します。

4. ねじ（2本）を締め、カードを固定します。
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オプションカード
●SMPTE & V SYNCスロットの場合（WR-SMPTの装着）

1. ねじ（4本）を外し、スロットのブランクパネルを取り外します。

2. 静電気を除去するため、オプションカードを触る前に、金属部分に手を触れ

ます。

3. WR-SMPT付属のケーブルをDA7のコネクターに接続します。
上図のように銀色の端子部を上側にして、先を下側に折り曲げると接続がし
やすくなります。

4. WR-SMPTのコネクターに、付属ケーブルのもう一方を接続します。

5. ねじ（4本）を締め、カードを固定します。

WR-SMPT

銀色の端子部
を上向き�
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ディップスイッチの設定
オプションカードを触る前に、金属部分に手を触れて、静電気を除去してくだ
さい。

●TDIFデジタルI/Oカードの場合
接続するTEAC社製デジタルMTRの機種に合わせ、カード上のディップスイッ
チの1番を以下のように設定します。工場出荷時の設定は、OFFです。

ON : DA38、DA98を使用する場合
OFF : DA88を使用する場合

●AES/EBU & S/PDIF I/Oカードの場合
本カードは、AES/EBUフォーマットとS/PDIFフォーマットに対応しています。
装着前にどちらのフォーマットを使用するか、カード上のディップスイッチで
設定します。工場出荷時の設定は、AES/EBUフォーマットになっています。

AES/EBUフォーマットで使用する場合は、SW1～4を「AES/EBU」側にして
ください。

S/PDIFフォーマットで使用する場合は、SW1～4を「SPDIF」側にしてくださ
い。

DIP SW
DIP SWON

ON

OFF OFF
1     2

DA38
DA98

DA88

WR-TDIF

AES/EBU SW1 SPDIF

AES/EBU SW2 SPDIF

AES/EBU SW3 SPDIF

AES/EBU SW4 SPDIF

WR-AESS
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オプションカード
タンデム接続カード装着時のスイッチ設定

タンデム接続カード(WR-TNDM)を装着することにより、DA7を2台並列して動
作させることができます。その際、1台のDA7はマスター、もう1台のDA7はス
レーブとなり、タンデム接続カードのマスター/スレーブ切替スイッチで設定す
る必要があります。

またタンデム接続の際は、互いのタンデム接続カードをケーブルで接続するとと
もに、通信用としてMIDI入出力端子,TO PC端子,RS-422/485端子のいずれかを
クロスケーブルで接続してください。
使用する端子は、デジタルI/Oグループのスロット設定画面で設定する必要があ
ります。(⇒146ページ参照)

SLAVETandem Connect ion Card MASTER

WR-TNDMTANDEM CONNECTION I /O

マスター/スレーブ切替スイッチ

DA7

（マスター側）

DA7

（スレーブ側）

スイッチ設定
「MASTER」

スイッチ設定
「SLAVE」

タンデム接続
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オプションカード装着時の接続例
●ADAT ＋ DA7
ADAT Digital Interfaceを有するデジタルMTRとDA7の接続例です。

●ADAT  ＋ BRC ＋ DA7
ADAT Digital Interfaceを有するデジタルMTR、BRCとDA7の接続例です。

MONITOR A（CR）

ADAT ID0

ADAT ID1

クロックマスター
Trk 8 analog out (timecode)

IN
SYNC OUT

SYNC IN

IN IN OUT IN SMPTE IN

WR-
SMPT

エフェクター

DAT

S/PDIF/ I/O

AES/EBU I/O
DA7

TO PC

パソコン
（Macintosh）
（DOS/V）

パワーアンプ

スピーカースピーカー

WR-
ADAT

WR-
ADAT

パソコン
（Macintosh）
（DOS/V）

MONITOR A(CR)

TO PC

パワーアンプ

スピーカースピーカー

ADAT ID2

ADAT ID1

IN
SYNC OUT

SYNC IN

IN IN OUT IN

WR-
ADAT

WR-
ADAT

クロックマスター

エフェクター

DAT

S/PDIF/ I/O

AES/EBU I/O

DA7

BRC ID0

WORD CLOCK
OUT

IN

SMPTE IN

WR-
SMPT
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オプションカード
●DA88 ＋ DA7
Tascam Digital Audio Interface(TDIF-1)を有するデジタルMTRとDA7の接続例
です。DA88を例にしています。

お願い
・DA7とデジタルMTR DA88を接続する場合は、DA88をクロックマスタ

ーとしてDA7のワードクロック入力端子と接続してください。この場合、

DA7のワードクロックソースは、「WCK IN」を選択してください。

（⇒142ページ参照）

DA88接続時に、スロット入力をワードクロックソースとして選択する

と、正しく動作しません。

・デジタルMTR DA38、DA98とDA7を接続する場合は、スロット入力

（スロット1,2,3）をワードクロックソースとして選択できます。

・TDIFデジタルI/Oカード（WR-TDIF）とDA88を接続するケーブルは、

以下のものをご使用ください。

PW-88D(1m)、PW-88D-L(5m)

また、ケーブルを2本以上接続して延長しないでください。

MONITOR A(CR)

DA88 ID1

DA88 ID0

SYNC OUT

SYNC IN

エフェクター

DAT

S/PDIF/ I/O

AES/EBU I/O

DA7

TO PC

パソコン
（Macintosh）
（DOS/V）

パワーアンプ

スピーカースピーカー

WR-
TDIF

WR-
TDIF

IN

WORD CLOCK
OUT 

MMC
MTC

MIDI OUT
MIDI IN

クロックマスター
(SY88装着)

I/O(SYNC OUT、ターミネーションON)
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●タンデム接続
DA7のタンデム接続例です。

WR-
TNDM

エフェクター

DAT
S/PDIF/ I/O

AES/EBU I/O

DA7
(マスター)

TO PC

パソコン
（Macintosh）

（DOS/V）

パワーアンプWR-
TDIF

WR-
TDIF

DA88 ID1

DA88 ID0

クロックマスター
(SY88装着)

SYNC IN

SYNC OUT

IN

MIDI OUT
MIDI IN

WORD
CLOCK
OUT

WORD CLOCK OUT

WR-
TNDM

DA7
(スレーブ)

WR-
TDIF

WR-
TDIF

MIDI OUT
MIDI IN

S/PDIF/ I/O
エフェクター

DA88 ID3

DA88 ID2

SYNC OUT

SYNC IN

SYNC OUT
(ターミネーションON)
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オプションカード
オプションカードのコネクターピン配置

●AES/EBU & S/PDIF I/Oカード

WR-AESSAES/EBU&S/PDIF

AES/EBU&S/PDIF I /O Card

ピン番号 名称 入力/出力 機　　　能
1 TX4＋ 出力 チャンネル7/8出力　正出力
2 SG － SIGNAL GND
3 TX3－ 出力 チャンネル5/6出力　負出力
4 TX2＋ 出力 チャンネル3/4出力　正出力
5 SG － SIGNAL GND
6 TX1－ 出力 チャンネル1/2出力　負出力
7 RX4＋ 入力 チャンネル7/8入力　正入力
8 SG － SIGNAL GND
9 RX3－ 入力 チャンネル5/6入力　負入力
10 RX2＋ 入力 チャンネル3/4入力　正入力
11 SG － SIGNAL GND
12 RX1－ 入力 チャンネル1/2入力　負入力
13 NC －
14 TX4－ 出力 チャンネル7/8出力　負出力
15 TX3＋ 出力 チャンネル5/6出力　正出力
16 SG － SIGNAL GND
17 TX2－ 出力 チャンネル3/4出力　負出力
18 TX1＋ 出力 チャンネル1/2出力　正出力
19 SG － SIGNAL GND
20 RX4－ 入力 チャンネル7/8入力　負入力
21 RX3＋ 入力 チャンネル5/6入力　正入力
22 SG － SIGNAL GND
23 RX2－ 入力 チャンネル3/4入力　負入力
24 RX1＋ 入力 チャンネル1/2入力　正入力
25 SG － SIGNAL GND
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●8ch AD/DAカード

8ch AD/DA Card

WR-ADDAOUT IN+4dB 10k

出力端子［OUT］

ピン番号 名称 機能
1 CH8 HOT
2 GND －
3 CH7 COLD
4 CH6 HOT
5 GND －
6 CH5 COLD
7 CH4 HOT
8 GND －
9 CH3 COLD
10 CH2 HOT
11 GND －
12 CH1 COLD
13 NC －
14 CH8 COLD
15 CH7 HOT
16 GND －
17 CH6 COLD
18 CH5 HOT
19 GND －
20 CH4 COLD
21 CH3 HOT
22 GND －
23 CH2 COLD
24 CH1 HOT
25 GND －

入力端子［IN］

ピン番号 名称 機能
1 CH8 HOT
2 GND －
3 CH7 COLD
4 CH6 HOT
5 GND －
6 CH5 COLD
7 CH4 HOT
8 GND －
9 CH3 COLD
10 CH2 HOT
11 GND －
12 CH1 COLD
13 NC －
14 CH8 COLD
15 CH7 HOT
16 GND －
17 CH6 COLD
18 CH5 HOT
19 GND －
20 CH4 COLD
21 CH3 HOT
22 GND －
23 CH2 COLD
24 CH1 HOT
25 GND －
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オプションカード
●タンデム接続カード

SLAVETandem Connect ion Card MASTER

WR-TNDMTANDEM CONNECTION I /O

ピン番号 名　称 入力/出力 機　　　能 備　　　考
1 PWRFAILO 出力 自己の電源監視信号出力 電源状態を他方に知らせる信号
2 FG － GND
3 WCKO－ 出力 ワードクロック出力　負出力
4 256O－ 出力 256Fsクロック出力　負出力
5 CASO3＋ 出力 タンデム3出力　正出力 4倍速シリアルオーディオデータ
6 CASO2＋ 出力 タンデム2出力　正出力 4倍速シリアルオーディオデータ
7 CASO1＋ 出力 タンデム1出力　正出力 4倍速シリアルオーディオデータ
8 WCKIN＋ 入力 ワードクロック入力　正入力
9 256IN＋ 入力 256Fsクロック入力　正入力
10 FG － GND
11 CASI3－ 入力 タンデム3入力　負入力 4倍速シリアルオーディオデータ
12 CASI2－ 入力 タンデム2入力　負入力 4倍速シリアルオーディオデータ
13 CASI1－ 入力 タンデム1入力　負入力 4倍速シリアルオーディオデータ
14 PWRFAILI 入力 他方の電源監視信号入力
15 WCKO＋ 出力 ワードクロック出力　正出力
16 256O＋ 出力 256Fsクロック出力　正出力
17 FG － GND
18 CASO3－ 出力 タンデム3出力　負出力 4倍速シリアルオーディオデータ
19 CASO2－ 出力 タンデム2出力　負出力 4倍速シリアルオーディオデータ
20 CASO1－ 出力 タンデム1出力　負出力 4倍速シリアルオーディオデータ
21 WCKIN－ 入力 ワードクロック入力　負入力
22 256IN－ 入力 256Fsクロック入力　負入力
23 CASI3＋ 入力 タンデム3入力　正入力 4倍速シリアルオーディオデータ
24 CASI2＋ 入力 タンデム2入力　正入力 4倍速シリアルオーディオデータ
25 CASI1＋ 入力 タンデム1入力　正入力 4倍速シリアルオーディオデータ
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●SMPTE & V Syncカード

SYNC  IN

UNBAL

SMPTE  IN V

75

SMPTE & V Sync Card WR-SMPT

ピン番号 名　称 機　　　能
1 GND GND
2 SIGNAL IN SMPTEタイムコード信号　入力
3 GND GND
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メーターブリッジ
メーターブリッジ　WR-MTBRについて

15ポイントバーグラフメーターを26本装備しており、レイヤー選択により以下
のオーディオレベルを表示します。
BUS1～8、MONITOR Aのオーディオレベルについては、常時表示します。
インプットチャンネル1～16
インプットチャンネル17～32
AUXセンド/リターン1～6

メーターレスポンスの切替、メーター表示信号(プリ/ポスト)の切替、ピークホ
ールド機能については、DA7のメーター設定(第4章　メーター)に連動して、設
定することができます。

詳しくは、「インプットチャンネルメーターの設定(⇒71,72ページ)」、「バス
/AUXメーターの設定(⇒73ページ)」をご覧ください。

BUS
1

INPUT
1-16

INPUT
17-32

AUX

CONSOLE
LINK

BUS
2

BUS
3

BUS
4

BUS
5

BUS
6

BUS
7

BUS
8

MONITOR A
L   R

OL
2
4
6
8
10
12
15
18
20
25
30
35
40
50

OL
2
4
6
8

10
12
15
18
20
25
30
35
40
50

OL
2
4
6
8

10
12
15
18
20
25
30
35
40
50

OL
2
4
6
8

10
12
15
18
20
25
30
35
40
50

1

17

2

18

3

19

4

20

5

21

6

22

7

23

8

24

9

25

10

26

11

27

12

28

13

29

14

30

15

31

16

32

SOLT 3

SOLT 2SOLT1

AUX SND  1 AUX SND  2 AUX SND 3 AUX SND  4 AUX SND  5 AUX SND  6 AUX RTN  1 AUX RTN  2 AUX RTN 3 AUX RTN  4 AUX RTN  5 AUX RTN  6

メモ
・2TR B IN端子の入力信号をMONITOR A端子に出力した場合、MONITOR 

Aのメーターは振れません。

・MONITOR Bは、メーターに表示されません。
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操作部の働き

q［INPUT1-16］キー

CONSOLE LINKキーがOFF(消灯)のとき、このキーをON(点灯)することによ
りインプットチャンネル1～16のオーディオレベルをメーターに表示します。

w［INPUT17-32］キー

CONSOLE LINKキーがOFF(消灯)のとき、このキーをON(点灯)することによ
りインプットチャンネル17～32のオーディオレベルをメーターに表示します。

e［AUX］キー

CONSOLE LINKキーがOFF(消灯)のとき、このキーをON(点灯)することによ
りAUXセンド/リターン1～6のオーディオレベルをメーターに表示します。

r［CONSOLE LINK］キー

リンク機能のON/OFFを設定するキーです。
ON(点灯) : DA7のフェーダーレイヤーに連動して、メーター表示を切り

替えます
OFF(消灯) : DA7のフェーダーレイヤーに連動せず、［INPUT1-16］キー、

［INPUT17-32］キー、［AUX］キーの操作によりメーター表
示を切り替えます。

メーターブリッジの取り付け
1. メーターブリッジ付属の取付金具を、同じく付属の取付ねじ（4本）でメー

ターブリッジ本体後面に取り付けます。

INPUT
1-16

INPUT
17-32

AUX

CONSOLE
LINK

qINPUT1-16キー

wINPUT17-32キー

eAUXキー

rCONSOLE LINKキー
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2. DA7両側面のねじ（片側4本、計8本）を外します。

3. 手順2で外したねじ（片側2本、計4本）を使用し、メーターブリッジをDA7の

両側面に取り付けます。
ねじ止めする位置(下右図qまたはw)により、メーターブリッジの角度を変え
られます。
残ったねじの中の2本は、取付金具で隠れないねじ止め位置に取り付けてくだ
さい。

4. メーターブリッジのケーブルをDA7後面のメーターブリッジ端子に接続します。
メーターブリッジのケーブルについているD-SUBコネクターはねじ止め式にな
っていますので、プラスドライバーを用いて、DA7の六角固定具に確実に固定
してください。

メーターブリッジ

THS EQUIPMENT COMPLIES WITH THE REQUIREMENTS FOR
A CLASS A COMPUTING DEVICE IN FCC RULES-PART IS
SUBPART J OPERATION OF THIS DEVICE AN A RESIDENTIAL
AERA MAY CAUSE HARMFUL INTERFERENCE REQUIRING THE
USER TO TAKE WHATEVER STEPS MAY BE NECESSARY TO
CORRECT THE INTERFERENCE.

WARNIG
- TO REDUCE THE RISK
OF FIRE OR ELECTRIC
SHOCK.DO NOT EXPOSE
THIS APPLIANCE TO
RAIN OR MOISTURE

CAUTION- TO REDUCE THE RISK OF ELECTRIC SHOCK.
DO NOT REMOVE COVER NO USER. SERVICEABLE PARTS
INSIDE REFER SERVICING TO QUALIFIED SERVICE
PERSONAL.

CAUTION- MAKE SURF THE POWER OF THE UNIT IS TURNED OFF
WHEN INSERTING OPTION CARDS INTO THE SLOTS OF THE UNIT.
OTHERWISE THE UNIT MAY BE DAMAGED.

RING
SLEEVE

METER BRIDGE I/F MIDI SERIAL PORT WORD CLOCK

AC IN

POWER

SIGNAL
GND

TIP

CONNECTION
INPUT/OUTPUT
NO   1:GND
NO   2:HOT
NO   3:COLD

INS
TIP:SEND
RING:RETURN
SLEEVE:GND

AUX
TIP:ODD
RING:EVEN
SLEEVE:GND

OdB is referenced to 0.5Vr2s

CH17–24/SLOT  1

CH25–32/SLOT  2
TANDEM/CH9-16

/BUS & AUX INSERT/SLOT3

ON

OFF

OUT TO PC OUT
 /THRU

REC OUT 2TR A IN / INPUT15.16

ININ RS422 /  485

110

OFF   ON

75

OFF   ON

DIGITAL IN / OUT

AUX2TR B IN (ANALOG)MONITOR A OUT
(CR)

MONITOR B OUT
(STUDIO)

REC  OUT
(ANALOG)

MASTER OUT

RETURN
5/6R LR LR LR L

R L

3/4 5/6 3/4 1/2 1/2
RETURN SENDSEND

+4dB  10k   (UNBAL) (S/PDIF)+4dB  10k   (BAL)

–60dB to +10dB 5k   (BAL/UNBAL)

+4dB 10k   (UNBAL)

+4dB  10k   (BAL)+4dB  600   (BAL/UNBAL)

SMPTE & V SYNC

+4dB 600   (BAL)+4dB 600   (BAL)    

REMOTE SW

AES/EBU
S/PDIF

Talk on/of f
Rec  on/of f

INS16 INS15 INS14 INS13 INS12 INS11 INS10 INS9

INPUT16 INPUT15 INPUT14 INPUT13 INPUT12 INPUT11 INPUT10 INPUT9 INPUT8 INPUT7 INPUT6 INPUT5 INPUT4 INPUT3 INPUT2 INPUT1

INS8 INS7 INS6 INS5 INS4 INS3 INS2 INS1
100V　　105W　　50/60Hz

松下通信工業株式会社�

品番  WR-DA7    　No.  

THRU   OUT

オーディオミキサー�

松下電器産業株式会社�
日本製�

メーターブリッジ端子

外す

q w
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画面名称 設定項目 工場出荷時の設定
チャンネル設定画面 ファンタム電源(＋48V) OFF

フェーズ(PH) NOR(Normal)
ゲイン(GAIN) 0 dB
インサーション(INS) OFF
フェーダーリンク/ステレオ モード LINK
(LINK) ON/OFF OFF
フェーダーグループ(FADR GRP) OFF
ミュートグループ(MUTE GRP) OFF
パン/バランス(PAN/BAL) ON/OFF OFF

レベル C(センター)
ギャンギング OFF

チャンネルON(CH) OFF
フェーダー －∞
ディレイ(DLY) ON/OFF OFF

時間 0(sample)
バスアサイン(ASSIGN) BUS1 OFF

BUS2 OFF
BUS3 OFF
BUS4 OFF
BUS5 OFF
BUS6 OFF
BUS7 OFF
BUS8 OFF
LR OFF
DIRECT OFF
SURROUND OFF

AUXセンド(AUX SEND) ON/OFF AUX1 OFF
AUX2 OFF
AUX3 OFF
AUX4 OFF
AUX5 OFF
AUX6 OFF

ポジション AUX1 PST
AUX2 PST
AUX3 PST
AUX4 PST
AUX5 PST
AUX6 PST

レベル AUX1 －∞
AUX2 －∞
AUX3 －∞
AUX4 －∞
AUX5 －∞
AUX6 －∞

PAN/BAL AUX1,2 C(センター)
AUX3,4 C(センター)
AUX5,6 C(センター)
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画面名称 設定項目 工場出荷時の設定
イコライザー設定画面 ON/OFF(EQ) OFF

フィルタータイプ LOW PEQ
(FILTER TYPE) HIGH PEQ
LOW Q PEQ 1

F PEQ 125 Hz
HPF 125 Hz
SHL 125 Hz

G PEQ 0 dB
HPF ON
SHL 0 dB

LOW-MID Q 1
F 1 kHz
G 0 dB

HIGH-MID Q 1
F 4 kHz
G 0 dB

HIGH Q PEQ 1
F PEQ 10 kHz

LPF 10 kHz
SHH 10 kHz

G PEQ 0 dB
LPF ON
SHH 0 dB

ダイナミクス設定画面 ON/OFF(DYN) OFF
FUNCTION COMP＋GATE
ステレオリンク(STEREO LNK) BOTH
ポジション(POSITION) POST EQ
COMP＋GATE GATE THL OFF

ATT 10 msec
RLS 100 msec

COMP THL －20 dB
RATIO 1:1
ATT 10 msec
RLS 100 msec
GAIN 0 dB

EXP THL －20 dB
RATIO 1:1
ATT 10 msec
RLS 100 msec
RANGE 20 dB

チャンネルライブラリー Reference ON/OFF OFF
設定画面 選択されているライブラリー番号 1
EQライブラリー設定画面 選択されているライブラリー番号 1
ダイナミクスライブラリー 選択されているライブラリー番号 1
設定画面
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画面名称 設定項目 工場出荷時の設定
モニター設定画面 トークバック SLATE OFF

(TALK BACK ASSIGN) MONI B ON
ALL AUX OFF

ディマー(MON A) OFF
サラウンドモニター ON/OFF OFF
(SURROUND MONITOR) AUX/MON MON

MASTER LEVEL 0 dB
SOLOモニター MUTE ON/OFF OFF
(SOLO MONITOR) POSITION IN PLACE

MODE SOLO
SOLO LEVEL 0 dB

モニターチャンネル(MONITOR CHANNEL SELECT) OFF
オシレータ設定/バッテリー ON/OFF OFF
点検画面 SOURCE 1K

ASSIGN OFF
ユーザーコンフィグ画面 ミキサーの動作モード AUTO DISP CHANGE OFF

(CONFIGURATION) AUTO CHANNEL SELECT OFF
DYN RANGE dBFS ON
MOTOR FADER ON
TALK BACK SW LOCK OFF
RMT SW POLARITY REV OFF
SYNC WARNING ON
10KEY SCENE RECALL OFF
SAVE CONFIRMATION OFF
LOAD CONFIRMATION OFF
RAMSA NET PROGRAM CHG OFF

キーロック PASSWORD 空白
(KEY LOCK AREA SELECT) FADER OFF

CURSOR & JOG OFF
10KEY OFF
OTHERS OFF

ユーザーカスタマイズ画面 ASSIGN CH CH1 INPUT1
CH2 INPUT2
CH3 INPUT3
CH4 INPUT4
CH5 INPUT5
CH6 INPUT6
CH7 INPUT7
CH8 INPUT8
CH9 INPUT9
CH10 INPUT10
CH11 INPUT11
CH12 INPUT12
CH13 INPUT13
CH14 INPUT14
CH15 INPUT15
CH16 INPUT16
BUS1 BUS1
BUS3 BUS3
BUS5 BUS5
BUS7 BUS7
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画面名称 設定項目 工場出荷時の設定
MIDI設定画面 シリアルポート PORT SELECT TO PC

(SERIAL I/O SETUP) BAUD RATE 31.25K(bps)
MIDI(MIDI SETUP) Gen. Rx PORT MIDI

Gen. Tx PORT MIDI
Gen. Rx MIDI CH 1
Gen. Tx MIDI CH 1
MMC PORT MIDI
MMC MIDI CH 1
MTC PORT MIDI
RT MSG PORT MIDI
PRG CHG Rx ON
PRG CHG Tx OFF
PRG CHG THRU OFF
CTRL CHG Rx ON
CTRL CHG Tx OFF
CTRL CHG THRU OFF
CTRL CHG NRPN OFF
SYSTEM EX Rx OFF
SYSTEM EX Tx OFF
SYSTEM EX THRU OFF
Other CMD THRU OFF
Remote1 PORT MIDI
Remote1 MIDI CH 1
Remote2 PORT MIDI
Remote2 MIDI CH 1

MIDIバルクアウト画面 バルクアウト、リクエストデータ CURRENT OFF
(BULK I/O DATA SELECT) PRG CHG TBL OFF

CTRL CHG TBL OFF
SCENE MEM OFF
SCENE MEM NO. ALL
CH LIB OFF
CH LIB NO. ALL
EQ LIB OFF
EQ LIB NO. ALL
DYN LIB OFF
DYN LIB NO. ALL
AUTOMATION OFF
AUTOMATION NO. ALL
MIDI REMOTE OFF
MIDI REMOTE NO. ALL

Rx ON/OFF OFF
INTERVAL 0



画面名称 設定項目 工場出荷時の設定
MIDIリモート設定画面 FADER SELECT 1-8

編集モード(EDIT) OFF
SOLOキー(SOLO) ON/OFF OFF(16ch)

テーブル SW1
COMMAND MODE CTRL CHG
SW STS OFF
CTRL CHG NO/FREE DEF 0
タイトル TITLE

ONキー(ON) ON/OFF OFF
テーブル SW1
COMMAND MODE CTRL CHG
SW STS OFF
CTRL CHG NO/FREE DEF 0
タイトル TITLE

PANノブ(PAN) レベル OFF
テーブル KNOB1
COMMAND MODE CTRL CHG
SW STS OFF
CTRL CHG NO/FREE DEF 0
タイトル TITLE

フェーダー(FADER) レベル OFF
テーブル FADER1
COMMAND MODE CTRL CHG
CTRL CHG NO/FREE DEF 0
タイトル TITLE

選択されているMIDIリモートライブラリー番号 1
デジタル入力設定画面 ワードクロックソース(SOURCE SELECT) INT 48K

V SYNC Fs 48 kHz
REF 59.94 Hz
±0.1％ 0

INPUT9-14 ANALOG9-14
INPUT15/16 ANALOG15/16
2TR IN A→MASTER LR OFF

スロット設定画面 SLOT1 CH1 BUS1
CH2 BUS2
CH3 BUS3
CH4 BUS4
CH5 BUS5
CH6 BUS6
CH7 BUS7
CH8 BUS8

SLOT2 CH1 BUS1
CH2 BUS2
CH3 BUS3
CH4 BUS4
CH5 BUS5
CH6 BUS6
CH7 BUS7
CH8 BUS8
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画面名称 設定項目 工場出荷時の設定
SLOT3 モード NORMAL

CH1 BUS1
CH2 BUS2
CH3 BUS3
CH4 BUS4
CH5 BUS5
CH6 BUS6
CH7 BUS7
CH8 BUS8
TANDEM ON/OFF ON

DELAY 0(sample)
DELAY AUTO ON
PORT SELECT MIDI

ディザー設定画面 REC OUT ON/OFF OFF
ビット数 23

AUX SEND 1/2 ON/OFF OFF
ビット数 23

SLOT1 CH1/2 ON/OFF OFF
ビット数 23

CH3/4 ON/OFF OFF
ビット数 23

CH5/6 ON/OFF OFF
ビット数 23

CH7/8 ON/OFF OFF
ビット数 23

SLOT2 CH1/2 ON/OFF OFF
ビット数 23

CH3/4 ON/OFF OFF
ビット数 23

CH5/6 ON/OFF OFF
ビット数 23

CH7/8 ON/OFF OFF
ビット数 23

SLOT3 CH1/2 ON/OFF OFF
ビット数 23

CH3/4 ON/OFF OFF
ビット数 23

CH5/6 ON/OFF OFF
ビット数 23

CH7/8 ON/OFF OFF
ビット数 23

フェーダーグループ グループ1 ON/OFF ON
グループ2 ON/OFF ON
グループ3 ON/OFF ON
グループ4 ON/OFF ON

ミュートグループ グループ1 ON/OFF ON
グループ2 ON/OFF ON
グループ3 ON/OFF ON
グループ4 ON/OFF ON
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画面名称 設定項目 工場出荷時の設定
インプットチャンネル メーターレスポンス(RESPONSE) VU
メーター画面 ピークホールド(PEAK HOLD) OFF

メーター表示信号(POSITION) POST FDR
バス/AUXメーター画面 メーター表示信号(POSITION) PRE EQ
オートメーション実行画面 OFFST 0

AUTOMATION ENABLE/DISABLE DISABLE
タイムベース(TIME BASE) タイムベース INT

フレームモード －－
MMCロケートポイント(MMC) 1 0

2 0
3 0
4 0
5 0
6 0

パラメータ FADER OFF
(EDIT PARAMETER) CH OFF

EQ OFF
PAN/SURR OFF
AUX SND OFF
AUX SND NO. ALL
LIB OFF
SCENE OFF
MISC OFF

UNDOバッファ(UNDO) ENABLE/DISABLE ENABLE
フェーダーエディットモード(FADER EDIT MODE) ABSOLUTE
オートパンチイン(AUTO PUNCH IN) OFF

イベント編集画面 エディットチャンネル 選択されているチャンネル なし
(EDIT CHANNEL SELECT) ALL ON OFF
編集パラメータ EQ OFF
(OFFLINE EDIT PARAMETER) CH OFF

FADER OFF
PAN SURR OFF
AUX SND OFF
AUX SND NO. ALL
LIB OFF
SCENE OFF
MISC OFF

選択されているオートメーションデータ番号 1
オートメーション設定画面 マニュアルチャンネル(MANUAL CHANNEL SELECT) なし

選択されているオートメーションデータ番号 1
リード/ライト画面 選択されているシーンメモリー番号 1

READパラメータ FADER ON
(READ PARAMETER) FDR GRP ON

MUTE GRP ON
EQ ON
DYN ON
OTHERS ON

プロテクトチャンネル(PROTECT CHANNEL SELECT) なし

工場出荷時の設定一覧
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画面名称 設定項目 工場出荷時の設定
フェードタイム設定画面 フェードチャンネル(FADE CHANNEL SELECT) なし

フェードタイム(FADE TIME) 0
サラウンド設定画面 SURROUND ENABLE/DISABLE DISABLE

サラウンドモード(MODE) SEND VOL
LRスピーカーとセンタースピーカーのバランス(LR:C) 0:10
ジョグスピード(JOG SPEED) SLOW
MOVEモード(MOVE) RETURN OFF

REPEAT OFF
REVERSE OFF

AUTO MOVE TIME 10 sec
センドレベル L(BUS1) －∞

R(BUS2) －∞
C(BUS3) －∞
SB(BUS4) －∞
SL(BUS5) －∞
SR(BUS6) －∞

カレントポジション FR C(センター)
LR C(センター)

内容 設定項目 工場出荷時の設定
コントロールパネル面 アサイン表示モード切替キー(AUX/AUTOMATION) AUX(赤点灯)

FLIPキー OFF(消灯)
フェーダーレイヤー INPUT1-16(緑点灯)
MULTI-CH VIEWキー OFF(消灯)
MONITOR A出力ソース(LR,2TR IN A,2TR IN B,AUX) OFF
MONITOR A MONO OFF
MONITOR B出力ソース(MONITOR A,LR,AUX) OFF
TALK BACK ONキー OFF(消灯)
MMC/CURSORキー CURSOR

その他 電源ON時の表示画面 チャンネル設定画面
選択されているチャンネル INPUT 1
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仕様
主要仕様

電源電圧 AC100 V 50/60 Hz
消費電力 約105 W
周波数特性 20 Hz～20 kHz ＋1/－2 dB（出力＋4 dB,600 Ω）
全高調波歪率 0.1 ％以下　20 Hz～20 kHz（出力＋10 dB,入力＋4 dB,600 Ω）
入力換算ノイズ －128 dB（typ）

（ソースインピーダンス150 Ω,入力感度－60 dB,DIN audio filter）
出力残留ノイズ －93 dB（typ） （DIN audio filter）
最大電圧ゲイン 84 dB（INPUT～BUS、INPUT～MASTER、INPUT～AUX）
クロストーク 90 dB（1 kHz）
ダイナミックレンジ 113 dB（typ） DA（DIGITAL IN→ANALOG OUT）
（Fs＝48 kHz,IHF A weighted） 112 dB（typ） AD（ANALOG IN→DIGITAL OUT）

110 dB（typ） AD＋DA（ANALOG IN→ANALOG OUT）
AD変換 24ビット　64倍オーバーサンプリング（INPUT1～16）

20ビット　64倍オーバーサンプリング（AUX RETURN3～6）
DA変換 24ビット　64倍オーバーサンプリング（MASTER,MONITOR A）

24ビット　128倍オーバーサンプリング（MONITOR B）
20ビット　128倍オーバーサンプリング（AUX RETURN3～6）

内部処理 32ビット（ダイナミックレンジ192 dB）
サンプリング周波数 内部 : 44.1 kHz、48 kHz

外部 : 44.1 kHz ±6％、48 kHz ±6％
シグナルディレイ 2.5 ms以下（INPUT～MASTER）
イコライザー
LOW（PEQ） Q＝0.5～50（41ステップ）

F＝20 Hz～20 kHz（1/12 octステップ）
G＝±15 dB（0.5 dBステップ）

LOW（SHL） F＝20 Hz～1.6 kHz（1/12 octステップ）
G＝±15 dB（0.5 dBステップ）

LOW（HPF） F＝20 Hz～1.6 kHz（1/12 octステップ）
MID-LOW（PEQ） Q＝0.5～50（41ステップ）

F＝20 Hz～20 kHz（1/12 octステップ）
G＝±15 dB（0.5 dBステップ）

HIGH-MID（PEQ） Q＝0.5～50（41ステップ）
F＝500 Hz～20 kHz（1/12 octステップ）
G＝±15 dB（0.5 dBステップ）

HIGH（PEQ） Q＝0.5～50（41ステップ）
F＝500 Hz～20 kHz（1/12 octステップ）
G＝±15 dB（0.5 dBステップ）

HIGH（SHL） F＝1 kHz～20 kHz（1/12 octステップ）
G＝±15 dB（0.5 dBステップ）

HIGH（LPF） F＝1 kHz～20 kHz（1/12 octステップ）
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ダイナミクス
コンプレッサ Threshold : －40 dB～0 dB（1 dBステップ）

Ratio : 1.0,1.1,1.3,1.5,1.7,2.0,2.5,3.0,3.5,4.0,5.0,6.0,8.0,10,20,∞
Attack time : 0 ms～250 ms（1 msステップ）
Release time : 5 ms～2000 ms（5 msステップ）
Gain : 0 dB～＋12 dB（0.5 dBステップ）

ゲート Threshold : －80 dB～－15 dB（1 dBステップ）
Attack time : 0 ms～250 ms（1 msステップ）
Release time : 5 ms～2000 ms（5 msステップ）

エキスパンダ Threshold : －80 dB～－15 dB（1 dBステップ）
Ratio : 1.0,2.0,3.0,4.0,5.0,6.0,∞
Attack time : 0 ms～250 ms（1 msステップ）
Release time : 5 ms～2000 ms（5 msステップ）
Gain : 0 dB～＋40 dB（0.5 dBステップ）

ディレイ 0～14,400 sample/0～300 ms（サンプリング周波数48 kHz）
0～326 ms（サンプリング周波数44.1 kHz）

フェーズ Normal/Inverse（設定画面にて切り替え）
ステレオメーター 20セグメント×2LEDバーグラフ
フェーダー 100 mmモーターフェーダー×21
ディスプレイ 320×240ドットLCD（バックライト付き）
メモリー シーンメモリー 50（50ユーザー）

チャンネルライブラリー 50（50ユーザー）
EQライブラリー 50（50ユーザー）
ダイナミクスライブラリー 50（50ユーザー）
オートミックス 4（160 kB）

使用温度範囲 0 C゚～40 C゚
寸　法 698（幅）×244（高さ）×549.5（奥行） mm
質　量 約23 kg
仕上げ ブルーブラック色　マンセル5PB3/1近似色

アナログ入力
入力端子 入力 ソース 入力レベル 使用コネクター

インピーダンス インピーダンス
INPUT1～8 5 kΩ 50～600 Ω（マイク） －60～－46 dB XLR3-31相当

600 Ω（ライン） ＋10～＋24 dB （BAL）
INPUT9～16 5 kΩ 50～600 Ω（マイク） －60～－46 dB TRSフォーン端子

600 Ω（ライン） ＋10～＋24 dB （BAL）
INSERTION 600 Ω 600 Ω（ライン） ＋4～＋18 dB TRSフォーン端子
RETURN1～16 （UNBAL）
2 TR B IN 10 kΩ 600 Ω（ライン） ＋4～＋18 dB TRSフォー端子
（L,R） （BAL）
AUX RETURN 10 kΩ 600 Ω（ライン） ＋4～＋18 dB TRSフォーン端子
3～6 （UNBAL）
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仕様
アナログ出力

出力端子 出力 負荷 出力レベル 使用コネクター

インピーダンス インピーダンス
MASTER OUT 150 Ω 600 Ω（ライン） ＋4～＋18 dB XLR3-32相当
L/R （BAL）
AUX SEND 75 Ω 10 kΩ（ライン） ＋4～＋18 dB TRSフォーン端子
3～6 （UNBAL）
INSERTION 10 Ω 600 Ω（ライン） ＋4～＋18 dB TRSフォーン端子
SEND1～16 （UNBAL）
REC OUT 150 Ω 10 kΩ（ライン） ＋4～＋18 dB TRSフォーン端子
L/R （BAL）
MONITOR A 150 Ω 600 Ω（ライン） ＋4～＋18 dB TRSフォーン端子
OUT（L,R） （BAL）
MONITOR B 150 Ω 600 Ω（ライン） ＋4～＋18 dB TRSフォーン端子
OUT（L,R） （BAL）
PHONES 8 Ω 8 Ω/40 Ω 50 mW/200 mW TRSフォーン端子

（UNBAL）

デジタル入出力
端子名称 フォーマット レベル 使用コネクター

2 TR A IN/INPUT15,16 IEC 958 Professional（AES/EBU） RS-422 XLR3-31相当
CONSUMER（S/PDIF） 0.5 Vpp/75 Ω

REC OUT IEC 958 Professional（AES/EBU） RS-422 XLR3-32相当
CONSUMER（S/PDIF） 0.5 Vpp/75 Ω

AUX RETURN 1/2 IEC 958 Consumer（S/PDIF） 0.5 Vpp/75 Ω RCAピン端子
AUXSEND 1/2 IEC 958 Consumer（S/PDIF） 0.5 Vpp/75 Ω RCAピン端子
WORD CLOCK IN － TTL/75 Ω（ON/OFF） BNC端子
WORD CLOCK OUT － TTL/75 Ω BNC端子
MIDI IN（MTC） MIDI － DIN 5ピン
MIDI OUT MIDI － DIN 5ピン
TO PC MIDI － ミニDIN 8ピン
RS-422/485 MIDI － D-sub 9ピン
FOOT SW アンラッチタイプ TTL フォーン端子
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外観寸法図
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ブロックダイヤグラム
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レベルダイヤグラム
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MIDIプログラムチェンジへのシーンメモリーのアサイン表
プログラム
No.

プログラム
No.

プログラム
No.

イニシャル
シーンNo.

ユーザ
シーンNo.

ユーザ
シーン名

91 −

92 −

93 −

94 −

95 −

96 −

97 −

98 −

99 −

100 −

101 −

102 −

103 −

104 −

105 −

106 −

107 −

108 −

109 −

110 −

111 −

112 −

113 −

114 −

115 −

116 −

117 −

118 −

119 −

120 −

121 −

122 −

123 −

124 −

125 −

126 −

127 −

128 −

−

イニシャル
シーンNo.

ユーザ
シーンNo.

ユーザ
シーン名

46 46

47 47

48 48

49 49

50 50

51 −

52 −

53 −

54 −

55 −

56 −

57 −

58 −

59 −

60 −

61 −

62 −

63 −

64 −

65 −

66 −

67 −

68 −

69 −

70 −

71 −

72 −

73 −

74 −

75 −

76

77 −

78 −

79 −

80 −

81 −

82 −

83 −

84 −

85 −

86 −

87 −

88 −

89 −

90 −

イニシャル
シーンNo.

ユーザ
シーンNo.

ユーザ
シーン名

1 01

2 02

3 03

4 04

5 05

6 06

7 07

8 08

9 09

10 10

11 11

12 12

13 13

14 14

15 15

16 16

17 17

18 18

19 19

20 20

21 21

22 22

23 23

24 24

25 25

26 26

27 27

28 28

29 29

30 30

31 31

32 32

33 33

34 34

35 35

36 36

37 37

38 38

39 39

40 40

41 41

42 42

43 43

44 44

45 45
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MIDIコントロールチェンジへのパラメータのアサイン表

PAN INPUT CH6
PAN INPUT CH7
PAN INPUT CH8
PAN INPUT CH9
PAN INPUT CH10
PAN INPUT CH11
PAN INPUT CH12
PAN INPUT CH13
PAN INPUT CH14
PAN INPUT CH15
PAN INPUT CH16
PAN INPUT CH17
PAN INPUT CH18
PAN INPUT CH19
PAN INPUT CH20
PAN INPUT CH21
PAN INPUT CH22
PAN INPUT CH23
PAN INPUT CH24
PAN INPUT CH25
PAN INPUT CH26
PAN INPUT CH27
PAN INPUT CH28
PAN INPUT CH29
PAN INPUT CH30
PAN INPUT CH31
PAN INPUT CH32
ON INPUT CH1
ON INPUT CH2
ON INPUT CH3
ON INPUT CH4
ON INPUT CH5
ON INPUT CH6
ON INPUT CH7
ON INPUT CH8
ON INPUT CH9

NO ASSIGN
NO ASSIGN
NRPN LSB
NRPN MSB
NO ASSIGN
NO ASSIGN
ON INPUT CH10
ON INPUT CH11
ON INPUT CH12
ON INPUT CH13
ON INPUT CH14
ON INPUT CH15
ON INPUT CH16
ON INPUT CH17
ON INPUT CH18
ON INPUT CH19
ON INPUT CH20
ON INPUT CH21
ON INPUT CH22
ON INPUT CH23
ON INPUT CH24
ON INPUT CH25
ON INPUT CH26
ON INPUT CH27

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59

CTR No. HEX PARAMETER

00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
0A
0B
0C
0D
0E
0F
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
1A
1B
1C
1D
1E
1F
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
2A
2B
2C
2D
2E
2F
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
3A
3B

FADER INPUT CH1
FADER INPUT CH2
FADER INPUT CH3
FADER INPUT CH4
FADER INPUT CH5
FADER INPUT CH6

NRPN LSB DATA
FADER INPUT CH7
FADER INPUT CH8
FADER INPUT CH9
FADER INPUT CH10
FADER INPUT CH11
FADER INPUT CH12
FADER INPUT CH13
FADER INPUT CH14
FADER INPUT CH15
FADER INPUT CH16
FADER INPUT CH17
FADER INPUT CH18
FADER INPUT CH19
FADER INPUT CH20
FADER INPUT CH21
FADER INPUT CH22
FADER INPUT CH23
FADER INPUT CH24
FADER INPUT CH25
FADER INPUT CH26
FADER INPUT CH27
FADER INPUT CH28
FADER INPUT CH29
FADER INPUT CH30
FADER INPUT CH31
FADER INPUT CH32
FADER AUX RTN CH1
FADER AUX RTN CH2
FADER AUX RTN CH3
FADER AUX RTN CH4
FADER AUX RTN CH5

NRPN MSB DATA
FADER AUX RTN CH6
FADER AUX SND CH1
FADER AUX SND CH2
FADER AUX SND CH3
FADER AUX SND CH4
FADER AUX SND CH5
FADER AUX SND CH6
FADER BUS CH1
FADER BUS CH2
FADER BUS CH3
FADER BUS CH4
FADER BUS CH5
FADER BUS CH6
FADER BUS CH7
FADER BUS CH8
FADER MASTER LR
PAN INPUT CH1
PAN INPUT CH2
PAN INPUT CH3
PAN INPUT CH4
PAN INPUT CH5

CTR No. HEX PARAMETER

60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119

3C
3D
3E
3F
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
4A
4B
4C
4D
4E
4F
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
5A
5B
5C
5D
5E
5F
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
6A
6B
6C
6D
6E
6F
70
71
72
73
74
75
76
77
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ベーシック　　電源ON時�

チャンネル　　設定可能�

　　　　　　　電源ON時�

モード　　　　メッセージ�

　　　　　　　代用�

ノート�

ナンバー：　　音域�

ベロシティ　　ノート・オン�

　　　　　　　ノート・オフ�

アフター　　　キー別�

タッチ　　　　チャンネル別�

ピッチ・ベンド�

コントロール　 0-95,102-119�

チェンジ　　　　　　　　　　　  �

　　　　　　　　　　　  �

　　　　　  �

�

�

�

�

�

プログラム�

チェンジ：　 設定可能範囲�

エクスクルーシブ�

　　　：ソング・ポジション�

コモン：ソング・セレクト�

　　　：チューン�

リアル　　　　：クロック�

タイム　　　　：コマンド�

　　　：ローカルON/OFF�

　　　：オール・ノート・オフ�

　　　：アクティブ・センシング�

　　　：リセット�

備考�

　1-16�

　1-16�

　×�

　×�

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊�

　×�

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊�

　×�

　×�

　×�

　×�

　×�

　○�

�

�

�

�

�

�

�

�

　○0-127�

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊�

　○�

　×�

　×�

　×�

　×�

　×�

　×�

　×�

　×�

　×�

　MTCクォータフレームメッセージを受信する。�

　MIDI Remote機能を使ってあらゆるメッセージを送信できる。�

　1-16�

　1-16�

　OMNI ON/OFF�

　×�

　×�

　×　�

　×�

　×�

　×�

　×�

　×�

　×�

　○�

　�

　�

　�

�

�

�

�

�

　○0-127�

�

　○�

　○�

　×�

　×�

　○�

　○�

　×�

　×�

　×�

　×　�

　電源オフ後も記憶�

　される�

　電源オフ後も記憶�

　される�

�

�

�

�

�

�

�

�

　アサイン可能�

�

�

�

�

�

�

�

�

　アサイン可能�

送　　　　信� 受　　　　信� 備　　　　考�

モード1：オムニ・オン、ポリ　　モード2：オムニ・オン、モノ�

モード3：オムニ・オフ、ポリ　　モード4：オムニ・オフ、モノ�

○：あり�

×：なし�

ファンクション・・・�

�

その他�

RAMSA［オーディオミキサー］

Model : WR-DA7

Date:

VersionMIDI インプリメンテーション・チャート
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用語集
A/Dコンバータ

アナログ信号をデジタル信号に変換する電子機器。D/Aコンバータはこの逆で、デジタル信号をア
ナログ信号に変換する。

AES/EBU（Audio Engineering Society/European Broadcasting Union）
AES（Audio Engineering Society）とEBU（European Broadcasting Union）で定められた、プ
ロ機器間でデジタルオーディオデータをやりとりする規格。
ツイストペアケーブルとXLR端子を使用して、2チャンネルのデジタルオーディオ信号を送信する。

BUS

バスを参照。

D/Aコンバータ
デジタル信号をアナログ信号に変換する電子機器。A/Dコンバータはこの逆で、アナログ信号をデ
ジタル信号に変換する。

dBu
電気回路のオーディオ信号レベルを測定する単位。現代のオーディオシステムの信号レベルを表す
のに広く用いられている。

EQ
イコライザーの略語。イコライザーを参照。

I/O
入出力（Input/Output）の略語。

LED（発光ダイオード）
電流が流れたときに点灯（発光）するダイオード。DA7の各ボタンやレベルメーターでは、使いや
すさを考えて、さまざまな色のLEDを使用している。

MIDI（Musical Instrument Digital Interface）
オーディオ機器や電子楽器など、MIDI機能を搭載した機器間でデータ交信を行うための規格。

MIDIクロック
MIDIデータとして送信されるクロック信号。

MIDIタイムコード（MTC）
DA7のようなオーディオ機器を、MIDI機能を搭載した機器と同期させるためのMIDI規格の追加機能。

MMC（MIDIマシンコントロール）
接続しているMIDI機器をコントロールするMIDIメッセージ。PLAY,REW,FF,STOPなどが行える。

RAMSAネット（RAMSA NET）
1台のホストコンピュータと複数の音響制御ユニットを通信回線で接続し、データの送受信を行う
当社独自の通信規格（プロトコル）。
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S/PDIF（Sony/Phillips Digital InterFace）
民生用のデジタルオーディオ機器（CDプレーヤー,MDレコーダーなど）間で、デジタルオーディ
オデータをやりとりする規格。通常はRCAピンプラグを使用し、1系統の接続で2チャンネルのデ

ジタルオーディオ信号を送信する。

SMPTE（Society for Motion Picture and Television Engineers）
録音/録画されたオーディオまたはビデオ信号を同期化するタイムコード。

SN比
通常の信号レベルと残留ノイズとの差。デシベル（dB）で表す。デジタル機器は一般的にSN比が
高い。

SOLO
単一チャンネルをモニターすること。

TDIF（Tascam Digital Audio Interface）
DA88などのデジタルMTRで採用されている、8チャンネルのデジタルオーディオインターフェー
ス。

UNDO
最後の操作の取り消し。保存は取り消しできない。

VUメーター
感知したオーディオ信号の音量に追随するように設計された特殊なタイプの電圧計。
0 Vは＋4 dBuに相当する。

イコライザー
オーディオ信号の周波数を制御、調整する機器。DA7では、入力別にそれぞれ独立した4バンドの
パラメトリックイコライザーを搭載している。

エキスパンダ
オーディオ信号のダイナミックレンジを拡張するプロセス。DA7では、ダイナミックプロセッサ
の一部として、各入力に完全にコントロールできる内部エキスパンダを搭載している。

クリッピング
過大な入力信号によってオーディオ回路が過負荷になり、好ましくないひずみが発生した状態。

グラウンド
アース（接地）とも呼ばれ、機器を大地に電気的に接続すること。慣習的にアースの電力は0 Vと
考えられている。アース接続のない機器は、感電を起こす恐れがある。

グラウンドループ
2箇所以上が接地されているオーディオ機器に見られる障害で、電線や接続ポイントによって引き
起こされ、機器の接地点間の微少電流によりハムが生じることがある。この種のハムは、グラウン
ドループ除去機器によって防止できる。
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用語集
ゲート

好ましくない低レベルのノイズを抑えるために使用される方法。DA7には、フェーダーごとにゲー

トがあり、信号の処理をしている。

コントロールチェンジ
モジュレーション、ボリューム、パンなどのリアルタイムコントロールを実現するMIDIメッセージ。

コンプレッサ
自動的にレベルをコントロールするデバイス。低レベルの信号を増幅、高レベルの信号をカットし、
実効ダイナミックレンジを抑制して設定レベルをスムーズにする。
オーディオ信号にひずみを生じさせずに、ダイナミックレンジを抑える機器。

シーンメモリー
ミックスシーンの設定を保存するメモリー。

シェルビング（SHL,SHH）
設定周波数の上または下の周波数をカットまたはブーストするイコライザー処理。処理後の周波数
カーブが棚（シェルフ）状になるところからついた名称。

システムエクスクルーシブ
MIDI機器間でデータを送信するために使用される専用のMIDIメッセージ。

タイムコード
テープ中の特定のフレームを指定する8桁の数字。24時間制の時計に基づいた電子的なタイミング
信号であり、テープに沿って記録されている。
タイムコードには、ノンドロップフレームとドロップフレームの2種類がある。ノンドロップフレ
ームタイムコードは毎秒30フレームが基準であるが、ドロップフレームタイムコードは毎秒29.97
フレームの映像が基準となっている。ノンドロップフレーム、ドロップフレーム参照。

ダイナミックレンジ
オーディオシステムが損失やひずみを発生させずに処理できる最小信号と最大信号の比。デシベル
（dB）で表示される。

ダイナミックプロセッサ
オーディオ信号を補正したり調整したりする機器。DA7では、オーディオパスにプリフェーダーダ
イナミックプロセッサとポストフェーダーダイナミックプロセッサを挿入することができる。

低レベル信号
－20 dB以下の信号は低レベル信号とみなされる。一般的に、マイクロホンの出力は低レベル信号
である。低レベルの信号は、ハムやノイズの影響を受けやすい。

データ
コンピュータがプログラムを走らせるときに使用する電子情報。ファイル、データベース、テキス
トドキュメント、画像、デジタル複合化されたオーディオ・ビデオ信号などに代表される。
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デシベル（dB）
音の強さやボリュームレベルの測定に使用される単位。
0 dBuの基準電圧は0.775 Vrms。0 dBVの基準電圧は1.0 Vrms。0 dBFSの基準電圧はA/Dコン
バータまたはD/Aコンバータのデジタルクリッピング前の「フルスケール」。すなわち最大電圧レ

ベルである。

ディザー
デジタルワード長の異なるシステム間（24ビットと16ビット機器間など）で、高品質の伝送を可
能にする方法。ディザーを使うことにより、ひずみを大幅に減少することができる。

ディレイ
オーディオ信号を短時間遅延させる電気的方法および機械的方法。特殊効果を得るために使用され
るのが、最も一般的である。

ドロップフレームタイムコード
実際には、1秒間に29.97しかない映像フレームの実数を計測するタイムコードの計算方法。1時間
のビデオ番組の映像フレーム数は、107,892フレームである。

ノンドロップフレームタイムコード
1秒間に30フレームの映像フレームがある場合のタイムコードの計算方法。1秒間に30フレームの
映像があると一般的にいわれるが、実際は1秒間に29.97フレームしか存在しない。
0.03フレームの差は目視では判別不可能だが、算術的には1時間のビデオ番組の映像フレーム数は、
108,000フレームとなり、実際のフレーム数よりも108フレーム多くなる。

ハイパスフィルタ（HPF）
フィルタを参照。

バス
入力されたオーディオ信号を集めて分配する共通の信号回路。

バッファ
コンピュータメモリーの一時的にデータを記録しておくエリア。DA7では、バッファに現在のミ
キシング設定が保存される。シーンメモリーを呼び出したとき、そこで選択されたシーンメモリー
のミキシング設定がバッファに書き込まれる。

バルクダンプ
MIDI対応の機器間で、システムの特定のデータを転送できるようにするMIDI機能。データは、
MIDIシステムエクスクルーシブメッセージとして転送される。

バンドパスフィルタ
フィルタを参照。

ピーキング（PEQ）
広い帯域の周波数をカットまたはブーストするイコライザー処理。
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用語集
ピンクノイズ

オクターブごとに同量のエネルギーを含む特定のタイプのライダムノイズ。ホワイトノイズは、周

波数帯域ごとに同量のエネルギーを含むランダムノイズ。

ファンタム電源

標準のバランス型配線をつうじて、特定のマイクロホンに電源を供給する方法。

フィルタ
一定の帯域の周波数を除去する機器。一般的には、低周波数信号のみを通過させるローパスフィル
タ、高周波数信号のみを通過させるハイパスフィルタ、一定の帯域の周波数信号のみを通過させる

バンドパスフィルタの3種類がある。

プリフェーダー
信号経路内のフェーダーの前の位置。

ボーレート
MIDI、モデム、シリアルポートなどで1秒間に送られるビット数の値。データの送受信を行うため
には、両方の機器のボーレートを合わせる必要がある。

ポストフェーダー
信号経路内のフェーダーの後ろの位置。

ミックス
いろいろなオーディオ信号を組み合わせること。

ミックスシーン
音楽製作段階のさまざまなシーンに合わせたミックス設定。ミックスシーンは、シーンメモリーと
して記録、呼び出しができる。

ラインレベル信号
一般的なオーディオ機器に使用される信号のレベル。ラインレベルの範囲は－20 dBから＋20 dB。

ループ
繰り返し演奏される音。DA7では、繰り返し処理を指示する命令のこと。

レベル
オーディオ信号の強さ、電圧、ボリュームの大きさなどを表す一般的な用語。

ローパスフィルタ（LPF）
フィルタを参照。

ワードクロック
デジタルオーディオシステムにおいて、接続されている機器の同期をとるためのクロック信号。タ
イミングエラーをなくすために使用される。
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索引
M
MIDI .............................................................................. 15,117

MMC,MTC,RT MSG入出力ポートの設定　.... 121
インプリメンテーションチャート　 .................. 239
クロック　....................................................... 162,165
コントロールチェンジ　....................................... 125
コントロールチェンジ割当て画面　 .................. 125
シリアルポートの設定　....................................... 119
設定画面　....................................................... 118,119
タイムコード　............................................... 162,165
入出力ポートの設定　 ........................................... 120
バルクアウト　............................................... 127,128
バルクアウト画面　................................................ 127
バルクダンプ　............................................... 130,243
プログラムチェンジ　 ........................................... 123
プログラムチェンジ割当て画面　....................... 123
メッセージの送信、受信、スルーの設定　...... 122

MIDIリモート　.................................................................... 131
出力ポートの設定　................................................ 122
設定画面　....................................................... 118,131
編集画面　................................................................ 132
ライブラリー画面　................................................ 135
ライブラリーの設定　 ........................................... 135
ライブラリーの登録　 ........................................... 137
ライブラリーの名前変更　................................... 138
ライブラリーのプロテクト　............................... 138
ライブラリーの呼び出し　................................... 136

MMC ................................................................. 121,166,240
ループの実行　........................................................ 167
ロケートの実行　.................................................... 167
ロケートポイントの設定　................................... 166

MOTOR FADER .............................................................. 199
MTC ........................................................................... 121,240
MTRへ録音する　........................................................... 42,44

P
PEQ .............................................................................. 79,243

R
RAMSA NET PROGRAM CHG .................................. 199
RAMSAネット　 ........................................................ 199,240
REPLAY ...................................................................... 27,166
RT MSG ............................................................................ 121

A
ADAT ........................................................................ 206,211
ADATデジタルI/Oカード　..................................... 140,206
AES/EBU ..................................................... 14,31,206,240
AES/EBU & S/PDIF I/Oカード　....... 140,206,209,214
AUTO DISP CHANGE ................................................... 198
AUTO CHANNEL SELECT .......................................... 198
AUX .................................................................................... 113

設定画面　................................................................ 115
センドの設定　.................................................. 52,115
操作部　....................................................................... 24

B
BRC .................................................................................... 211

D
DYN RANGE dBFS ........................................................ 198

E
EQライブラリー　................................................................. 80

オートタイトル機能　.............................................. 81
初期化　....................................................................... 84
初期状態　................................................................... 81
設定画面　 ............................................................ 76,80
名前変更　................................................................... 85
プロテクト　............................................................... 85
保存　........................................................................... 82
呼び出し　................................................................... 83

EXPANDER ...................................................................... 104

G
GAIN ...................................................................................... 52
GATE .................................................................................. 102

H
HPF ....................................................................................... 79

L
LOAD CONFIRMATION ................................................ 199
LOOP .................................................................. 27,166,167
LPF ........................................................................................ 79
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S
S/PDIF ................................................... 14,30,31,206,241
SAVE CONFIRMATION ................................................ 199
SHH ....................................................................................... 79
SHL ....................................................................................... 79
SMPTE & V Syncカード　............................ 206,208,217
SMPTE & V SYNCスロット　 ................................. 31,208
SMPTEタイムコード　.................................... 162,165,241
SOLOモニターの設定　 .................................................... 193

ソロのON/OFFを設定する　............................... 193
ソロのモニターモードを選択する　 .................. 193
ソロのモニターレベルを調整する　 .................. 194
ソロポイントを選択する　................................... 193
モニターチャンネルを設定する　....................... 194

SYNC WARNING ............................................................ 199

T
TALK BACK SW LOOK ............................................... 199
TDIF ........................................................................... 206,241
TDIFデジタルI/Oカード　............................... 140,206,209

U
UNDOバッファ　........................................................ 162,164

W
WR-ADAT ................................................................ 206,211
WR-ADDA ................................................................ 206,215
WR-AESS ........................................................ 206,209,214
WR-MTBR ........................................................................ 218
WR-SMPT .............................................. 206,208,211,217
WR-TDIF ................................................. 206,209,212,213
WR-TNDM .............................................. 206,210,213,216

数字
10KEY SCENE RECALL .............................................. 199

あ－ア
アナログインプット操作部　.............................................. 17
アナログ入出力部　............................................................... 29
アンドゥバッファ　................................................... 162,164

い－イ
イコライザー　.................................................. 13,56,75,241

音質差を比較する　.................................................. 79
周波数特性をフラットに設定する　..................... 79
設定画面　 ............................................................ 76,77
操作部　....................................................................... 21
調整　........................................................................... 78
フィルタタイプの設定　.......................................... 79
ライブラリーの初期化　.......................................... 84
ライブラリーの初期状態　...................................... 81
ライブラリー設定画面　.................................... 76,80
ライブラリーの名前変更　...................................... 85
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保証とアフターサービス (よくお読みください)

修理・お取り扱い・お手入れなどのご相談は・・・
まず、お買い上げの販売店へお申し付けください。

■保証書（別添付）
必ず、お買い上げの販売店からお買い上げ日・販売店名などの記入をお確かめのうえ受け取り、よくお読みの
あと保管してください。

■修理を依頼されるとき
まず電源を切ってから、お買い上げの販売店へご連絡ください。
●保証期間中は
保証書の規定に従って、出張修理させていただきます。

●保証期間を過ぎているときは
修理すれば使用できる商品については、ご希望により有料で修理させていただきます。
ただし、オーディオミキサーの補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後7年です。
注）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

●修理料金の仕組み
修理料金は、技術料・部品代・出張料などで構成されています。
技術料 は、診断・故障箇所の修理および部品交換・調整・修理完了時の点検などの作業にかかる費用です。
部品代 は、修理に使用した部品および補助材料代です。
出張料 は、製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。

保証期間 : お買い上げ日から本体1年間

アフター
サービス



松下電器産業株式会社
松下通信工業株式会社 ＡＶシステム事業部
〒224-8539  横浜市都筑区佐江戸町600 1 (045)932-1231(大代表)

NM0198-2058 A8QA4841CN

便利メモ（おぼえのため、記入されると便利です。）
お 買 い 上 げ 年 月 日 年　　　　　月　　　　　日 品番　WR-DA7
販　　売　　店　　名 1  （ ） －

© Matsushita Communication Industrial Co.,Ltd. （松下通信工業株式会社） 1998


	WR-DA7
	本書について
	付属品をご確認ください
	登録商標について
	構成
	もくじ
	最初にお読みください
	安全上のご注意
	警告
	注意
	取り扱い上のお願い


	第1章　商品概要
	DA7の特長
	特性
	主な特長
	主な機能
	チャンネル構成
	音質
	パラメトリックイコライザー
	モーターフェーダー
	ダイナミクス
	デジタルI/O
	ヒューマンマシンインターフェース
	サラウンドパンコントロール
	シーンメモリー
	オートメーション
	MIDI


	各部の名前と働き
	コントロールパネル
	アナログインプット操作部
	モジュール操作部
	アサイン操作表示部
	フェーダーレイヤー操作部
	ディスプレイ操作部
	イコライザー操作部
	パン/バスアサイン操作部
	ダイナミクス/ディレイ操作部
	AUX操作部
	モニター/トークバック操作部
	テンキー,セットアップ,コマンド,カーソル操作部

	後面パネル
	アナログ入出力部


	ヒューマンマシンインターフェース
	設定画面について
	画面タイトル部
	グループ内画面切替部
	マルチ画面操作部

	画面上の共通操作部について
	カーソル
	ボタン
	選択ボックス
	ノブ
	フェーダー
	スクロールボックス



	第2章　基本操作
	機器を接続する
	ライブで使用する場合の接続例
	スタジオで使用する場合の接続例

	レベルを合わせる
	1.レベルを合わせる
	2.MTRへ録音する
	3.バスからMTRへ録音する
	4.マスターから音を出す

	メンテナンス
	フェーダー・キャリブレーション
	に戻すとき
	再起動


	第3章　チャンネル
	概要
	チャンネル設定画面（⇒51ページ参照）
	チャンネルライブラリー設定画面（⇒61ページ参照）

	チャンネルの設定
	チャンネル設定画面の表示
	ファンタム電源の設定［＋48V］
	フェーズ（位相）の設定［PH］
	ゲインの調整［GAIN］
	AUXセンドの設定［AUX SEND］
	インサーションの設定［INS］
	フェーダーリンク/ステレオの設定［LINK］
	フェーダーグループの設定［FADR GRP］
	ミュートグループの設定［MUTE GRP］
	ゲインリダクションメーター［GR］
	レベルメーター［LEVEL］
	イコライザーの設定［EQUALIZER］
	パン/バランスの調整［PAN/BAL］
	バスアサインの設定［ASSIGN］
	ダイナミクスの設定［DYNAMICS］
	ディレイの設定［DLY］
	チャンネルのON/OFF、フェーダーの設定 [CH]

	チャンネルライブラリーの設定
	チャンネルライブラリー設定画面の表示
	ライブラリーの初期状態
	オートタイトル機能の設定（TITLE）
	ライブラリーの保存
	［STORE］キーを押してチャンネルライブラリー設定
	［STORE］キーの押下以外の操作でチャンネルライブ

	ライブラリーの呼び出し
	［RECALL］キーを押してチャンネルライブラリー設定
	［RECALL］キーの押下以外の操作でチャンネルライブラリー設定画面を表示した場合

	ライブラリーの初期化
	ライブラリーの名前変更
	ライブラリーのプロテクト
	ライブラリーデータの参照


	第4章　メーター
	概要
	インプットチャンネルメーター画面（⇒71ページ参照）
	バス/AUXメーター画面（⇒73ページ参照）
	スロットメーター画面（⇒74ページ参照）

	インプットチャンネルメーターの設定
	インプットチャンネルメーター画面の表示
	動作モードの設定
	メーターレスポンスの選択［RESPONSE］
	メーター表示信号の選択［POSITION］
	ピークホールド機能の設定［PEAK HOLD］

	バス/AUXメーター画面の表示
	動作モードの設定
	メーターレスポンスの選択［RESPONSE］
	メーター表示信号の選択［POSITION］
	ピークホールド機能の設定［PEAK HOLD］


	スロットメーターの設定
	スロットメーター画面の表示
	動作モードの設定
	メーターレスポンスの選択［RESPONSE］
	ピークホールド機能の設定［PEAK HOLD］



	第5章　イコライザー
	概要
	イコライザー設定画面（⇒77ページ参照）
	EQライブラリー設定画面（⇒80ページ参照）

	イコライザーの設定
	イコライザー設定画面の表示
	イコライザーの調整
	フィルタタイプの設定［FILTER TYPE］
	周波数特性をフラットに設定する
	音質差を比較する

	EQライブラリーの設定
	EQライブラリー設定画面の表示
	ライブラリーの初期状態
	オートタイトル機能の設定（TITLE）
	ライブラリーの保存
	［STORE］キーを押してEQライブラリー設定画面を表示した場合
	［STORE］キーの押下以外の操作でEQライブラリー設定画面を表示した場合

	ライブラリーの呼び出し
	［RECALL］キーを押してEQライブラリー設定画面を表示した場合
	［RECALL］キーの押下以外の操作でEQライブラリー設定画面を表示した場合

	ライブラリーの初期化
	ライブラリーの名前変更
	ライブラリーのプロテクト


	第6章　サラウンド
	概要
	サラウンドの設定
	サラウンド設定画面の表示
	センドVOLモードによるサラウンド設定［SEND VOL］
	ジョグダイヤル&フェーダーモードによるサラウンド設定［JOG&FDR］
	パターンモードによるサラウンド設定［PATTERN］
	パターンモードを設定する
	移動パターン（軌跡）を追加する
	移動パターン（軌跡）を削除する
	移動パターン（軌跡）の始点、終点、合成点を修正する
	移動パターン（軌跡）全体の位置を調整する

	ジョグスピードの設定［JOG SPEED］


	第7章　ダイナミックス
	概要
	ダイナミクス設定画面（⇒101ページ参照）
	ダイナミクスライブラリー設定画面（⇒107ページ参照）

	ダイナミクスの設定
	ダイナミクス設定画面の表示
	コンプレッサ/リミッタ＋ノイズゲートモードの設定
	エキスパンダモードの設定
	ポジションの設定
	音質差を比較する
	ディレイの設定

	ダイナミクスライブラリーの設定
	ダイナミクスライブラリー設定画面の表示
	ライブラリーの初期状態
	オートタイトル機能の設定（TITLE）
	ライブラリーの保存
	［STORE］キーを押してダイナミクスライブラリー設定画面を表示した場合
	［STORE］キーの押下以外の操作でダイナミクスライブラリー設定画面を表示した場合

	ライブラリーの呼び出し
	［RECALL］キーを押してダイナミクスライブラリー設定画面を表示した場合
	［RECALL］キーの押下以外の操作でダイナミクスライブラリー設定画面を表示した場合

	ライブラリーの初期化
	ライブラリーの名前変更
	ライブラリーのプロテクト


	第8章　AUX
	概要
	AUXセンドの設定
	AUX設定画面の表示
	AUX状態の設定
	AUXセンドレベルの調整


	第9章　MIDI
	概要
	MIDI設定画面（⇒119ページ参照）
	MIDIプログラムチェンジ割当て画面（⇒123ページ参照）
	MIDIコントロールチェンジ割当て画面（⇒123ページ参照）
	MIDIバルクアウト画面（⇒127ページ参照）
	MIDIリモート設定画面（⇒131ページ参照）

	MIDIの設定
	MIDI設定画面の表示
	シリアルポートの設定
	MIDI入出力ポートの設定
	MMC、MTC、RT MSG入出力ポートの設定
	メッセージの送信、受信、スルーの設定
	MIDIリモート出力ポートの設定

	プログラムチェンジの割当て
	MIDIプログラムチェンジ割当て画面の表示
	シーンメモりー番号をプログラムチェンジテーブルへ割り当てる
	プログラムチェンジテーブルを初期化する
	MIDIコントロールチェンジ割当て画面の表示
	コントロールチェンジテーブルへの登録
	コントロールチェンジテーブルを初期化する

	バルクアウト、リクエストの実行
	MIDIバルクアウト画面の表示
	バルクアウト、リクエストを実行する前に
	バルクアウト、リクエストを実行する
	データを選択する
	リクエストを実行する
	バルクアウトを実行する

	外部機器からのバルクダンプ要求に対する設定

	MIDIリモートの設定
	MIDIリモート設定画面の表示
	MIDIリモートデータの設定
	MIDIリモート編集画面の表示
	COMMAND MODE部の設定

	MIDIリモートライブラリーの設定
	MIDIリモートライブラリー画面の表示
	MIDIリモートライブラリーの呼び出し
	MIDIリモートライブラリーの登録
	MIDIリモートライブラリーの名前変更
	MIDIリモートライブラリーのプロテクト



	第10章　デジタルI/O
	概要
	デジタル入力設定画面（⇒141ページ参照）
	スロット設定画面（⇒144ページ参照）
	ディザー設定画面（⇒147ページ参照）

	デジタル入力の設定
	デジタル入力設定画面の表示
	ワードクロックの設定
	ワードクロックについて
	ワードクロックソースを選択する

	デジタル入力信号の設定

	スロット出力の設定
	スロット設定画面の表示
	スロット1、スロット2、スロット3 (ノーマルモード時) の設定
	スロット3インサーションモード時の設定
	スロット3タンデムモード時の設定

	出力ディザーの設定
	ディザー設定画面の表示
	出力ディザーの設定



	第11章　グループ
	概要
	フェーダーグループ設定画面（⇒151ページ参照）
	ミュートグループ設定画面（⇒153ページ参照）
	フェーダーリンク/ステレオ設定画面（⇒155ページ参照）

	フェーダーグループの設定
	フェーダーグループ設定画面の表示
	フェーダーグループを設定する

	ミュートグループの設定
	ミュートグループ設定画面の表示
	ミュートグループを設定する

	フェーダーリンク/ステレオの設定
	フェーダーリンク/ステレオ設定画面の表示
	フェーダーリンク/ステレオを設定する


	第12章　オートメーション
	概要
	オートメーション設定画面（⇒160ページ参照）
	オートメーション実行画面（⇒163ページ参照）
	イベント編集画面（⇒177ページ参照）

	オートメーション設定画面について
	表示のしかた
	画面操作部の働き
	マニュアルチャンネル設定部
	カレント部
	オートメーションデータ操作部
	UNDO機能設定部
	タイムベース設定部


	オートメーション実行画面について
	表示のしかた
	画面操作部の働き
	タイムコード部
	カレント部
	メモリー部
	UNDO機能部
	オートメーション操作部
	タイムベース部
	MMC部
	パラメータ設定部
	フェーダーエディットモード設定部
	オートパンチイン機能設定部


	オートメーションの基本操作
	オートメーションを記録する
	準備
	オートメーションの記録
	オートメーションの保存


	基本操作
	オートメーションを再生する
	オートメーション記録中の便利な機能（MMCモード時）
	AUXセンド状態を確認する
	操作するチャンネルを選択する


	イベントのオフライン編集
	イベント編集画面の表示
	画面操作部の働き
	エディットチャンネル設定部
	エディットパラメータ設定部
	イベントシート編集部

	イベントをオフライン編集する


	第13章　シーンメモリー
	概要
	リード/ライト画面（⇒183ページ参照）
	フェードタイム設定画面（⇒187ページ参照）

	シーンメモリーの呼び出し、書き込み
	シーンメモリーの呼び出し
	リードプロテクトチャンネルの設定
	シーンメモリーの書き込み
	シーンメモリータイトルの入力
	シーンメモリーのプロテクト

	フェードタイムの設定

	第14章　モニター/ユーティリティ
	概要
	モニター設定画面（⇒191ページ参照）
	オシレータ設定/バッテリー点検画面（⇒195ページ参照）
	ユーザーコンフィグ画面（⇒197ページ参照）
	ユーザーカスタマイズ画面（⇒202ページ参照）

	モニターの設定
	モニター設定画面の表示
	トークバックの設定
	ディマーのON/OFF設定
	サラウンドモニターの設定
	SOLOモニターの設定
	ソロポイントを選択する
	ソロのモニターモードを選択する
	ソロのON/OFFを設定する
	ソロのモニターレベルを調整する
	モニターチャンネルを設定する

	オシレータの設定、バッテリーの確認
	オシレータ設定/バッテリー点検画面の表示
	オシレータの設定
	バッテリーの確認

	ミキサーの動作モード、キーロック機能の設定
	ユーザーコンフィグ画面の表示
	ミキサーの動作モード設定
	キーロックの設定
	暗証番号について
	キーロックを設定する


	ユーザーカスタマイズレイヤーの設定
	ユーザーカスタマイズ画面の表示
	ユーザーカスタマイズレイヤーを設定する



	第15章　オプション機器
	オプションカード
	オプションカードについて
	スロット1,2,3に装着できるカード
	スロット3のみに装着できるカード
	SMPTE &V SYNCスロットに装着できるカード

	オプションカードの装着
	スロット1,2,3の場合
	SMPTE &V SYNCスロットの場合（WR-SMPTの装着）

	ディップスイッチの設定
	TDIFデジタルI/Oカードの場合
	AES/EBU &S/PDIF I/Oカードの場合

	タンデム接続カード装着時のスイッチ設定
	オプションカード装着時の接続例
	ADAT ＋DA7
	ADAT＋BRC＋DA7
	DA88 ＋DA7
	タンデム接続

	オプションカードのコネクターピン配置
	AES/EBU &S/PDIF I/Oカード
	8ch AD/DAカード
	タンデム接続カード
	SMPTE &V Syncカード


	メーターブリッジ
	メーターブリッジ WR--MTBRについて
	操作部の働き
	メーターブリッジの取り付け


	付 録
	工場出荷時の設定一覧
	仕様
	主要仕様
	アナログ入力
	アナログ出力
	デジタル入出力

	外観寸法図
	ブロックダイヤグラム
	レベルダイヤグラム
	MIDIプログラムチェンジへのシーンメモリーのアサイン表
	MIDIコントロールチェンジへのパラメータのアサイン表
	用語集
	索引

	保証とアフターサービス


